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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　音という音が消滅したように思えた。

　風の唸うなり、木々のざわめき、心臓の鼓動、何もかもが断ち切られる。呼吸の気配さえ消きえ失うせていた。痙けい攣れん気味に喉を鳴らすも耳には何一つ届かない。あたかも真空の只ただ中なかに投げ出されたようだ。音を伝搬する媒体が一瞬で失われた感覚。

　目の前の景色は変わっていない。城じよう址しの日本庭園、雪景色に浮かぶ灯とう籠ろうと太鼓橋の赤。

　夕闇を背に立つのはファントムだ。琥こ珀はく色の瞳が静かに見つめてきている。

「冗談だろ」

　ようやく絞り出した声は乾いていた。震える呼吸を整えて鳴なる谷たに慧けいはもう一度呼びかける。

「そんな馬鹿げた話があるかよ」

　ザイを倒せばアニマも消失する。グリペンがいなくなる。

〈球殻〉の機能改変がコアの停止に繫つながり、アニマを生み出す奇跡もまた失われる。戦闘機達の〈本質〉を人の形に保つことがかなわなくなる。

（あいつが……消える？）

　意識が搔かき乱みだされていた。突然の話に思考が追いつかない。噓うそだ、何かの間違いだ。目の前の少女が致命的な勘違いをしているに違いない。

　だがどれだけ否定してもファントムの表情は変わらなかった。感情の読み取れない面持ちで首を振る。

「何千回もシステム・シミュレーションを行った末の結論です。見落としはありません。だいいち、こんなこと冗談で言えるはずもありません」

「八や代しろ通どおりさんが言ってたんだ。今度こそうまくいく、全ての問題を潰しきって勝率を百パーセントまで上げたって」

「そう見せかけられるよう苦労したんですよ。改ざんしたデータの矛盾をなくして、検算の結果まで修正して」

「世界中のコンピュータを使ったって、軍事や気象のシステムまで止めて検討したって」

「おかげで一生分のクラックコードを生成する羽目になりましたよ。手のうちを明かしすぎたので、もう一度同じことをやるのは無理ですね。まぁ、もはや次の機会もないでしょうが」

　口を結ぶ。嚙かみしめた唇が痛みを訴える。

　完全無欠のハッピーエンドを見つけたと思っていた。今度こそ皆が幸せになれる、理想の未来に至れると。それがなぜこうなる。どうして真逆の結果にたどりついてしまう。

「また……また失敗するっていうのか、俺は」

「失敗ではないでしょう」

　ファントムは淡々と告げた。

「ザイは間違いなく消滅します。不毛な〈繰り返し〉も解消されます。アニマというオーパーツは消えて人類は元の歴史を取り戻す。これ以上ないくらいの大成功でしょう。ただ一つ、あなたの愛する存在が人の形を保てなくなることを除けば」

「……」

「お父様に真相を知らせても、迷うことなく作戦を進めると思いますよ。進めないはずがないんです。だって我々はザイを倒すために戦ってきて、それを成しとげる手段を見つけたんですから。ためらう理由がありません」

「いいのかよ！　おまえらは、それで！」

　理解できない。なぜそんなに冷静でいられるのか。平然としているのか。

「散々扱こき使われて、死にそうな目にあわされて、なのに戦争が終わった瞬間、はいさよならとか、ありえないだろ!?　ふざけんな、それならもう協力しないとか思わねぇのかよ！」

「慧けいさん」

　細い眉が困ったように押し下げられた。

「私達は人間ではありません。人の世を守るために生み出された戦鳥、その具象化された概念に過ぎません。むしろ今の姿こそイレギュラーであり異常事態です。元の有り様に戻ることは決して悪いことではありません」

「本気で喋しやべってるのか」

「ええ。そして同じ意見を持っているのは私だけではありません。他のアニマも皆、今回の作戦に同意しています。その結果がどうなるのか、きちんと理解した上で」

「なんだって」

「ここ一週間くらい各国のアニマに情報を共有しているんです。バーバチカ、ラファール、もちろん独飛のアニマ達にも、包み隠さずシミュレーション結果を報しらせました。皆、自然に受うけ容いれてくれましたよ。人間の感覚では少々理解しづらいでしょうが」

「噓うそだ」

　そんな調整、簡単にできるわけがない。バイパーゼロあたりはともかく、ジュラーヴリクやイーグルは大反発しそうだ。

　どうせいつものブラフだろう、真偽を織り交ぜて異論を封じる腹だ。

　反はん駁ばくしかけてふっと静止する。舟ふな戸との言葉が脳裏を過よぎった。決戦計画の説明のあと、彼はなんと言っていた？　確かファントムの話題になって、

　──メンテ中でも上の空だし、かと思うと妙な通信をしてたりして。

　──意味のない文字列なんだが、那な覇はのバイパーゼロやラファールにデータを送ってるんだ。それも一度や二度じゃなく数回な。

　血の気が引く。ここしばらく覚えていた違和感に答えがもたらされた。欠けていたピースがぴたりとはまった感覚。

　ファントムの眼まな差ざしが憂いを帯びた。

「私達は人間ではないんですよ」

　嚙かんで含めるように繰り返す。

「役目を終えれば退場するのが自然というものです」

「なるほど、な」

　目を逸そらす。なんとも言えない感情のうねりが生じていた。

「自分達は道具だ、機械だ、だから使い捨てにされても構わない、そう言ってるわけか。大した自己犠牲の精神だよ。おまえにそんなしおらしさがあるなんて思ってもみなかった。日本が全滅しても自分だけは生き残ると言った奴やつが。随分変わったもんだ」

「……」

「てか、そこまで割り切ってるなら八や代しろ通どおりさんにも話せばいいじゃないか。なんで秘密にしてるんだ？　消滅を嫌がるアニマが反乱を起こすってならともかく」

　隠す相手が間違っているだろう。論理の矛盾を突いたつもりだったが。

　ファントムは首を傾げた。

「仮に全てを包み隠さず話したとします。報告を受けたロシアかＥＵか、誰かがこう言い出すでしょう。莫ばく大だいなコストをかけて産まれた超兵器をみすみす失ってよいものか？　何かもう少しよい方法があるのでは──。結果は絶望的なものになるでしょう。アニマ保有国と非保有国による方針の不一致、歩調の乱れ。ザイという災厄を前に、人類は貴重な時間を失うことになりかねません。しかも回復困難な亀裂を双方の間に残して」

「そんなこと」

「ではお父様限定で真相を明かしたら？　この場合、作戦終了後の責任追及は苛烈なものになります。誰が何をどこまで把握していたのか。いかなるプロセスで話を進めたのか。場合によっては、お父様は世界救済の功を取り上げられて、戦犯にもされかねません。いえ、間違いなくそうなるでしょう。あの人の性格を考えれば特に」

　だから、とファントムは言葉を切った。毅き然ぜんとした表情になって、

「だから私達は全てを伏せることにしました。あくまでアニマ達が勝手に策謀して暴走した結果、その建前を貫くつもりです」

　言葉が出なかった。目の前の少女はいつものファントムだった。理知的で狡こう猾かつで、最悪の状況でも粘り強く活路を探っていく、普段通りの権謀術数家。つまり彼女は乱心も変調もしていないのだ。考えられる選択肢を検討し尽くして、他に手がないことを確かめた上でこの場に臨んでいる。

「さっきも言った通り、本当ならあなたにもこの話はしたくなかったんです。ただでさえ感情的な上に隠し事が下手な人ですから」

　緑髪が揺れた。顔を逸そらした弾みで帽子の影が目元に落ちる。

「ただ、あなたはＪＡＳ39Ｄのパイロットですから。何も知らず最終決戦というのもあんまりでしょう。アニマの消滅後、機体を持ち返っていただく必要もありますし」

「冗談じゃない」

　動かなくなったグリペンを後ろに乗せて一人で引き返せというのか。悪夢のような光景だ。ぞっとする。

「ではどうしますか？　放っておいても消失する〈球殻〉に特攻しますか？　あるいはその場で機体の制御を放棄してグリペンと心中するとか」

「俺は」

「構いませんよ、どのような行動をあなたが選ぼうと」

　意外な言葉に瞠どう目もくする。ファントムは琥こ珀はく色の瞳を輝かせた。

「『世界の救済』、『人類文明の存続』はあくまで私の優先順位です。慧けいさんには慧けいさんの優先事項があるでしょう。だから行動を強要することもできません。私がお願いしたいのはただ一つ、本件を他言しないでほしいということです」

　突き放すような言い方にぞくりとする。事態は確定済みで覆くつがえしようがないと告げられている気分。

「グリペンはどう言っているんだ」

　呆ぼう然ぜんとしながら訊たずねる。真実を他のアニマに明かしたのならば彼女にも結末は伝わっているはずだ。

　ファントムの表情が揺れた。ポーカーフェイスに初めてほころびが生じる。彼女はうつむきがちになってつぶやいた。

「あの子は……多分、あなたの感情をよく理解できていません」

「どういうことだ？」

「アニマの肉体を失うことが慧けいさんにとってどれだけ衝撃的な話かきちんと吞のみこめていないんです。言ったでしょう？　私達の感覚は人のそれとは異なると」

　混乱が湧き上がる。

　言われていることがきちんと伝わってこない。

　ファントムは真正面から向き直ってきた。まっすぐな眼まな差ざしでこちらを見上げる。

「一度よく二人で話してください。どんな結論を出すにせよ悔いのないように。残された時間を、どうか有意義に使ってください」
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　技本棟の屋上から見上げる空は赤く滲にじんでいた。

　血の塊めいた夕ゆう陽ひが地平線に沈んでいく。彼方かなたの顧客ターミナルが、管制塔が黒いシルエットと化していた。世界が焼き尽くされているようだ。行き場のない激情が炎と化して荒れ狂っている。

　黙示録的な光景が自分の心象風景に重なった。この四日間、悩み、苦しみ、悲嘆と慟どう哭こくにさらされて、ついには燃やすものさえなくなった煉れん獄ごく、廃はい墟きよ。

　爆音を上げて大型の双発機が離陸していく。技本の先発隊だろう。中央アジアの反攻拠点に向けて資材と人員を運んでいるのか。間近に迫った決戦のために、戦力の再配置が進んでいる。

（今日は誰が出発したのかな）

　鉄柵に上体を預けて慧けいは独りごちる。ここ数日、見知った顔がどんどん少なくなっていた。ドーター付の整備員も何人か見えなくなっている。いずれこの技本棟も抜け殻同然になるのだろう。もともと独飛自体が不純物だったとは言え、こうして小こ松まつ基地が静けさを取り戻していく様は奇妙にもの悲しかった。

　終わる。

　小こ松まつでの日常が。

　彼女との生活が。

「慧けい！」

　足音とともに背後から呼びかけられた。

　振り向くとグリペンが肩を揺らしていた。塔屋の扉を開けたまま荒い息をついている。

「やっと……見つけた」

　走って探していたのだろう。調整作業を終えてから約二時間、自分は所在も報しらせずに基地内をうろついていた。ひょっとして携帯にメッセージが届いているのかもしれない。無視されたことと放置されたこととで、グリペンの顔はひどく混乱していた。

「なんで私を避けるの」

　顔を上げて歩み寄ってくる。眉間に深い皺しわが刻まれている。

「怒ってるの？」

　的外れな質問に空を仰ぐ。これだけ長いこと付き合ってきて、そんな基本的な心情さえ理解してもらえていないのか。

「怒っちゃいないよ」

　静かに向き合う。

「怒る筋合いの話でもない」

「どういうこと」

　素で分かっていないのか。嚙かみあわない会話にもどかしくなる。

「ファントムから話は聞いたんだよな？　ザイを消滅させたらどうなるか」

「うん」

「それで？　俺がどう感じてるか分からないのか」

「どう」

　グリペンは視線をさまよわせた。悩ましげな吐息が漏れる。

「ザイがいなくなって、私は〈繰り返し〉から解放されて、喜んでくれると思っていた」

「本気で言ってるのか」

「うん」

　ファントムの忠告が今更ながら身に染しみた。『あの子は……多分、あなたの感情をよく理解できていません』

　嘆息してグリペンに歩み寄る。彼女の手を取って持ち上げた。

「肉体をなくせばこうやって触れあうこともできないんだぞ。お互いの顔を見て話すこともできなくなる。そんな状況を喜んで受うけ容いれろっていうのか？　ニコニコして『よかったな、おめでとう』と言えってか？」

「私は私、元の機体に戻ってもあなたとともにあり続ける。慧けいの存在を感じ取れる。それじゃあダメなの？」

「……」

　話しても無駄だということはよく理解できた。彼女は人間ではない。今自分がどれほどの絶望に苛さいなまれているかも分からないのだろう。

　怒ればいいのか、泣けばいいのか、どうすれば気持ちが伝わるのか。何度となくシミュレーションしてきた。だがどれだけ考えても結論は同じ。アニマは人の感情を理解できない。そして『作戦の中止＝世界の終わり』である以上、計画の取りやめもできない。

　戸惑うグリペンを見下ろす。呼吸を整えて静かに呼びかけた。

「一つ確認してもいいか」

「何？」

「アニマだろうが戦闘機だろうが、おまえはおまえ。ＪＡＳ39という〈本質〉に変わりはない。形を失うことは何も悪いことじゃない、そう言っているんだよな」

「うん」

「身体からだの触れあいや言葉でのやりとりは重要じゃない。俺達はただ存在するだけで心の繫つながりを得られるんだって」

「うん……」

「分かったよ。よく理解できた」

　大きくうなずいてみせる。

「なら決まりだ。今回の作戦の最後、俺もアンフィジカルレイヤーに潜る。概念に還元されておまえと同じ〈本質〉になる」

「え」

「八や代しろ通どおりさんに聞いたよ。あいつらは崩壊する前にアンフィジカルレイヤーへの回路を開くって。〈叡えい子し〉を物体から解き放って元のエネルギーに戻していくんだって。だから機体ごと突っこめば同じように〈本質〉に分解してもらえる。ほら、アルタイの空間異常に突っこんだ時と同じだよ。周りとの境界がどんどん曖昧になって、やがてはただの〈鳴なる谷たに慧けい〉って概念になる」

　簡単だろう？　と両手を広げる。

「それでずっとおまえと一緒にいられる。世界も救われる。人類の未来も守られる。悪いことなしだ」

「だめ」

　かぶせ気味に遮られた。グリペンは信じられないというように首を振った。

「だめ、それはいけない」

「なんでだよ」

　眉をひそめた。

「〈本質〉になるのはまずいことじゃないんだろ。身体からだや言葉なんて必要ない。大事なのは魂の繫つながりだって」

「そう、だけど」

「ならいいじゃないか。別に自殺しようって話じゃない。蛍ほたる橋ばし三尉みたいに永遠の〈繰り返し〉に付き合うとも言っていない。ただお互い同じ存在になるだけだ」

「でも」

　煮え切らない反応に苛いら立だつ。押し殺した思いがじわりと滲にじみ出でてきた。

「なぁ」とグリペンの肩をつかむ。

「おまえ、言ってること無茶苦茶だぞ。自分の消滅は気にするなとか言っておいて、俺が同じことをしたらダメなのか？　どっちが本当だよ。結局〈本質〉になるのはいいことなのか？　悪いことなのか？」

「……」

「もしいいことだって言うなら、おまえに俺を止める理由はない。二人で仲よくアンフィジカルレイヤーに突っこもう。だけどもし悪いことだって言うなら」

　視線を鋭くする。

「俺はおまえを止める。結果がどうなるかは関係ない。これ以上、おまえ一人に厄介ごとを押しつけるもんか」

「慧けい」

　息を吞のむ気配が伝わってきた。灰色の目に激しい混乱が浮かんでいる。唇が開いて、閉じられた。もう一度何か言おうとして口ごもる。内心の思いがうまく言葉にできない様子だった。

　助け船を出す気はない。納得のいく答えがない限り一歩たりとも譲るつもりはなかった。

　自暴自棄？　違う。ファントムの訪問を受けてからずっと考えていた。どうすれば彼女と一緒にいられるのか。望んでいた未来に近づけるのか。死ぬような思いで悩んで、ようやくたどりついた結論だ。半はん端ぱな抗議で撤回するつもりはない。

「選べよ」

　だめ押しのように宣告する。
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「二人で行くか、二人で残るか、どちらか一つだ」

「私は」

　真っ赤に染まった大気の中で見つめ合う。周囲の酸素が揮発していくように思われた。鼓動の音がいやに大きく聞こえる。

　長く伸びた影が屋上を横切り、手すりに達する。黄昏たそがれ時が終わり夜の静寂が広がり出した時だった。

　つんざくような警報が空気を震わせた。構内に配置されたサイレンが次々と叫び始める。胸ポケットの携帯が身もだえするように震えた。

「なんだ」

　いつものスクランブル警報ではない。取り出した携帯に複数のアラートが表示される。見ている間にも一つ、また一つとメッセージが増えていった。

「何が起きてるんだ、一体」

　戸惑いながら開いたメールに『非常呼集』の文字を認める。

　──宛：全隊員　発：基地司令

　──稼か働どう全機スクランブル。営内外の全隊員はただちに集合、所定の指揮命令系統に帰属せよ。




　　　　＊




　異常を最初に察知したのは輪わ島じまのレーダーサイトだった。

　オペレーションルームにビープ音が響き渡る。ひげ面づらの指揮官が管制員を顧みた。

「対領空侵犯配置。諸元報告。急げ」

　暗い室内が慌ただしくなる。スクリーンをのぞきこみながら管制員が報告した。

「不明機二アンノウン・ツー、方位ヘデイング１００ワン・ゼロ・ゼロ、スピード６シツクス２０・トウエンテイ、領空まであと四十マイル」

「四十マイル了解。通告を開始する。二十切ったらスクランブル出すぞ。ＦＤに連絡を入れておけ」

　マイクのスイッチを入れるなり「待ってください」と制された。管制員がスクリーンを凝視している。傍かたわらの補佐要員も顔を強こわばらせていた。

「どうした？　何があった」

「新たな不明機、三。接近中ホツト。……いえ、また増えました。四、六機」

「なんだと」

「ベクター３３０にも反応、中隊規模です。続いて３４０、３５０」

「おいおいおい」

　同じ頃、入いる間まの作戦指揮所ＳＯＣは全国から上がってくる報告に忙殺されていた。

　壁面モニターの日本地図が警告表示に覆われていく。日本海側から津波のように所属不明機が押し寄せてきていた。

　オペレーターの一人が呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「冗談じゃないぞ」

　ＥＰＣＭのレベルが上がっていた。北ほつ海かい道どうから九州、沖おき縄なわに至るまでジャミングが観測されている。ゴーストや近隣国の機体ではありえない反応だ。

　ＳＯＣ司令が上ずった声で副官に命じる。

「米軍に連絡しろ。緊急事態だ。支援要請」

「もうやってます。ですが三み沢さわや岩いわ国くに、在韓米軍にも警報が発令されているようで、こちらに回せる戦力は多分ありません」

「第七艦隊は」

「既に出港済みです。護衛艦隊と合流して防空戦闘に入っている模様」

「くそったれが」

　続く悪態は言葉にならなかった。

　大混乱の指揮所にスクランブル命令が飛び交う。どの基地のどの飛行隊が適切かなど考えていられない。手遅れになる前に一機でも上げる。一秒でも早く参戦させる。

　だがなりふり構わぬ戦力投入も押し寄せる猛威の前には虚むなしかった。

　スクリーン上の防衛線が次々と食い破られていく。災厄が奔流のようになだれこんでくる。

　ザイを示すマーカーが本土に達した。遅れて各都市への緊急警報が輪唱のように響き渡る。

「大変なことになるぞ」

　ＳＯＣ司令の声は低く、かすれていた。




　ＢＡＲＢＩＥ隊が参戦した時にはもう、空はカーニバルのようになっていた。

　ジェットの排熱と各種電磁波が大気を満たしている。目標を見失ったミサイルが爆発しては炎の華を咲かせていた。戦場が広すぎて全容がつかめない。レーダーに写るブリップも膨大な数だった。

「ターゲットロックオン、ＦＯＸ２」

　翼下から放たれたミサイルが正面奥のザイを射い貫ぬく。だが撃墜報告をする間もなく、空いた空間に次の敵が滑りこんできた。

「くそっ、キリがない」

『03より01、深追いは避けてください。陣形を崩されたら一気に押しこまれますよ』

「分かってるけどさ」

　忠告してくるファントム自身、迫るザイの対応に追われている。気を抜けばすぐ引き離されてしまいそうだ。

　ガガッとノイズが響き、早期警戒機ＡＷＡＣＳの声が続いた。

『パペットマスターよりＢＡＲＢＩＥ、十時の方向に敵編隊バンデイツツ。突破された。距離十五、高度：中』

「了解」

　イーグルが旋回し始めているのを見てあとに続く。背後で空自の制空隊がカバーに回っていた。残敵を任せることになるが気にしていられない。突破口を放置すれば防御ライン全体が崩壊する。

　戦術マップで敵の推定目標を確かめた。軍事施設、プラント、人口密集地。今までのザイの行動パターンを考えれば小こ松まつ基地は真っ先に狙われるところだ。だが想像以上に敵がばらけている。点を攻めるのではなく、戦線丸ごと前進させている感じ。

（なんだ）

　様子がおかしい。いつもと動きが違う。

『み、つ、け、たー！』

　彼方かなたの黒点に向かってイーグルが突っこむ。山吹色の翼を煌きらめかせながらアフターバーナーを焚たいた。

『あとが控えてるんだから手間かけさせないでよね！　ちゃっちゃとかかってきて、さっさと撃墜されて──って』

　敵の機影が散開した。高度も方位もバラバラに速度を上げていく。線形の航跡雲が四方に広がった。

『逃げたー!?　なんで！』

『分散して突破する気です！　脅威評価を再計算、敵の針路を塞いでください！』

　戦術マップに管制情報が転送されてくる。ＢＡＲＢＩＥ01に割り当てられた目標は敵左翼、二番機。高空に飛行機雲が伸びている。あれか。方角的には金かな沢ざわを目指すルートだ。

「行かせるかよ」

　急旋回して上昇する。激しいＧに歯を食いしばりながら操縦桿かんを引き続けた。だが遠い。高度を取られている分、距離が詰めづらい。しかも敵機は形状を変えて更に加速しつつあった。まずい、振り切られる。

「グリペン！　あいつを照準しろ」

　背後の空気が動揺した。バックミラーの中の少女がまばたきする。

「遠すぎる、命中を望める距離じゃない」

「一パーセントでも当たる確率があるなら撃つ。時間がたてばもっと狙いづらくなるぞ」

「……了解」

　白のターゲットコンテナがモニターに現れる。痙けい攣れん気味に震えながら目標を追い始めた。明滅を数回繰り返した後にビープ音が響く。

「つかまえた」

「ＦＯＸ２」

　ウェポンリリースボタンを二回押しこむ。左右両翼から一発ずつ、ミサイルが放たれた。一撃目は……当たらない。敵のはるか後方で爆発する。だが二撃目が推進剤を使い切るギリギリのところで目標を捕らえた。

　近接信管が作動する。炸さく薬やくが起爆されて無数の破片を前方にばらまいた。ガラス細工の尾翼が弾はじけ飛び、機体が横転する。そのまま小爆発を繰り返して海上に落ちていった。

「他の敵は」

　見渡した空に後続の機影はない。グリペンが宙に視線をさまよわせた。

「ネガティブ・コンタクト、こっちに向かった敵は一機のみ」

「なんだって」

　違和感が強くなる。

　たった一機、制空型が市街地に進出してどうする気だったのか。単発機に搭載できる火力では大した混乱も起こせないだろう。せいぜいビルの一つか二つを倒壊させる程度だ。

（金かな沢ざわを狙ってたんじゃない？）

　不穏な予感が湧き上がる。人口密集地に向かったのではなく、たまたま手薄だった空域を突っ切っただけ？　本命は別？

　常識外れの迂う回かい、戦力分散、同時多発侵攻。いずれも普段のザイなら考えられない行動だ。

　戦術マップの敵機は既に本土上空に入りこんでいる。小こ松まつ基地やレーダーサイトを避けて奥へ、奥へと進みつつあった。

「どういうつもりだよ」

　つぶやきにＡＷＡＣＳの指示が重なる。若わか狭さ湾わん方面の圧力が増大、ＢＡＲＢＩＥ隊は至急支援に回れ。

「ＲＯＧＥＲ」

　機首を翻ひるがえして迎撃に向かう。悩んでいる暇はない。こうしている間にも敵の反応は増えつつあった。北から南まで列島のあらゆる空が戦場と化している。ミサイルを撃ち尽くせば一度補給に戻る必要もあるだろう。とにかく一時間や二時間では片づきそうにない。那な覇はのバイパーゼロも二度目の出撃をしていた。長い夜になりそうだ。

　時刻表示を見て口元を歪ゆがめる。乾いた笑いが漏れそうになった。

　十二月二十四日、午後十七時。

　畜生。最悪のクリスマスプレゼントだ。
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　夜闇に緊急車両のサイレンが響いている。

　サーチライトに擱かく座ざしたＦ‐２Ａが照らされていた。取り外された機外装備がエプロンに積み上げられている。緊急着陸した他基地の機体も混ざっているのだろう。小こ松まつの滑走路は大小の自衛隊機で埋め尽くされていた。

「ひどい有あり様さまだな」

　ドーターから離れることもできずに独りごちる。グリペンの姿はない。長時間の戦闘が祟たたってか、彼女は着陸と同時にダウンしてしまっていた。今頃技本棟で手当されているのだろう。整備の順番が回ってくるまでは機体を見守らなければならなかった。

　水筒のスポーツドリンクはまったく味がしなかった。味覚が麻ま痺ひしているのか、意識がもうろうとしているのか、どちらにしろ肉体が限界を迎えていることに変わりはない。明日はひどい筋肉痛に襲われそうだ。

「すまん、遅くなった」

　なまずひげの整備員が走ってくる。舟ふな戸とだ。乗り手不在のドーターを見上げて部下にてきぱきと指示を出し始めた。

「大分手荒く扱ってくれたなぁ。整備資材が足りるか分からんぞ」

「いやいや」

　さすがに納得できず首を振る。

「どれだけ長く戦ってたと思ってるんですか。独飛だけで十三出撃ソーテイですよ。むしろ、この程度で済んで感謝してほしいくらいです」

「そりゃ普段ならおまえさんの言う通りだがな。今日はご覧の有あり様さまなんだ。補修箇所が一つ増えるだけで気が滅め入いるのも分かってくれ」

「被害は……多いんですか」

　敵撃退とＡＷＡＣＳは言っていた。とはいえ、あれだけ本土上空に押しこまれたのだ。軍民問わずかなりの損害が出ているのだろう。

　だが舟ふな戸とは首をひねった。

「それがな、言うほど深刻な状況にはなってないらしい」

「え？」

「もちろん要撃部隊はこっぴどく叩たたかれている。無傷な機体の方が少ないくらいだ。だが墜落した機は少なくてな。みんな、どうにかこうにか帰還している」

「なんで」

「制空戦闘にならなかったんだと。ザイの連中、突っこむばかりでまともに空戦に応じなかったらしい」

　脳裏に分散突破を図ったザイの姿が思い浮かぶ。確かに戦闘機の相手など二の次という感じだった。目標にたどりつくのが第一、距離を稼ぐのが最優先といった感じで。

「じゃあ地上の施設がやられたんですか？　基地とか大都市とか」

「いや、そっちも特に報告なしだ。まるっきりゼロというわけじゃないだろうが、米海軍や海自の被害も軽微らしい」

　わけが分からない。では今日の大侵攻はなんだったのだ。未曽有の戦力を投入してただ日本上空を飛び回っただけ？　馬鹿な。

「あの」

　更なる疑問を呈しかけた途端、呼び出し音が響いた。舟ふな戸とが携帯端末を取り出す。「室長だ」と目配せして電話に出た。

「はい……ええ、いますよ。すぐそばに。……了解です。伝えておきます」

　終話ボタンを押して首をすくめる。

「技本棟に来てくれとよ。急ぎの話があるんだとか」

「なんですか一体」

　さすがに疲労を隠せずにいると舟ふな戸とは微苦笑した。

「さぁな。だが追加のスクランブルってわけじゃないだろう。仮にそうなら向かう先はこっちだ」

　グローブの親指がドーターのコクピットを示した。




　エプロンの喧けん噪そうと比べると技本棟は森閑としていた。

　動ける要員は整備に駆り出されているのだろう。廊下沿いの事務室もほとんど消灯されている。無人の階段を上り、八や代しろ通どおりの部屋にたどりついた。漏れ出す灯あかりを確認してノックする。

「入れ」

　室内には白衣の肥満漢と緑髪の少女がいた。深刻そうな表情に不安が過よぎる。「何があったんですか」と二人を見渡した。

「まぁ座れ」

　ぞんざいに勧められるまま手近な椅子に腰かける。落ち着かない気分で指を揉もんだ。

　八や代しろ通どおりが紫煙を吐き出した。

「被害状況は聞いたか？　舟ふな戸とあたりから」

「大した損害はないって話でしたけど。被撃墜数も少なくて、地上施設もほとんど無事だったって」

「間違っちゃいないな。実際、この規模の戦闘では奇跡的な死傷者数の少なさだ」

　発言内容と裏腹に八や代しろ通どおりは憂鬱そうだった。苦虫を嚙かみ潰した顔で煙草たばこを灰皿に押しつける。

「ただ問題は量じゃない、やられた施設の内訳だ」

「内訳？」

　無言で八や代しろ通どおりがマウスを操作する。机上のディスプレイに半壊した建物が映し出された。工場だろうか？　切きり妻づま屋根の中央が派手に陥没している。

「鎌かま倉くらの重工設備だ。小こ牧まきの施設と連携して航空・宇宙分野の電子装備開発を行っていた。ザイの突撃を受けて小こ牧まきともども操業停止だ。復旧には年単位の時間がかかる。ひょっとしたら一から作り直すことになるかもしれん」

「電子装備って」

　視線をさまよわせる。

「レーダーとか通信装置とかですか」

「それもあるが、両施設で開発されていたのはもっと特殊なものだ。まだ試作段階だがな、対ＥＰＣＭ信管の処理チップだ」

「え？」

「覚えていませんか。蛍ほたる橋ばし三尉の戦場で空自が使っていた兵器ですよ。ザイのＥＰＣＭを逆手に取りミサイルの誘導性能を高める」

　ファントムの指摘に「あ」となる。非ドーターの戦闘機をザイと戦わせるための手段、蛍ほたる橋ばしのＦ‐15Ｊにも搭載されていた武装。

「ここでも作ってたんですか？　グリペンの記憶を探って？　でも」

　具体的な機能や仕組みは一切伝わっていなかったはずだ。使っていた自分も詳細なメカニズムまでは把握していない。ただ「そうした装備がある」と報告しただけだ。なのにもう開発段階にまで進んでいる？　信じられない。

「グリペンの知識は関係ない。もとから似たようなコンセプトの装備を開発していた、それだけだ」

　八や代しろ通どおりの回答にまばたきする。

「ええっと」

「過去の〈繰り返し〉同様、人類は対ザイ戦の装備を作ってきた。ドーターがものになる前から無数の試行錯誤を重ねてな。そのうちの一つが対ＥＰＣＭ信管ってことだ。二年がかりの研究を経て、ようやく実用化の目め処どがついたところだ」

「……」

「蛍ほたる橋ばし三尉の世界が今より十年後の未来だとします。そこで使われている兵器は、過去の研究の積み重ねでしょう。タイムパラドックスを避ける意味でも、未来に産まれる兵器が現在進行形で開発されているのは、別におかしくありません」

　なんとなく分かってきた。というか当然の話か。新兵器は宙から突然現れるわけではない。数年後にできあがるのなら、研究はそれ以前に終わっていなければならなかった。企画、試作、改修を繰り返した末に量産、実戦配備。

　なるほどと納得しかけて面めん食くらう。

　いや……いや、おかしいぞ。

「ってことは、この時間軸では対ＥＰＣＭ信管は実戦投入されていないんだろう？　なんで突然ザイが工場を叩たたきにくるんだ。存在さえ知らないはずだろう。たまたまか？」

「犠牲をいとわず大軍を投入して、基地や大都市に見向きもせず、偶然破壊したターゲットが新兵器の研究拠点だった。ひどいシナリオですね。書いた脚本家をぶんなぐってやりたくなりますよ」

　必然だというのか。

　未成の新技術をピンポイントで叩たたくのがザイの目的だと。

　だがなぜ、どうやって。

「分からないか？」

　八や代しろ通どおりの目が鋭くなった。

「未発見のザイの拠点、兵へい站たんライン、それを俺達はどうやって叩たたいてきた？　無傷で目的を果たしてきた」

「え？」

　呆ほうけかけて立ちすくむ。電流のような衝撃が身体からだを突き抜けた。まさか、ひょっとして。

「〈繰り返し〉の記憶ですか」

　八や代しろ通どおりはうなずいた。

「時間を遡そ行こうしているのはグリペンもザイも同じだ。だったら以前の〈繰り返し〉のデータは当然先方も持ち合わせているだろう。俺達が開発する予定の兵器もしっかりと把握しているはずだ」

「だから製造前に潰しにかかった？　いや、でも」

　そんなことができるならなぜ今までやってこなかった？　人類の先手を打ってこなかった。

　訊たずねかけて、かつて似たような議論があったことを思い出す。ベトナムでファントムと交わした話。なぜ「空間ゲート」なんて強力な手札をザイは伏せていたのか、過去の〈繰り返し〉で使わなかったのかと質問して。

「俺達の〈未来予測〉の報復？」

「そう考えるのが妥当だな。副作用を恐れて控えていた策を、しっぺ返し戦略で使ってきている。超成層圏からの核爆撃、空間の組み替えと来て、ついには因果関係の破壊にまで踏みこんできたわけだ」

　画面が切り替わる。世界地図に多数のポインタがプロットされていった。

「鎌かま倉くら・小こ牧まき空襲と同時刻にザイの襲撃を受けた場所だ。いずれも対ザイ戦の先端研究を行っていた。見ての通り、ほぼ全滅だ。研究者が殺されて再起不能になったプロジェクトもある」

「そんな」

「恐ろしいのは」とファントムが口を挟んだ。冷えた眼まな差ざしで画面を見つめる。

「なんのために潰したか分からない施設があることです。おそらく将来の反撃に向けて有効な基礎研究を行っていたのでしょう。どのくらい致命的なのか、取り返しがつくのかさえ評価できません。巻き添えで死亡した民間人が未来の大発明家だったことも十分にありえます」

　もはや言葉さえ出なかった。単純な戦争の域を越えている。もっと得体の知れない、恐ろしいものが展開されていた。

「徹底しているよ」

　八や代しろ通どおりが世界地図に顎をしゃくってみせた。

「あいつら、自分達に繫つながっていない技術ツリー・進化の可能性を潰しにきやがった。親殺しのパラドックスを巧妙に避けてな、人類の未来を剪せん定てい中ってことだ」

「剪せん定てい」

「未来の潰し合いだ。歴史の改ざん合戦と言ってもいい」

　ぞっとする概念だった。時間を弄んだ報いが何倍にもなってもたらされている。

「俺が……グリペンの知識を使うなんて言ったから」

　安易に時計の針を進め続けたから。

　震えを隠せずにいると八や代しろ通どおりは首を振った。

「遅かれ早かれ同じことだ。あいつらは俺達が壊滅するまで攻撃の手を緩めない。正攻法で挑めばその分、被害が長期化しただけだ。全てを終わらせるにはザイという存在自体を抹消するしかない」

　画面がブラックアウトする。八や代しろ通どおりは椅子を回して向き直ってきた。

「作戦計画を早める。二週間後、一月七日をＸデイにする。準備はまったく整っていないが贅ぜい沢たくも言っていられん。俺達の可能性が潰ついえる前に奴やつらを潰す。やるかやられるかだ」

　息を吞のむ慧けいに白衣の肥満漢は迷いなく最終期限を告げてきた。

「ＢＡＲＢＩＥ隊の出発も前倒す。年明けには中央アジアに移動だ。鳴なる谷たに君も思い残すことがないよう身支度をしておけ。いいな」




　　　　＊




　十二月三十日、土曜日、晴れ。

　大おお晦日みそかを間近に控えた小こ松まつは季節外れの暖気に包まれていた。

　秋空が戻ってきたようです、とテレビのレポーターは言った。暗い世相を払うように自然が好天を恵んでくれました、と。

　今年もあと一日になりました。来年こそ平和が戻ってくるのを祈って、心穏やかに年末をお過ごしください。皆様、よいお年を。

　祖父母はなぜだか外出の予定をたくさん入れてくれた。買い物やガソリンスタンド、近所の挨拶回り、普段なら同行させないような場所にまで自分を連れ出した。

　何か察するものがあったのかもしれない。平素は寡黙な祖父が車中でぽつりと言った。

　──父さんがこっちに来れそうでな。

　仕事の都合がついて金かな沢ざわ勤務になるかもとのことだった。

　だからどうとは続けなかったが、言いたいことは伝わってきた。慧けいは一人じゃない、ここはおまえの家でおまえの居場所だ。だから、そう思い詰めた顔をするな。

　ひょっとしたら明華ミンホアがいなくなってからずっと心配されていたのかもしれない。家族を失い幼なじみと別れて孤独になっていたのかと。

　思いやりに感謝しつつ、同時になんとも言えない後ろめたさを覚える。自分はこの町を出ていく。遠い中央アジアの地に赴き、おそらく二度と帰ってこない。鳴なる谷たに慧けいという存在は〈概念〉の欠片かけらに還元されて物質世界から消滅する。およそ人並みの愛情など受ける資格がない。

　だからこそ最初は何も言わずに出発するつもりだった。買い物にでも出かけるフリをしてそのまま基地に赴こうと。だが結局は罪悪感が筆を執らせた。基地や技本に迷惑がかからないよう、慎重に内容を選んで書き置きをしたためる。今までありがとう。この町での生活は楽しかった。じいちゃん、焼酎を飲みすぎないで。膝や腰は労いたわって。あと父さんによろしく。慧けいはちょっと大陸に行ってきます、そう伝えてください。

　夜、祖父母が寝静まったのを確認して荷物をまとめた。足音を忍ばせて階段を下りる。無人の廊下に換気扇の音が響いていた。照明はつけられない。格こう子し戸ど越しの街灯あかりを頼りに靴を見つけ出した。引き戸を開けるのに神経を使ったが幸い祖父母の反応はない。

　外に出る。慎重に施せ錠じようして肩の力を抜いた。

「慧けい」

　心臓が止まりそうになった。

　恐る恐る振り向くとペールピンクの燐りん光こうが夜闇に浮かんでいた。コート姿の女の子がこちらを見つめている。

「グリペン」

　なぜここに。

「ファントムが行ってきなさいって」

　訊たずねる前に答えが返ってきた。灰色の瞳が揺れる。

「二人できちんと話ができるのはもうこのタイミングしかないって」

「抜け出してきたのかよ」

　一人で出てこられたとは思わない。間違いなくファントムが手引きしたのだ。正攻法か搦からめ手か、何かしらの手段を使って。

（余計なことしやがって）

　今グリペンと議論したところでまともな結論が出るとも思えない。案の定、彼女は顔を強こわばらせた。

「言いたいことがある」

「なんだよ」

「前に話した時からずっと考えていた。私はやはり慧けいのプランに賛成できない」

「どのプランのことだ」

「アンフィジカルレイヤーに下りて〈本質〉になるという話」

　天を仰ぐ。だがグリペンは構わずに続けた。

「概念の欠片かけらに還元されても私は戦闘機に戻るだけ。でも慧けいは人であることをやめなければならない。消失の意味合いが違いすぎる」

「どう違うっていうんだよ」

「だから人間と戦闘機は」

「上うわっ面つらの単語なんかどうでもいい。俺とおまえ達アニマ、その間にどんな差があるんだ？」

　グリペンが口ごもった。予想外の反応だったのか。混乱気味に喘あえぐ。

「差……」

「お互いこうやって話ができて、むかつけば怒るし、嬉うれしければ笑う。触れれば温かくて横にいれば息遣いを感じられる。〈本質〉になったら二人ともそういう物理的な感覚はなくなる。代わりに時間も距離も飛び越えて永遠の存在になれる。どこが違うんだ？」

「どこが」

　虚を突かれた様子が苛いら立だたしい。迫る別離を前に、自分だけ思い悩んでいる感じがした。

「アニマだからどう、人間だからどう、そんなくだらない垣根を一緒に取っ払ってきたんじゃないのか？　思いの強さがあればどこまでも飛べる、どんな障害だって乗り越えられる、そう二人で確かめ合ってきただろう。なのに今更『人間は別』か？　アンフィジカルレイヤーは特別な場所でアニマ以外は連れていけないって」

「違う」

　グリペンが首を振った。必死な様子で訴えてくる。

「そういうことを言っているのではない。私も慧けいとずっと一緒にいたい。同じ存在として、同じ時間を過ごしていきたい。でも概念に還元されたら慧けいは変わってしまう。私の知っているあなたではなくなってしまう。だから」

「だからどう変わるんだよ。やっぱり大事なのは身体からだか？　この顔で、この声でなければ〈鳴なる谷たに慧けい〉じゃないのかよ。だったらおまえも同じだろう。俺にとってグリペンってのはアニマ・グリペンのことだ。それをなくすのは嫌だ、ありえないとか言っていいのか？」

「……」

　薄い唇が「違う」と囁ささやく。質問に答えているわけでないことは分かった。反論はできない。でもアニマと人間は「違う」。鳴なる谷たに慧けいをアンフィジカルレイヤーに連れていけない。

　溜ため息いきが漏れた。

　だめだ。やっぱり歩み寄れない。

「ま、いいさ。俺が好きで選ぶ道だ。いざとなれば勝手にさせてもらう。機体を操って崩壊中の〈球殻〉に突っこめばいい話だ」

「それは無理」

　グリペンの表情が険しくなった。

「自殺に繫つながるような操作は私が止める。ザイが完全消滅するまでは機体のコントロールを手放さない。どうしても特攻すると言うなら強制的にベイルアウトさせる」

「今までの〈繰り返し〉でやったみたいにか？　だだをこねるガキは問答無用で放り出せばいいってか。悪いが今回ばかりはそいつは無理だ」

「え？」

　灰色の目がまたたく。

「おまえ、自分の身体からだがどうなっているか分かってないだろう。決戦プログラムを書き換える途中でどんな機能を組みこまれたか、単純にザイへの干渉能力だけ加わったと思ってないか？」

　戸惑い気味に見返される。自分がひどい顔をしていると認識しながら、口角を歪ゆがめた。

「ファントムに頼んで一部の制御機能を変更してもらった。俺がコマンドを打てば一時的にドーターのコントロールを横取りできる。アンフィジカルレイヤーの入り口を探してフルスロットルでダイブする、ここまで全自動だ。おまえが何をしようが関係ない」

「！」

　噓うそ、とつぶやきが漏れた。愕がく然ぜんとした彼女に首を振ってみせる。

「噓うそじゃない。おまえのコアの深層にコードを焼きつけした。決戦プログラムを一から組み直さない限り解除は不可能だ。いや、組み直しても無理か。何せ知ち寄よりの〈繰り返し〉プログラムは今回の作戦用に無効化されているからな。下手にいじればザイを倒す手段が全部失われるだけだ」

　グリペンの顔から血の気が引いていく。見たこともないような絶望が表れていた。唇がわななき喘あえぎ声が漏れる。

「なんで……なんで、そんな恐ろしいこと」

「言っただろう。二人で行くか二人で残るか、どちらか一つだって。置いていくのも置いていかれるのもご免なんだよ。おまえが俺を問答無用で放り出すっていうなら、こっちも強引についていくだけだ」

　背後で灯あかりがついた。祖父母の部屋だ。騒ぎすぎたか。まずい、早く移動しなければ。

「行くぞ」

　グリペンの腕をつかんで歩き出す。大通りに出てタクシーを呼び止めた。後部座席に滑りこみ「小こ松まつ基地正門」と告げる。運転手は少し怪け訝げんな顔をしたが車を出してくれた。

　切れ切れに外灯の光が落ちる中、グリペンはじっと黙りこくっていた。




　結局、基地に到着するまで一言も交わさなかった。

　警衛所でタクシーを止めて支払をすませる。降りた瞬間、ジェットの爆音が響いてきた。構内道路を輸送車両が駆け抜けていく。

「なんだ？」

　夜間訓練……の時間ではない。民間機の発着も疾とうに終わっていた。スクランブルでもかかっているのか？　だが携帯端末は沈黙してメッセージの通知もなかった。

「おまえの脱柵がばれて探し回っているのかもな」

　軽口混じりの呼びかけにグリペンは無言だった。仕方なく普通に身分証を示して入構する。入退場の不整合はあとでファントムにどうにかしてもらおう。

　給油車両が列を組んで行きすぎていく。空荷のトラックが次の荷物を求めて引き返していく。整備地区に近づくにつれて周囲はいよいよ騒々しくなってきた。後ろからクラクションを鳴らされて危ういところで歩道に避ける。

　さすがにおかしいと思った。

　出発は年明けのはずだ。大おお晦日みそかくらいはゆっくりできると八や代しろ通どおりから聞かされていた。なのにもう準備を始めている？　慌ただしすぎだ。技本棟についたら改めてグリペンと話すつもりだったのに。

　ハンガーで独飛の整備部隊が作業していた。皆、忙しげに動き回っている。ドーターもエプロンに引き出されていた。

　機体の影に舟ふな戸とを認める。遠慮がちに近寄るとなまずひげの整備員は「ああ」と手を振ってきた。

「なんだ、早いな。ひょっとして室長からもう連絡が行ったか？」

「はい？」

「違うのか？　まぁどっちにしろ呼び出しをかけるところだったが」

　舟ふな戸とはドーターの胴体を叩たたいた。

「出発だ。独飛全機、バイパーゼロも含めて日本を離れる。日付が変わる頃にはロシア領空だ」

「ええ？」

　思わず訊きき返してしまった。何かの間違いかと思ったが舟ふな戸とは声を潜めた。

「大陸の前線基地が、いくつかザイにやられたらしい。どこも決戦計画の要で、情報が漏れているんじゃないかって話になってる。一旦全てのスケジュールを捨てて別拠点に集結する予定だ。可及的速やかに、準備のできた部隊からな」

「情報が漏れてるって……ザイがスパイでも送りこんだって言うんですか？」

「さぁ」

　舟ふな戸とは肩をすくめた。

「ただ妙な噂うわさは聞こえてきている。一昨日、ＮＡＴＯの戦術ネットワークに不審なアクセスがあった。接続元はアフガニスタンに配属されていたイギリスの電子戦機、ところがそいつは数日前に中国との国境線で消息を絶っていた」

　非現実的な話にまばたきする。少ししてじわじわと理解が及んできた。

「ザイにつかまった？」

「あるいは高給で引き抜きを食らった、とかな。とにかく、なんらかの方法で連中の端末と化してクラッキングを仕掛けてきた。真偽のほどは分からんよ。ただ、最近のザイの行動は異例ずくめだ。これ以上不測の事態が起きる前に手を打とうって話になってる」

　爆音を上げて空自のＦ‐15Ｊが飛ひ翔しようしていく。誘導路からは引き続き複数のエンジン音が響いてきていた。

　事態が凄すさまじいスピードで進展していることは分かった。望むと望まざるとにかかわらず終幕の時は近づいている。未来をつかみたければノンストップで走り続けるしかない。たとえ、その結果が人の姿を失うものであろうとも。

　傍かたわらのグリペンを見下ろす。うつむきがちな顔からは表情は読み取れない。彼女はマネキンのように身動き一つせずにいた。

「で、どこに向かうんですか」

　事前情報では中央アジアの各国に展開する手はずになっていた。だが計画が見直された以上、行き先も変わっているのだろう。

　舟ふな戸とは鼻から息を抜くと低い声で答えた。

「ベラヤだ」
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ロシア連邦　ベラヤ空軍基地




十二月三十一日午前六時　ＩＲＫＴ






　イルクーツクの大地は朝あさ靄もやと積雪で白く煙っていた。

　雪原の只ただ中なかに巨大な幾何学模様が浮かんでいる。襞ひだのような突起の先に爆撃機のシルエットが見えた。ロシア軍の空港施設だ。掩えん体たいの生み出す陰影、併走する河川の煌きらめき、針葉樹林のざわめき。何もかもが朧おぼろ気げな中、ただ航空灯火の輝きだけがはっきりと確認できた。

「やっと着いたな」

　夜通しのフライトでぼんやりとしている。途中自動操縦で仮眠を取ったが筋肉の強こわばりは解けていなかった。

「さすがに到着してすぐブリーフィングとかは勘弁してほしいけど」

　独白めいたつぶやきに返答はない。背後のグリペンは沈黙していた。まだ怒っているのか。フライト中も必要最低限のやりとりしかしてくれなかった。

（ったく）

　こんな調子で大丈夫なのかよ。アンフィジカルレイヤーの件はともかく、もうすぐ無数のザイを突破して〈球殻〉に迫らなきゃいけないんだぞ。

　やはり一度きちんと話し合わなければ。決心して着陸操作に取りかかる。スピードブレーキ展開、ランディングギアを出してファイナルアプローチに入った。迎え角を確認しながら速度調整。機首上げの姿勢で接地する。ドンと突き上げるような衝撃に襲われた。操縦桿かんを引いたままエンジンをアイドルにする。

　前輪がコンクリートをつかまえた。機首が下がりシベリアの平原が前面に広がる。

『ＢＡＲＢＩＥ01、グラウンド。タクシー・ビア・ブラボー・トゥ・チャーリーワン』

「ＲＯＧＥＲ、グラウンド」

　早口な地上管制が混雑を予想させた。背後から次の機影が迫ってくる。早々に退避しないと追突されそうだ。

「誘導路は……あれか」

　指定のルートに機体を運んでいく。曲がりくねったタクシーウェイを進むと見覚えのある建物が見えてきた。無骨なハンガー設備。解放された入り口から剝むき出だしの骨組みがのぞいている。

（ああ）

　なんとも言えない既視感が込み上げてきた。

　初めて訪れた異国の空港は、だが確かに過去の記憶を呼び覚ましてきた。ベラヤ。かつて蛍ほたる橋ばし三尉がグリペンと最後の拠点にしたところ、決戦へと臨んだ場所。

　感傷を嚙かみしめてブレーキをかける。先行した独飛連絡機の隣に機体を停とめた。

　キャノピー解放。

　ヘルメットを脱ぐなりシベリアの冷気が染しみ入いってきた。鼻の粘膜が痛みを訴える。

「さみぃ」

　気候だけは記憶の中のベラヤと随分違っていた。あれは九月だったか？　平均気温で二十度くらいは違いそうだ。

「いやっほー！」

　甲高い歓声とともに白い物が鼻先を飛び抜けていく。

　エプロンの端でイーグルが雪玉を握っていた。正面には姫袖コートのバイパーゼロがいる。無表情に足下の雪をすくっていた。
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「あ、ごめーん！　慧けい。手元が狂った」

「何やってんだ、おまえら」

　バイパーゼロが携帯端末の画面をさらしてくる。何か書かれているが当然読み取れない。訊たずね返す間もなくイーグルが雪玉をかざした。

「雪合戦！」

　おう。

　聞かない方がよかった。

　迷惑そうな技本隊員の前でアニマ二人が雪遊びを再開する。あまりにも自然で緊張感のない光景だった。というか整備車両が流れ弾に阻はばまれて立ち往生している。

　舟ふな戸とや八や代しろ通どおりなど、彼女達を止められそうな人間は見当たらない。仕方なくヘルメット片手に歩み寄った。

「もうちょっと離れたところでやれよ。だいたいバイパーゼロは姿を現していいのか？　すぐにロシア人とかも来るぞ」

「大丈夫だよ、いざっていう時には雪玉ぶつけて目潰しするし」

「だめだろ」

「じゃあ慧けいにハグして隠してもらえば」

「やめてくれ」

　明華ミンホアの顔の奴やつに何をやらせる気だ。視線を厳しくするとイーグルは頰を膨らませた。

「もー、ダメダメばっかり」

　不満げに雪玉を放り投げてバイパーゼロの腕をつかむ。

「あっち行こう、滑走路の方が新しい雪ありそうだし」

「おまえらなぁ」

　人の話聞いてなかったのか。なるべく人目につかないよう、作業の邪魔をしないようにと言っているのに。

　すれ違い様に制止しかけた時だった。イーグルが立ち止まった。きょとんとした表情で見上げてくる。

「なんだよ」

「んー……？」

　細い首が傾いた。

「慧けい、何かあった？」

「何かって」

「なんだろ。雰囲気変わった？　変な感じー」

「おまえな」

　具体的な指摘もなしに「変」とか失礼すぎる。だが山吹色の少女は続けて言った。

「イーグル達みたい」

　思わずまばたきしてしまった。

「どういうことだ？」

「どうもこうもー、言った通りっていうかー」

　助けを求めるように視線を巡らす。

　バイパーゼロが携帯端末をかざした。輝く液晶には『アニマ達みたい、ということ』と書かれていた。

「はぁ？」

　いよいよもって理解できない。だがイーグルは唐突にバイパーゼロの手を引っ張った。

「あ、ねぇねぇ！　あれなんだろ、翼が動いてる！」

　隣のエプロンでロシアの大型機が整備されている。可変翼機なのか外側の翼が広がり始めていた。

「あ、おい」

　二人のアニマは止める間もなく行ってしまった。あとには混乱だけが残される。

「なんだよ、アニマみたいって」

　讃さん辞じか悪口かさえ分からない。ただ妙な居心地悪さがあった。知らぬ間に自分が変質してしまったと言われた気分。

（まぁ、いいか）

　イーグルは気まぐれだ。思いつきを喋しやべって無邪気に忘れていく。真面目に受け止めるだけ損というものだ。本気でまずければバイパーゼロが注意してくれるだろう。

　機体に戻る。いつものようにグリペンを降ろそうと思ったが、タラップには既に技本の整備員がいた。コクピットに上体を突っこんで作業している。

　あれ。

「すみません。あの、グリペンは？」

「ああ？」

　怪け訝げんそうに振り向いてくる。

「さっき降りて歩いていったぞ。一緒じゃないのか？」

「え」

　周囲に桃色髪の輝きはない。既にメンテに入ったのか？　いや、だったらこっちにも声がかかるはずだ。無断で彼女一人を連れていくとは思えない。

（まさか勝手にふらついてるのか）

　土地勘のない基地で、案内もなしに。

「ありがとうございます」

　一礼してその場を離れる。込み上げる疲労を押してハンガーの方に向かった。

　ミイラ取りがミイラになるかもと思ったが、予想以上に記憶は鮮明だった。角を曲がる度、道を渡る度に見覚えのある景色が現れる。ブリーフィングを行った司令部棟、宿泊施設、大きさだけが取り柄の食堂。

　寝不足のせいもあるのだろう。どこか夢ゆめ現うつつな気分だった。記憶の境界が曖昧になり、自分が蛍ほたる橋ばし慧けいであるような錯覚に襲われる。

「あ」

　足を止める。

　年代物の倉庫が建っていた。今は使われていないのか、開放されたゲートの奥はがらんとしている。だが薄汚れた床には既視感があった。

　更生施設だ。

　臨時の郵便局が設けられて明華ミンホアからの手紙を受け取ったところ。グリペンが大食い競争で他国のパイロット達を圧倒していたところ。

　ＰＯＳＴ ＯＦＦＩＣＥが設営されていた場所に近づく。何もない床を静かに見下ろした。

「懐なつかしい……ってのも変か」

　時系列的には未来の出来事だ。あの時、集っていた軍人も今は自分と同じ子供だろう。家族や友人と一緒に迫り来る脅威に怯おびえているはずだ。年相応に不安を覚えて、大人達の奮闘を祈っているかもしれない。なのに自分とグリペンだけがまたベラヤに来て決戦準備を進めている。

『イーグル達みたい』

　肉体や時の流れから切り離されて魂だけが老いていく。人間ではない、〈本質〉の依より代しろ。アニマ。

　そんな存在に近づいているとイーグルは言いたかったのか。

　物思いにふけっていると、不意に大声が聞こえた。

（ん）

　外か？　ゲートから出て視線を巡らす。風に乗ってもう一度、言い争う声が響いてきた。

　近い。

　壁伝いに倉庫を回りこむと二つの人影が見えた。桃色髪の少女が緑髪の少女に詰め寄っている。

（グリペン？　ファントム？）

　様子がおかしい。グリペンはいつになく険しい表情で何かを言い募っていた。ファントムは対照的に冷ややかな面持ちだ。ややあって静かに首を振る。瞬間、グリペンの手がファントムの頰を打った。

　！

　乱れた髪が力の強さを感じさせた。グリペンは肩を怒らせたまま歩み去っていく。我に返った頃にはもう姿が見えなくなっていた。

「おい！」

　ファントムのもとに駆け寄る。崩れかけた身体からだを支えてグリペンの消えた方角を睨にらんだ。

「大丈夫か、あいつ……なんで」

　ファントムは微苦笑した。バツ悪げに肩をすくめる。

「怒られてしまいました」

「何があったんだ」

「例の突入プログラムを修正するよう言われたんです。スーパーバイザーコードを無効にして機体の制御をあなたから取り上げろと」

「で？」

「できませんと言いました。私が仕こんだのは種となるプログラムのみで、それが自動で展開・増殖した以上、既に復旧できる状況にはないと。即座に叩たたかれました」

「そうか」

　昨日グリペンに伝えたのと同じ内容だ。ブラフとでも思われていたのだろうか。真偽を疑い当事者に直じか談だん判ぱん、撤回要求をした挙げ句、すげなく断られた。そんなところか。

「悪いな、とばっちりが行って。機嫌が悪いのは分かってたけど、ここまでやるとは思っていなかった」

「いえ」

　ファントムは首を振った。

「無断で心の中をいじられたわけですから、怒るのも当然でしょう。あなたを失う可能性があるならなおさらです。あの子が何十回もの人生を送ってきたのは、偏ひとえに鳴なる谷たに慧けいという人間を救うためだったのですから」

「俺は別に死ぬ気はないぞ」

「あの子はそうは思ってないんですよ。肉体の消滅と人の死を同義にとらえている。分からない話ではありません。実際、この基地の百人に聞いたら百人とも同じ感想を漏らすでしょう」

「そりゃアンフィジカルレイヤーの存在を知らないからだろう」

「ええ。だからグリペンは非常に人間的な考え方をしていると言えます。アニマではなく、この地上に生きる人類の標準的な思考」

　相変わらず煙けむに巻まくような話し方だ。結局、何が言いたいのかさっぱり分からない。だがことここに至って違和感を覚えた。本来ならもう少し前に抱いておくはずの疑問。

「一つ確認してもいいか」

「なんでしょう？」

「おまえさ、なんで俺のわがままに付き合ってくれたんだ？」

　探るような眼まな差ざしに言葉を足す。

「グリペンのプログラムを書き換えてくれた理由だよ」

「無理矢理頼みこんできたのは慧けいさんでしょう。血相を変えて、要求が通らなければ帰らないみたいな雰囲気を出して」

「そうだけど」

　彼女にはまったく益のないアクションだ。憎まれるばかりで戦術的な合理性もない。発覚すれば処分される怖おそれさえあった。自分が彼女の立場なら絶対に応じないだろう。

「いつもならもう少し突っぱねそうじゃないか。頭を冷やせとか、冷静になれとか言って。こんな無茶をあっさり受けてくれた理由が分からなくて」

「無茶を言っている自覚はあるんですね」

　苦笑気味につぶやいてファントムは空を見上げた。風が吹き抜ける。彼女は乱れた髪を片手で押えた。

「出発前に言ったでしょう？　私はフェアでありたいと」

　冴さえ冴ざえとした瞳が大気の青を映す。

「この〈繰り返し〉を始めたのは他でもないあなたとグリペンです。である以上、終わらせ方も二人で決めるべきでしょう。外野やどちらか一方の意見ではなく」

「俺に選択肢を与えたって言うのか？」

「どちらかというと取引材料ですね。それがなければグリペンは一方的にあなたを放り出して、話し合いにも応じないでしょう」

「なんだよそれ……」

　随分打算的な話になってきた。理想の結末を得るための手段が、シーソーゲームの重しのように扱われている。

「とにかく」とファントムは口調を厳しくした。

「何度も言うようですが、ちゃんと話し合ってください。ここで私を仲介に喧けん嘩かなどしてないで」

「分かってるよ」

「頰を張られるのも、これっきりにしてほしいです」

「悪かったって」

　弱り果てているとファントムは表情を緩めた。ふっと微笑ほほえんで瞑めい目もくする。

「ま、今の様子ではかなり前途多難ですが」

　何気ない口調だった。

「グリペンも結局、自分が何に腹を立てているか分かっていないようですし」

　意味が分かるまでに少し時間がかかった。「え」とまばたきする。

「おまえは……分かるのか？」

「分かります、単純な話ですよ。ただそれは第三者から教えられるものではありません。あなた方二人で気づかないと」

「……」

　ファントムは正面から向き合ってきた。超然とした面持ちで、心の奥底を見通すような眼まな差ざしで告げる。

「よく考えてください。人とアニマは何が違うのか」




　　　　＊




『ご覧ください、ひどい状態です。空襲から一晩明けて金かな沢ざわの町はまだ火災に見舞われています。ライフラインも寸断されて、一部地域では消火もままならない状況です。緊急対策本部の発表によれば逃げ遅れた市民がまだ被災地に残っており、消防・自衛隊の迅速な救出活動が待たれています──』

『こちらは富と山やま港上空です。ザイの攻撃で沈んだタンカーが港の出口を塞いでいます。港湾施設、工場、コンビナートも壊滅状態で被害の全容はまだ明らかになっていません。物流・生産に深刻な影響が出ることは確実で、今後全国経済への波及も予想されます』

『中部電力・上越火力発電所の停止により、新にい潟がた全域で停電が発生しています。他電力会社からの電力融通も送電線の破損などで間に合っておりません。復旧には膨大な時間が見こまれ、他県への避難指示も検討され始めています──』

　携帯端末に映るニュースはどれもひどいものばかりだった。

　独飛を失った日本本土はザイの猟場と化していた。見慣れた町並が一つ、また一つと戦火に覆われていく。当然のごとく非難が高まっていたが、それを上回る凶報が全世界からもたらされていた。台北タイペイ空襲、中東ガスパイプラインの崩壊、印度空軍の潰走、アラビア海航路の断絶。

　分かっていたことだ。辛かろうじて保たれていた均衡に手を加えれば、一気に変化が始まる。決戦に向けた戦力移動が戦線の崩壊をもたらしていた。力の空白にザイが次から次へと流れこんでくる。

　代わりにこちらは敵の本陣を突く。銃後という肉を切らせてザイの骨を断つ。それで全てを終わりにするはずだった。

　だが。

「いつまでこうしてればいいんだよ。もう一週間だぞ」

　ベラヤ基地の自衛隊宿舎で遅めの昼食をすませている。テーブルには日本からの保存食が積まれていた。レトルトの白米にカップ麵、缶詰。馴な染じみの味はありがたいが、舌した鼓つづみを打っていられる余裕はない。先ほどのようなニュースを見せられてはなおさらだった。

「作戦計画を前倒すんじゃなかったのか」

　独白めいたつぶやきにバイパーゼロが顔を上げる。ポッキーをかじりながら、片手で携帯端末をかざした。

『一度固まった計画の変更には大きな困難が伴う。個人の出発時刻を十分、二十分繰り上げるのとはわけが違う。作戦の組み直しに時間がかかってもおかしくない』

「そりゃそうだけどさ。今日が何日だと思ってるんだ。一月八日だぞ」

　八や代しろ通どおりから聞かされたＸデイは一月七日だった。予定から半日過ぎて音沙汰一つない。新しい作戦開始日の連絡も来ていなかった。

「Ｘデイを遅らせられるのなら、そもそも元の計画通りにやればいいだろう。無理を押してロシアに来たのは、そうしないと勝ち目がなくなるからじゃないのか？　なのにこんなもたもたして、食って寝ての生活を繰り返して」

　むにゃと気の抜けた声を漏らしたのはイーグルだ。バイパーゼロにもたれかかってうたた寝している。食べ散らかしたスナック菓子の粉が口の周りについていた。

　室内にファントムの姿はない。グリペンにも到着時から避けられている感じだ。目の前の二人はこんな有あり様さまだし、一人でやきもきしている感がぬぐえない。

（ったく）

　どうしようもない苛いら立だちを覚えて立ち上がった。バイパーゼロが『どこに行くの』というように見上げてくる。

「八や代しろ通どおりさんに状況を聞いてくる」

　じっとしていると余計な八つ当たりをしてしまいそうだ。どうせ怒りをぶつけるなら当事者にぶつけた方がいい。

　止めても無駄と思ったのか、バイパーゼロは肩をすくめた。倒れこみそうなイーグルを支えて口の周りを拭き取る。

　後ろ手に扉を閉めて部屋から出た。

　渡り廊下を伝い、司令部棟に向かう。宿舎とは別に技本は執務スペースを提供されている。日中、八や代しろ通どおりがいるとすればそこだろう。

　すれ違う他国の軍人達が怪け訝げんそうに見つめてくる。よほど剣けん吞のんな雰囲気を漂わせているのか、二度見してくる者もいた。だが愛あい想そをふりまいていられる余裕もない。

　薄暗い階段を上り目的地にたどりつく。呼吸を整えてノックしかけた時だった。

　扉が開いた。澱よどんだ空気を薙ないで白衣の巨漢が出てくる。こちらを気にした風もなく足早に歩き出した。

「え？　あれ」

　慌ててあとを追う。

「八や代しろ通どおりさん！」と呼びかけると物騒な視線で見下ろされた。

「今忙しい。あとにしてくれ」

　刃物のような雰囲気とはこういうことを言うのだろう。凄すさまじい圧力に一瞬、怯ひるみかける。だが「はい、そうですか」とも引き下がれない。萎えそうな心を叱しつ咤たして追いすがった。

「話があるんです。少しだけ時間をもらえますか」

「今から会議だ。そのあとも一日予定が詰まっている」

「じゃあ、いつなら」

　広い背中に衝突する。八や代しろ通どおりが立ち止まっていた。

　視線の先に軍服姿の人影があった。士官と思おぼしき壮年の男性だ。後ろにベレー帽の部下を二人従えている。部隊章を見る限りＥＵの空軍のようだ。

「会議室は逆方向だぞ」

　八や代しろ通どおりの声は重々しかった。だが士官は重圧を撥はねのけるように顎をもたげた。

「会議には出ない。我々は引き揚げさせていただく」

　え、と声が漏れそうになった。押し黙る八や代しろ通どおりの前で士官の目が鋭くなる。

「分かっているだろう。土ど壇たん場ばで作戦を変えた挙げ句、各国の負担増について満足な説明もない。部下の命を預かるものとして承服しかねる」

「相手がいて、やっている戦争だ。こちらの理屈だけで動くものではない。先方の出方が変わったから我々も対応する。生じた歪ゆがみは全員で分担する。それだけの話だ」

「なら、その正論でＪＡＳＤＦに正面突破を命じるといい。特攻は貴国の十八番おはこだろう。作戦後にはさぞかしヤスクニが繁はん盛じようするはずだ」

　失礼する、と士官が通り過ぎていった。八や代しろ通どおりは動かない。白衣の背中が遠ざかる足音を受け止めていた。

　わけが分からない。混乱しているとつぶやき声が降ってきた。

「今ので三カ国目だ」

「え？」

「撤退を決めた国だよ。ザイとの最終決戦など知ったことか、自分達は自分達の国土を守る、そう宣言した味方が三ついるってことだ。おそらく今後も増えていくだろうな」

「なんで」

「ジェンガのパーツを抜くのは簡単じゃないってことさ」

　八や代しろ通どおりは無表情に天を仰いだ。

「今回の作戦はギリギリまで各国の負担とリターンを計算して組み上げられていた。その条件を変えるとなった途端、方々から意見や注文が出てきた。やれ某国は楽をしているとか、自国はババを引いているとかな。おかげで実務レベルの協議がさっぱり進まない。挙げ句に今みたいな脱落組まで出てくる始末だ」

（な……）

　呆あつ気けに取とられた。

　人類は壊滅の危機に瀕ひんしているはずだ。世界中に戦火が広がって、日々状況が悪化して、未来の選択肢が一つ一つ潰されて、なのに「意見」？　「注文」？

　誰かの得が妬ましくて自分の損が我慢ならない。隙さえあれば取り分を増やそうと目もく論ろんでいる。そんなレベルの協議が繰り広げられているのか、今ここで、最終決戦の拠点で。

　目め眩まいがする。衝撃のあまり息ができない。

「室長、３Ａ会議室です。急いでください」

　技本の職員が廊下の奥から呼びかけてくる。なかなか来ないから催促に来たのか。八や代しろ通どおりは髪を搔かき混まぜた。

「とにかくそういう状況だから君らはもう少し待機してろ。今から残っている国で戦力分担を決める。跳ねっ返りが何カ国かいるが、いざとなれば制裁をほのめかせて協力させるつもりだ。これ以上議論を発散させるわけにはいかないからな」

　最後は聞いていなかった。樹脂製の床を蹴って歩き出す。来た道をではなく、更に奥へと。

　八や代しろ通どおりが「おい」と呼び止めてくる。だが振り返らない。激しい怒りが身体を突き動かしていた。きょとんとした技本職員の横を過ぎて「３Ａ」会議室に突入する。

　明るい部屋には多人種・多国籍の軍人が詰めかけていた。

　ブラウン、ヘーゼル、アンバー、グリーン、色とりどりの目が見つめてくる。好意的な雰囲気はない。猜さい疑ぎと不興と打算が室内に渦巻いていた。

　怒鳴り散らしたくなる気持ちを抑えつける。

　深呼吸を一回、まっすぐな視線で声を張り上げた。

「ザイの正体は人間です」

　ほとんどの者が意表を突かれたようにまばたきした。日本語が分からないのだろう。だが何人かが顔色を変えた。技本の職員も慌てた様子で追いすがってくる。

「き、君、一体何を」

「訳してください」

「いや、だけど」

「お願いします」

「What the hell is he talking about?（そいつは一体何を言っているんだ？）」

　苛いら立だたしげな白人の詰きつ問もんが今回は助け船になった。技本職員がおずおずと翻訳する。瞬間、先ほどを上回るざわめきが起こった。

「正確に言えば千年以上未来の人類です。彼らが〈終わってしまった世界〉を取り戻すために、時間を遡ってきたんです。目的は文明の破壊、それによる地球環境の回復」

「馬鹿な」

　日本語でせせら笑ったのは赤毛の士官だ。胸に五カ国協定ＦＰＤＡの部隊章がある。

「タイムスリップ？　未来人の侵略？　お伽とぎ噺ばなしもいいところだ、ハリウッド映画の見すぎじゃないのか」

「じゃあＥＰＣＭの正体はなんですか？　一月前に起きた空間異常の仕組みは？　ザイのコアからアニマが産まれた理由は？　今の科学じゃありえない現象が起きていることは確かでしょう。未来人じゃなければどういう説明がいいですか。エイリアンですか、四次元人ですか、それとも古代の超文明ですか」

　畳みかけるように言って視線を巡らす。日本語を理解できている相手も、できていない相手も等しく睨にらみつけた。

「いいですか、千年先の人類は資源を使い尽くして、環境を破壊しまくって滅びかけたんです。それを聞いた時、俺はなんて馬鹿なんだろうと思いました。十世紀以上も互いの足を引っ張って、自分さえよければと地球を壊し続けて、挙げ句全員まとめて死にかけるとか、馬鹿を通り越して笑えてくるって。でも」

　多種多様な肌、目の色を見据える。

「あなた達がやっていることは、それとまったく同じだ。目の前に大火事が迫っているのにやれ自国の利益がとか他国の負担がとかいがみあっている。ザイが勝ったら国境もくそもなくなるんですよ。俺もあなた達も、友人も家族もみんなまとめて殺される。そんな結末が望みですか、軍人としてあるべき選択だと思っているんですか。俺は、俺達はそんなことのために」

「そのくらいにしておけ」

　肩を叩たたかれた。いつの間にか八や代しろ通どおりがすぐ後ろに立っていた。静まり返った場を超然と見下ろしている。

　外国人士官の一人がおずおずと問いかけた。

「Mr.Yashirodori, what he said is（ミスター八や代しろ通どおり、今の話は）」

「It's a fact. I apologize for withholding information.（事実だ。情報を伏せていたことについては謝罪する）」

　衝撃が駆け抜けた。方々から上がる声を八や代しろ通どおりは手で制した。

「We will disclose all information obtained from core modules of ZAI later. You should contact to headquarters to make sure that truth. We can explain a mistake in information sharing if necessary at any time.（ザイのコアを解析して得たデータは後ほど全て公開する。本国に問い合わせて真偽を確かめるといい。情報連携の不備について釈明が必要なら随時対応する）」

　ぎろりと眼鏡の奥の目が場を見渡した。

「という前提でだ」

　背中を押された。日本語に切り替えたのはこちらに聞かせるためか。技本職員が慌てて通訳に入る。

「今の彼の話を聞いてまだパワーゲームを続けるつもりか？　正直子供にこんなことを言わせるのはかなり無様だと思うがね。わずかでも恥という概念を持っているなら、せめて見み栄えくらい張るのが大人のたしなみじゃないか」

「八や代しろ通どおりさん」

　呆ぼう然ぜんと見上げる。白衣の肥満漢は顎をもたげた。雷に打たれたような列席者を前に朗々と訴える。

「我々がここに集ったのは文明崩壊の戦犯になるためじゃないはずだ。後世に汚名を残さないためにもどうか懸命な判断を下してほしい。一国の軍人ではなく、この時代に生きる全ての人間の守り手として。どうかプリーズ」
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　溜ため息いきとともに巨体がオフィスチェアに沈んだ。

　夕刻の執務室で八や代しろ通どおりが紫煙をくゆらす。姿勢が悪い。数時間越しの打ち合わせを経てさすがに疲労した様子だった。秘書官がコーヒーを灰皿の隣に置く。こちらにもミルクと砂糖を添えて手渡してくれた。

　室内にいるのは技本のスタッフのみだ。英語もフランス語も聞こえない。ようやくホームグラウンドに帰ってきた気分だった。

「まったく、無茶をしてくれるな、君は」

「……はい」

　悄しよう然ぜんとうなだれる。とんでもないことをした自覚はあった。他国はおろか隊内にも伏せていた情報をあっさり明かしてしまうとは。広がり始めた真実がどんな波紋を生み出すか想像もつかない。

「すみません、俺、夢中で」

「『夢中で』と言えばなんでも許されるわけじゃないぞ。自衛隊基地への侵入、ファントム受け入れ時の無断模擬戦、超成層圏ザイの迎撃拒否。君のやっていることはいつも犯罪スレスレだ。まともな軍隊ならとっくの昔に処分されている」

「罰は覚悟しています」

「こんな状況で戦力を減らせるか、馬鹿め。せいぜい自己嫌けん悪おに苛さいなまれていろ」

　突き放すような言い方に首をすくめる。居心地が悪い。まだ営倉入りと言われた方が気が楽だった。

　秒針の音が響く。ケトルの湯沸かし音が遠くから聞こえてきた。所在なく縮こまっていると八や代しろ通どおりは煙草たばこの煙を吐き出した。

「だが、流れが変わったのは確かだ」

　気け怠だるげに照明の光を見つめる。荒れた唇がうわごとのように言葉を紡つむいだ。

「正直言うとな、俺は本当にザイを消滅させてよいか疑問に思い始めていた」

「え？」

「グリペンが昔言ってただろう。ザイは『最後の希望』だって」

　シニカルな笑みが浮かぶ。

「どうしようもない人類を更生させるための最終手段、それがザイだ。俺達はもう自分じゃ自分を律せなくなっている。だから他人の力を借りて欲望に歯止めをかけるしかない。全員平等に、綺き麗れいさっぱり煩ぼん悩のうを吹っ飛ばしてもらう。悪くない選択肢かもってな」

「何を言ってるんですか」

「だってそうだろう。わずか数十人の会議でさえ、さっきの有あり様さまだ。ましてや数十億の利害関係をどうすり合わせる？　最善の道を皆で突き進む？　不可能だろう。ことここに至って千年後の人間の気持ちがようやく分かってきたんだ。ああ、これが本当の手詰まり、絶望だってな──」

　冷気を覚えて居すくまる。男の背負っていた重圧・懊おう悩のうが今更ながら伝わってきた。一体どれほどの闇と汚濁を見てきたのだろう。先ほどのような混乱など何度となく経験してきたはずだ。常人なら疾とうの昔に投げ出していてもおかしくない。

　空気が重い。息苦しささえ感じられる。何もかもが暗色の沈黙に塗り潰されていく。

「八や代しろ通どおりさん」

「なんてな」

　白衣の肩がすくめられた。

「ややこしく考えればいくらでも諦める理由は出てくる。逆に直情径行の馬鹿が突っこめば思わぬ活路が開けたりする。案ずるより産むが易やすしとはよく言ったもんだ」

「ひょっとして俺のことを言ってるんですか」

「他に誰のことだと思う」

「……」

　不敵な表情はいつもの八や代しろ通どおりだ。

　なんだよ、心配して損をした。むくれ気味に視線を逸そらすと低い声で笑われた。

「褒めてるんだよ。おかげで数え切れないくらい多くの可能性が開けた」

　八や代しろ通どおりはコーヒーに口をつけた。

「人間なんてものは結局、感情の生き物だ。理屈や論理を超越したところで和解や反目の判断を下したりする。そういう揺らぎに対するには、こちらも生の感情でぶつかるしかない。当たり前の話だがな。面倒臭い大人にはなかなかできることじゃない」

「……」

「案外、君がアニマに懐なつかれているのはそのへんが理由かもな。裏表がなく分かりやすい」

「また、それですか」

　まばたきを返された。

「なんだ？　別の人間にも言われたのか」

「ええ、グリペンとあともう一人」

「誰だ？」

「知ち寄より蒔まき絵え」

　八や代しろ通どおりは噴き出した。

「すまんな、素直に褒められないのはうちの家系の特徴らしい。だが今の俺の気分を見るに、そいつは最大限の賛辞だ。大目に見てやってくれ」

「はぁ」

　色々と馬鹿らしくなりコーヒーをあおった。瞬間、火のような刺激を感じてのけぞる。熱い。溶岩みたいだ。よく飲めるな、こんなの。

　吐息でコーヒーを冷ましていると八や代しろ通どおりが椅子を回してきた。

「まぁ大変なのはこれからだ。感情なんて不確かな鎹かすがいをいかに保つか、同盟関係を持続させるか。一時のムーブメントに終わらんよう根気よくメンテナンスしていく必要がある。場合によってはさっきみたいな演説を君にもう何回かかましてもらわんとな」

「勘弁してください」

　あんな恐ろしい真ま似ね、人生に一度きりで十分だ。脅されたってやりたくない。だが八や代しろ通どおりは鼻を鳴らした。

「真面目に喋しやべってるんだぞ。俺達の仕事はザイを倒して終わりじゃない。千年先の未来を見据えて文明や社会の有り様自体を変えていく必要がある。恐ろしく大規模で、且かつ気の長い話だ。手段なんか選んでいられるか」

「そりゃそうですけど」

　今から戦後のことまで考えていられない。ただでさえ課題が山積みなのだ。作戦のことはもちろん機体のコンディション・装備、日々のトレーニングの場所まで気を配らなければならない。それにグリペンとの関係修復だって、と思いかけて固まる。

（戦後）

　全てが思惑通り進めば、〈球殻〉破壊のタイミングで自分とグリペンは〈本質〉と化す。現実世界の鳴なる谷たに慧けいは消滅して跡形も残らない。「戦後」も何もなかった。

「どうした？」

　動揺が表に出たのか、八や代しろ通どおりがのぞきこんできた。

　慌てて首を振る。引きつり笑いが口元に浮かんだ。

「すみません、さっきの緊張が今頃出たみたいで」

「何を年寄りみたいな」

　腐しながらも八や代しろ通どおりは上機嫌だった。背もたれに寄りかかって足を組む。

「やることがないならとっとと寝ろ。作戦計画が決まったら忙しくなるぞ。ブリーフィングで今みたいな反応をしたら水をぶっかけるからな」

「気をつけます」

　素直に一礼して立ち上がる。部屋から出かけてふっと思いついた。

「八や代しろ通どおりさん」

「なんだ？」

「アニマと人間って何が違うと思います？」

「ああ？」

　面食らった様子で見返される。

「いきなりどうした。身体からだの構造とかＥＰＣＭ耐性の話か」

「いや、そういうのじゃなくて、なんていうか……えっと」

　質問がまとまらない。自分でも疑問のポイントが定まっていない。悩みながらなんとか言葉を続けた。

「魂って意味では？　身体からだや機体を取っ払った時に、俺達とあいつらをどうやって見分けるのか」

「えらく哲学的な話だな」

　八や代しろ通どおりは口角を歪ゆがめた。ケースから煙草たばこを一本取り出す。

「俺は技術屋だから観測不能なものをこねくり回すのは苦手だ。だがまぁあえて言うなら『ゼロを一にできるか』じゃないか」

「え？」

「俺達はアニマを作り出せた、だがあいつらは多分人間を作れない、作ろうとも思わないだろう。古来、何かを創造できる存在は二つしかない、あいつらはそのどっちにも当てはまらないって話だ」

「二つというのは」

「人間と、そして神様だよ」

　八や代しろ通どおりは悪戯いたずらっぽく笑って煙を吐き出した。
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　陽が落ちきると一月のイルクーツクは一気に寒さを増す。窓の外には闇色の冷気が立ちこめて木々や河川を凍りつかせていた。

　降りしきる雪が窓枠に積もっていく。静かだった。ストーブの稼か働どう音だけがいやに大きく響いている。まるで宇宙か深海にでもいるようだ。非現実的な気分を味わいながら慧けいは寝返りを打った。

　眠れない。

　ベッドサイドの時計は夜十一時を示していた。二時間前に床に就いてから一睡もできていない。ファントムや八や代しろ通どおりに言われたことが頭を満たしていた。アニマとは何か、人間とは何か、自分とグリペンはどう違うのか。

（ていうか、違うからなんだって言うんだよ）

　一緒に生きていこうと誓った。互いの気持ちを確かめ合った。その絆きずなを裂く『違い』がこの世に存在するとは思えない。いや、そもそもバイパーゼロは自分を『アニマみたい』と言っていたではないか。字義通りにとらえるなら、両者の差がなくなっているということだろう。では一体何の問題がある。ともに歩むことに、どんな障害がある。

「ああ、もう」

　毛布を撥はねのけて起き上がる。脱ぎ散らかした靴を履いて上着を羽織った。

　こんな調子で横になっていたら逆に疲れてしまう。機体のチェックでもしていた方がマシだ。

　ポットの水を一杯飲んでから部屋を出た。

　誰もいない廊下を歩いていく。途中、宿直室の前を通りかかったが中は無人だった。見回りにでも出ているのか。特段記帳の必要などないことを確認して外に出る。

　冷気がまとわりついてきた。

　吐く息が凍って星明かりに煌きらめく。月下の飛行場はスケートリンクのようだった。コンクリートがうっすらと輝いてどこまでも広がっている。足を踏み出せばそのままつぅと滑っていけそうだ。

　さすがにこんな時に外出している物好きもいないだろう。そう思っていたから、滑走路上にたたずむ影に目を見張った。

　細身のシルエットが一つ、空を見上げている。山吹色の燐りん光こうが長い髪を彩いろどっていた。舞い落ちる雪が一瞬だけ照らされて大地に混じっていく。いつもと違う防寒着姿だが、誰だかはすぐ分かった。イーグルだ。

（何やってんだ、あいつ）

　ドーターも整備員の姿もない。一人で散歩に出て立ち止まっているようだ。

　気づけば足を向けていた。吸いこむ大気の冷たさに身震いしながら呼びかける。

「おい」

　一瞬幻影に呼びかけているのかもと思った。そのくらい眼前の少女は儚はかなく見えた。だが緑色の瞳がまばたきして疑念を断ち切る。

「あ、慧けい」

「何してんだよ、こんなところで。風邪引くぞ」

　うーんと首をひねられた。自分でもよく分からないという風に周囲を見渡す。

「ここさぁ、イーグルと慧けい、一緒に来たことないよね？」

「え？」

「なんか見覚えのある気がして。ううん、絶対来たことないけど、この飛行場も、そこのハンガーも、電波塔も知ってる感じがして、変だなーと思って散歩してたの」

「……」

「慧けいは？　ここに来たことある？」

「いや」

　ない。今の時間軸では。

　かつての蛍ほたる橋ばし三尉とＦ‐15ＤＪ‐ＡＮＭイーグルはもちろん訪れている。最後の戦い、彼女にとっての死地に赴くために。

「何か思い出したのか？」

　恐る恐る訊たずねるとイーグルは口元を歪ゆがめた。腕組みして眉根を寄せる。

「なんだかねー、夢見てる感じっていうか。ほら、イーグル、昔のことどんどん忘れちゃうじゃん？　どれが自分の記憶で、どれが人から聞いた話か分からなくなっちゃうんだよ」

「ああ……」

「ここでなんかすっごく悲しいことがあったように思うんだけど……気のせいかなぁ」

「夢だよ」

「夢？」

「ああ、悪い夢だ。忘れていい」

「そっかぁ」

　素直にうなずく彼女が痛々しかった。記憶が失われているのがせめてもの救いだ。今となっては全ての悲劇を隠し続けるのが自分の役割だろう。

「イーグル、夢、嫌いー」

　駄々っ子のように唇を尖とがらせてから首を傾かしげる。

「あ、でもね、ファントムが言ってたけど、もうすぐそういうのも終わりなんだって」

「？　そういうのって？」

「嫌な夢を見たりとか、変なこと思い出したりとか？　なんかずっと眠り続けて目が覚めないようになるんだって。そうすれば今みたいなモヤモヤを感じることもなくなって……あ」

　しまったというように口を押えた。

「これ、言っちゃいけないんだっけ」

　苦笑が漏れた。ファントムも大変だ。こんな拡声器にまで箝かん口こう令れいをしかなければならないとは。

「いいんだよ。俺には言っても」

「そうなの？」

「ああ、だけど他の人には内緒な」

　たしなめた瞬間、風が吹き抜けた。ぶるりと身震いする。心なし雪が増えているように思えた。今更ながら寒さが身に染しみてくる。

「とにかく、もう建物に入ろうぜ。マジで凍えちまう」

「そう？」

「そうだよ、こんなところに立ってるとそれこそ妙な幻覚見るぞ。気づいたら雪に埋もれてたとか、嫌だろう」

「嫌だー」

「じゃあ帰るぞ」

　半ば強引に促して歩き出す。イーグルは少し迷っていたが、軽やかに肩を並べてきた。

「ね、ね、甘いものほしくない？　あったかいココアとか」

「いいけど、どこにあるんだよ、そんなの」

「日本からの差し入れにパウダーがあったよ」

「牛乳がないだろ」

「じゃあミルクセーキ！」

「だからぁ」

　奔放すぎる言動に脱力する。本当に自由極まりないアニマだ。なるべくさっきの話は蒸し返すまいと考えていたが、つい指摘してしまう。

「おまえさ、例のファントムの話が本当なら、ずっと眠りっぱなしになるんだぞ。うまいもの食ったり散歩したりもできなくなるけど、いいのか？」

「んー、分かんない」

「分かんないって」

「イーグルは今が大事なの！　先のことも昔のこともどうせ忘れちゃうし、だったらその時その時を楽しむしかないの」

「そりゃそうだけど」

「今のイーグルはおいしい物が食べたいの。でも明日のイーグルはずっと寝てたいかもしれないし、だからよく分かんない！」

「はぁ」

　刹那的、とは少し違う気がした。執着のなさ。アニマ達が共通で持つ無む垢く・無心さ。

「そういえばさ」

　ふっと思いつく。

「おまえが前言ってた俺の雰囲気、『イーグルみたい』……『アニマみたい』ってどういう意味だよ」

「んー」

　イーグルは後ろで手を組んだまま向き直ってきた。匂いでも嗅ぐように鼻をひくつかせる。

「透明な感じ？　透き通って純粋で混じり気がないっていうか」

「なんだよそれ」

「今の慧けい、すっごく静かなんだよ。一緒に飛んでても慧けいがいるって気づかないくらい」

「はぁ」

　相変わらずよく分からない。ただ言葉通りの意味でないことは理解できた。

　静かで透明で純粋。

　果たしてそれはよいことなのか、悪いことなのか、ファントムの問いに繫つながる話なのか。

　黙って考えこんでいると、イーグルは同族でも見つけたように「にっ」と笑いかけてきた。
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　翌朝早くに携帯の着信音で叩たたき起おこされた。

　技本職員の最初の言葉は『アルタイに移動』だった。アルタイってどこだと思う間もなく『移動は作戦終了後』、『出発地と帰還地が別』と続けられる。

　さっぱり分からない。

　混乱した話を整理すると、つまりは『ブリーフィングルームに来い』という指示だった。当座の作戦が決まったので八や代しろ通どおりが説明すると。

「何時からですか？」

『もう始まります』

　毒づく前に電話を切る理性は残っていた。急いで飛行服に着替えて部屋から出る。白んだ廊下を駆け抜けて目的地につくと、もうアニマ達は全員揃そろっていた。眠たげなイーグル、いつも通りのファントムとバイパーゼロ、硬い表情のグリペン。他国の軍人の姿は……ない。壇上の八や代しろ通どおりが革靴の底で床をタップしている。

「遅いぞ、何をしてた」

「寝てたんですよ、昨日そう指示されましたから」

　せめてもの皮肉を言って着席する。八や代しろ通どおりは涼しい顔でスクリーン正面に立った。中央アジアの地図を背に胸を張る。

「待たせて悪かったな。ようやく方向性が固まった。独飛全機、これよりウルムチ攻撃作戦に入る」

　ウルムチ？

　全員の顔に疑問符が浮かんだのは気のせいではないだろう。慌てて地図を確かめているとファントムが挙手した。

「お父様、話をはしょりすぎです。多分大前提となる作戦計画の変更があるんですよね？　それを説明していただかないとわけが分かりません」

「ん、ああ、そうか」

　悪びれた様子もなく八や代しろ通どおりはコントローラーを操作した。スクリーン上の地図にアイコンと矢羽根がプロットされる。

「もともと俺達は持てる戦力を結集して四方よりザイを攻めるつもりだった。モンゴル南西部、カシミール、キルギス、カザフスタン南東部。敵の抵抗を分散させておまえらを〈球殻〉に到達させやすくする計画だ。だが」

　タクラマカン砂漠を目指す矢印の半数がフェードアウトする。レーザーポインターの光が地図をなでた。

「残念ながら作戦の前倒しに伴い戦力が減っている。単純計算で五割減、下手をすると三分の一になることも想定される」

「そんな」

　さすがに減りすぎだろう。ざわついた空気を、だが八や代しろ通どおりは人差し指を立てて押えつけた。

「飽和攻撃がだめなら別の手を考えるだけだ。幸い半減しても手持ちの戦力は二千機以上ある。この大部分を一箇所にぶつける」

　モンゴル方面の矢印が大きくなった。起点は西部アルタイ空港。周囲のアイコンを糾合しつつ中国奥地に向けて突き進んでいく。鋭い先端が〈球殻〉を串刺しにした。

「一点突破だ」

　掌てのひらが大陸中央を叩たたく。無精ひげに覆われた口元が歪ゆがんだ。邪悪な笑みが太ふとり肉じしの顔を彩いろどっている。

「先のＦ‐15ＤＪサルベージ作戦で、モンゴル南部の敵哨しよう戒かい網は寸断済みだ。正面に展開中の敵も他戦線より弱体なことを確認している。そこに味方の全兵力を叩たたきつけて突破する。制限時間は約一時間。他方面のザイが集まる前に〈球殻〉までたどりつけば、それで作戦終了だ。逆に途中で足止めされれば雲うん霞かのような増援に押し潰される。まさしく速度こそが本作戦の要だ」

「うわぁ」

　結局力押しで、しかも博打ばくちの要素まで備えている。焚たきつけた側からしても頭を抱えたくなる作戦だ。人類存亡の行く末をわずか一時間で決めるとは、剛ごう毅きを通り過ぎて狂気さえ感じる。

「それで？　ウルムチ攻撃と今の話がどう絡からむんですか」

　ファントムの指摘に八や代しろ通どおりがうなずく。

「今の話を成功させる前提は敵戦力の分散だ。俺達の侵攻ルートからどれだけザイを引き離せるか、再集結までの時間を引き延ばせるかで勝負は決まってくる。そして全てを運任せにする愚か者はこの場にはいないってことだ」

「陽動ですか」

　問いかけを肯定するように地図が切り替わった。中国国境線に多数の光点が現れる。

「モンゴルと同じ、敵防空網制圧ＳＥＡＤを同時複数箇所で実施する。本格侵攻に先だって連中の目を潰し、陣形を攪かく乱らんする狙いだ。相手にしてみればどこから俺達が攻めてくるか分からなくなるし、防空網の再編にもリソースを取られる。結果として薄く広くザイが分散するわけだ。そこにモンゴルからの主力が突っこむ」

「もし敵が分散してくれなかったら？」

「その時は侵攻ルートを変更だ。いくら連中でも中国大陸を埋め尽くす兵力は準備できないからな。何かのアクションを打てば必ずどこかが手薄になる。その状況を見極めるために、陽動から本作戦までに数日かけて偵察衛星で戦果分析を行う。十字砲火の只ただ中なかに突っこませるような真ま似ねはしないから心配するな」

「それはなんとも心安まる配慮ですね」

　欠片かけらも安心できないといった表情でファントムがつぶやく。八や代しろ通どおりは声を張り上げた。

「話を戻すと、我々は効果的な陽動を行うためにザイの防空・索敵設備を叩たたかなければならない。多くのターゲットは通常戦力の奇襲でこなせるが、問題はここだ」

　地図がズームアップされる。カザフスタン・モンゴル・ロシアの国境に囲まれた中国北西部、新しん疆きようウイグル自治区、ウルムチ市。

「天山山脈を背後に控え、タクラマカン砂漠の入り口になるここは敵戦力の集積地だ。何せ国境から〈球殻〉への最短経路だからな。レーダーから管制施設、対空兵器まであらゆるものが装備されている。近づいたが最後、まず生きては帰れない。だがそれだけにダメージを与えれば陽動効果は抜群だ」

　言いたいことが分かってきた。中国全土での陽動作戦、その目標の一つである難攻不落の敵拠点、そして自分達は対ザイ戦の最終兵器。

「独飛が協力してウルムチを落とせと？」

　恐る恐る訊たずねると八や代しろ通どおりは首を振った。

「違う、協力じゃない。俺達が主力で編制の全てだ。残念ながら各国の戦闘機隊を回してもらう余裕はない」

「マジですか」

「想定される戦力比は？」

　ファントムの質問に八や代しろ通どおりは目を鋭くした。

「およそ百対一」

「無茶です」

　即座にファントムは反はん駁ばくした。視線の圧力をものともせずに睨にらみ返す。

「戦技や性能でカバーできる領域を超えています。下手をすると陽動段階で我々のほとんどが撃墜されかねません。敵の一拠点を落とすためにこんなところまで来たわけではないでしょう」

「無論だ」

「なら」

「待て、電話だ」

　白衣のポケットから携帯端末を取り出す。片手を反対側のポケットにつっこんだまま「ああ……うむ……なるほど」と受け答えし始めた。

　通話を終える頃には、ファントムは大分剣けん吞のんな様子になっていた。放っておけば席を蹴りそうな彼女に、八や代しろ通どおりはにやりとしてみせた。

「ちなみにどのくらいの戦力比なら納得するんだ？」

「敵の全滅がオーダーなら十対一、重要目標の撃破のみであれば三十対一」

「さすがにそれは吹っかけすぎだ。後者でマージンをギリギリまで削るなら？」

「五十対一、最低でもアニマ飛行隊を倍にしてもらう必要があります」

「なるほど、いい線を突いてくる」

　余裕に満ちた態度だった。訝いぶかしげなファントムに八や代しろ通どおりは顎をしゃくってみせた。

「なら、議論の時間は終わりだ。おまえが要求した戦力をそっくりそのまま渡してやる。丁度今、その確約が取れた」

　え？

　まばたきするのと後ろの扉が開くのはほぼ同時だった。騒々しい足音とともに三色の風が入ってくる。

　八や代しろ通どおりは携帯を握りしめた。

「早いな。さっき到着の連絡を受けたばかりだが」

　視線の先には三つのシルエットがあった。長く豪ごう奢しやな髪が広がる。ミリタリージャケットとエプロンドレスの騎士を従えて、闖ちん入にゆう者は不敵な笑みを返した。

「まどろっこしいのは苦手なんだよ。目標が決まったのならさっさと出撃して潰すまでだ。なんならこれからすぐ飛び立ってもいいんだぜ？」

「おまえら」

　口にした声は上ずっていた。室内全員の視線を浴びながら、クロームオレンジの少女は足を止めた。混乱した空気を薙なぐように腕を払う。

「ロシア航空宇宙軍第９７２親衛航空戦隊バーバチカ。ジュラーヴリク以下三機。今より独飛と共同作戦に入る！　足引っ張んじゃねぇぞ、おめぇら？」
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　ベラヤの滑走路は大混乱に陥っていた。

　暫定の集結拠点に選ばれたかと思えば、今回は陽動作戦の出発地だ。未いまだ到着し続ける各国機と出撃する部隊とで、基地内はお祭り騒ぎのようになっていた。離陸する戦闘機のすぐ横をかすめて輸送機がタッチダウンしていく。誘導路の手前で連絡機が衝突しかけている。無線を開けば燃料切れを訴える遠征機の着陸要請が木霊こだましていた。

「無茶苦茶だな」

　ヘルメット小脇に滑走路を見回す。エプロンの入り口で圧倒されていると背後から呼びかけられた。

「盛り上がってきたじゃねぇか。航空作戦ってのはこうじゃなきゃな。いつもいつも後手に回ってちゃテンションが上がらねぇ」

「ジュラーヴリク」

　クロームオレンジのアニマは挑むような笑みを向けてきた。

「なんだ？　辛気くさい顔して、またわけの分からないことでゴチャゴチャ悩んでるのか」

「いや」

　端正な顔に迷いはない。多分、今抱えている問題を伝えたところで共感してもらえないだろう。グリペンやイーグルと同じだ。『ついに片がつくな』、『おめでとう』くらいに思われているのかもしれない。作戦前にそのあたりの齟そ齬ごをすり合わせている余裕はなかった。だから別に気になっていることを訊たずねる。

「何もかもめまぐるしすぎてさ。おまえらが現れたこともそうだし、目標がウルムチになったことも。いいのかよ、軍事作戦って、こんな急ごしらえで進めちまって」

「いいに決まってんだろう。兵は神速を貴ぶ、ってのは古今東西、全ての戦場の真理だ。味方の意表を突くくらいに思い切った用兵だから敵の機先を制せるんだろう。チマチマ準備していたら先に相手の用意が整っちまう」

「まぁ」

　言いたいことは分かるが。

「にしたって日露の全アニマを投入とか、思い切りよすぎだろう。他の戦線どうするんだよ。ザイがモスクワやサンクトペテルブルクに攻めてきたら？」

「それこそ今更の話だろう。東京や大おお阪さかの防衛が優先なら、おまえらもこんなところまで来ていないはずだ」

　確かに。

　攻守のバランスを取る時期は疾とうに過ぎている。鎧よろいや盾に使う力を自分達は剣の一撃に注ぎこんでいるのだ。主攻以外の戦場を気にしている余裕はない。

　うん、と自分に言い聞かせるようにうなずく。

「とにかく、まずはウルムチを潰さないとな。ここをクリアしないと次の作戦に移れない」

「おう、その意気だ。とっとと連中ぶっ潰して決戦の準備にかかろうぜ。前祝いの酒も準備しなきゃな」

　剛ごう毅きに笑ってジュラーヴリクは背中を叩たたいてきた。そのまま歩みさろうとしてふっと振り返る。

「そういやお兄さん、ノヴォシビルスクの話は聞いてるか？」

「ノヴォシビルスク？　いや」

　なんのことだ。以前、空間異常の解消作戦で訪れた町だが。

「聞いてないならいい。どのみち間に合うかどうかも分からないしな、ま、無事に到着したらラッキーだとくらいに思ってくれ」

「なんだよそれ」

　わけが分からない。だがジュラーヴリクは追加の質問を断ち切るように去っていってしまった。困惑気味に見送っていると背後で重々しいエンジン音が響いた。

　ハンガーからクロースカップルドデルタの単発機が引き出されてきていた。装甲キャノピーとウィングレットの施されたカナード、ＪＡＳ39Ｄ‐ＡＮＭ。

　やばい、出番だ。

　慌てて駆け寄り整備員に挨拶する。グリペンの姿は……ない。何してるんだ、あいつ。やきもきしていると作業車が機体の横に停とまった。技本の職員に連れられて桃色髪の少女が出てくる。

「おい」

　遅いぞ、とたしなめかけて眉をひそめる。グリペンの顔はいつになく強こわばっていた。空気が硬い。どことなく青ざめているようにも思える。

　技本の職員が頭を下げた。

「すまない、直前まで調整しててな。なんか色々不安定で、フライトできるレベルにはどうにか持ってきたんだが」

「はい」

　口ごもりつつグリペンを見る。

「大丈夫なのか？」

「平気、問題ない」

　淡々と答えて脇を通り過ぎる。そのまま表情を崩すことなくタラップを上り始めた。

　仕方なくあとを追った。コクピットに収まってプリタクシーチェックを開始する。ほどなく計器の火が点ともりエンジンの脈動が伝わってきた。

「エンジン回転数、ＯＫ。タービン排気温度、ＯＫ。油圧、ＯＫ」

「レディオ・アンド・アビオニクス」

「セット・フォー・ディパーチャー」

「グラウンド・イクイップメント」

「リムーブド」

　いつも通りのやりとりがひどくぎこちなく感じられる。ずっと一緒に飛んできたからこそ彼女の変調が分かる。理由は……言うまでもない。自分の選択、アンフィジカルレイヤーへの突入プランだ。たまらず「なぁ」と呼びかけていた。

「色々気に入らないのは分かるけど、今はさ」

「分かってる」

　感情のない声。

「優先順位は間違わない。この作戦を成功させないとどのみちあとがないから」

「ならいいけど」

　電子音が響いた。エンジンの唸うなりが大きくなり発進準備完了を告げる。

（くそっ）

　気を揉もんでいる暇はない。分かってる。今は目の前のことに全力投球だ。

「グラウンド、ＢＡＲＢＩＥ01、リクエスト・タクシー」

『ＢＡＲＢＩＥ01、ランウェイ33Ｒ、ヴィア・ホテル３』

　管制指示に基づき前進する。誘導路から滑走路に入ってスロットルレバーを押しこんだ。

「ＢＡＲＢＩＥ01、クリアード・フォー・テイクオフ」

　エンジン出力増大、機体が加速して重力の軛くびきを断ち切る。翼で風と大気を切り裂きながら頭上の雲へと突入した。ノーズコーンが氷晶を押し分けて、数秒後には蒼そう空くうを駆けていた。遮るもののない大気に黒点がいくつも浮かんでいる。

　ザッと引ひっ搔かくようなノイズにファントムからの無線が続いた。

『編隊全機、作戦情報をアップデートします。攻撃目標はウルムチ方面の敵滞空プラットホーム、天山山脈のレーダーサイト、及び通信設備です。敵機との交戦は可能な限り避けて、逃げる相手は深追いしないようにしてください。消耗戦になったらまず勝ち目はありません』

『はっ』とジュラーヴリクが鼻を鳴らした。せせら笑うような口調で、

『景気悪いことぬかしてんじゃねぇよ。邪魔する奴やつは全部墜おとす、壊せるターゲットは片っ端から壊すでいいだろ。なんならこのまま敵の親玉に切りこんでもいいんだぜ？　そんくらいの戦力は揃そろってんだろ』

『おー！』とイーグルが歓声を上げた。嬉うれしそうに翼を煌きらめかせる。

『いいじゃんいいじゃん。そっちの方が分かりやすいし！』

　盛大な溜ため息いきが響いた。

『突撃馬鹿が早死にするのは勝手ですが、他の機体を巻きこまないでください。どうしても突っこみたいならお互い正面衝突するといいんじゃないですか。後腐れなく天寿を全うできますよ』

『なんだとこら。味方殺しがご所望ならてめぇから墜おとしてやろうか？　丁度新しい弾倉を試し撃ちしたかったところだ』

『奇遇ですね、こちらも修正したＦＣＳをテストしようと思っていたんです。実戦で誤作動したら大変ですしね』

『何々、イーグルも一緒に遊べる？　それ』

　ああああ、もう。

「やめろ、おまえら。息を吸うように喧けん嘩か始めてるんじゃねぇよ。パクファとラーストチュカも、見てないで止めろよ」

『私に命令するな、イポーシュカ。ジュラの御心に沿うのが私の仕事だ』
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　収拾がつかない。本当に大丈夫なんだろうな、この編制。

　疲労を覚えているとＢＥＥＰ音が響いた。正面ディスプレイにメッセージが現れている。

　──ＬＯＯＫ　ＯＵＴ　ＦＯＲ　01。

（バイパーゼロ？）

　ルックアウト……「気遣って」？　01……グリペンを、か？

　どうやらＥＧＧが不安定だと訴えているらしい。機体の挙動が乱れている、ダイレクトリンクにノイズが混ざっていると。

　計器を確認すると確かに微妙な動揺があった。エラーとまでは言えないが不自然な数値が見受けられる。

　バックミラーのグリペンを顧みる。彼女は無言で空を見つめていた。桃色髪に断続的な光が走っている。

「おい」

　恐る恐る呼びかけたのとファントムが声を上げたのはほぼ同時だった。

『ＢＡＲＢＩＥ03、スパイク・ワン・オ・クロック』

　編隊リンクから余裕がぬぐい去られる。一時方向から敵レーダー波。ファントムの索敵情報が戦術マップに反映されていく。

『ターゲットデジグネーターをネットワーク化します。各機に優先攻撃目標を転送。火器管制モードはセミオートにセットしてください』

　今度はジュラーヴリクも茶々を入れなかった。次々と現れる敵マーカーに諸元が追加されていく。

　地上ターゲットの担当はＥＧＧ迷彩を持つバイパーゼロ、パクファ。残りの機体は滞空プラットホームと制空部隊を受け持つ。

　自分達の相手は……正面の敵編隊か。

「ＲＯＧＥＲ」

　舌打ちしつつ気持ちを切り替える。エレボンアップ、可能な限り高度を稼いで位置エネルギーを蓄える。バイパーゼロとパクファのブリップがグラウンドクラッターに紛れて消えた。左右にアクアマリンとクロームオレンジの輝きが並ぶ。交戦距離まであと四ＮＭ、三、二。

『敵機目視タリホー！』

『全機散開！　戦闘開始！』

　イーグルとファントムの声が開幕の合図となった。

　十トンを超える猛もう禽きん達がスプリンターのように翼を翻ひるがえす。装甲キャノピーのカメラを煌きらめかせてそれぞれの目標に向かっていった。

　フレアの光がそこかしこで弾はじける。早くも撃墜の火球が彼方かなたに現れていた。イーグルが逃げ惑う敵を後ろから食っていく。負けていられない。横転寸前の左ターンで敵編隊をとらえてミサイルシーカーを開く。

　全周モニタにターゲットコンテナが現れた。短い電子音が連続してロックオン、よし。

「ＦＯＸ２」

　翼下のミサイルが放たれた。白煙を引きながら眼下の敵に向かっていく。相手も回避を始めるが遅い。続く爆発音と衝撃波を予測した時だった。

（え？）

　ミサイルの軌道がよれた。あたかも目標を見失ったように頭を振り、爆発する。

「外れた!?」

　この距離で!?　なんで！

　理由を探る間もなく警告音に襲われる。敵編隊が火器管制レーダーを照射しつつ上昇してきていた。黒点が分離して向かってくる。ミサイルアラート。

「っ！」

　ブレイクしてアフターバーナーを焚たく。チャフとフレアを惜しげもなく放出すると後方で爆発が生じた。だが脅威は去っていない。敵のレーダー波は強弱をつけて追いすがってくる。

　操縦桿かんを横に倒してバンク、続けて手前に引き上げた。機体が斜め下方に百八十度ターンする。ぎりぎりと骨の軋きしむ音を聞きながら敵の後方に回りこみ、もう一度ターンを決めた。

　ロックオン。

　照準された二機に三発ミサイルを撃ちこむ。大盤振る舞いだが仕方がない。ここで外したらもう一度攻撃できる保証はない。

　駆け抜ける白煙がターゲットを追い排気炎に吸いこまれる。一発目はそのまま失速し二発目がようやく敵影をとらえた。蒼そう空くうに炎の花が咲く。だが三発目はロスト、戦果は一。

（なんだよ……それ）

『何やってるんだ、お兄さん！』

　機関砲で敵をなぎ払いながらジュラーヴリクが近づいてくる。反転してきたザイにミサイルを撃ちこみ四散させた。

『遅れてるぞ！　そんなペースじゃ敵中に孤立しちまう！』

「分かってる！　けど」

　機体がおかしい。戦闘前に覚えた違和感、異常が増大している。計器の表示も乱れていた。

「グリペン！」

　たまらず顧みると彼女は肩で息をついていた。ダイレクトリンクの輝きも不規則になっている。

「大丈夫、大丈夫だから」

　うわごとのように囁ささやく。

「私はまだ……いけるから」

　ぞっとする。目の焦点が合っていない。危険な兆候だった。

　気づけばエンジンの音がおかしい。ノイズと震動が機体を軋きしませている。不吉な唸うなり声がシートの下から断続的に響いていた。

　まずい。何か分からないが、第六感が警報を発している。

「ＢＡＲＢＩＥ03、こちら01、緊急事態発生エマージエンシーコール、離脱する」

「だめ……作戦を成功させないと」

「そんなこと言ってる場合じゃ」

　警告音が響いたのはその時だった。敵機が後ろから接近してくる。まずい、反射的に操縦桿かんを倒した途端、揚力が失われた。

（なっ）

　胃いの腑ふが浮き上がる感覚、横倒しになったまま機体が沈む。失速ストール！　なんで!?

　視界の端で何かがばたついている。しばらくして、それがカナードだと分かり血の気が引いた。

　ドーターに限らず戦闘機は機動性向上のために、わざと安定性を崩している。いざとなればわずかな操作で急旋回・急昇降できるようにするためだ。だが機体形状で確保できなくなった静安定性は他の何かで代替しなければならない。通常機ならコンピュータによる操縦介入、そしてドーターであれば、

「グリペン！」

　バックミラーの中の少女がびくりと身震いする。意識を取り戻したのか、カナードの動きが収まる。機体の安定が戻り、操縦桿かんの手応えが強くなった。

「くそったれ！」

　必死に回避機動を再開する。が、敵は既にミサイルを放っていた。後方至近、直撃コース。避けられない。妨害ＣＭＳモードをデコイに変更。スロットルレバーのボタンを押しこむ。

　フレアカートリッジから放出された金属筒は、起動するなり強力な電波を放った。ミサイルの軌道がねじ曲げられる。ロックオンが外れる。だが危険から逃げ切るには、あまりにも時間の余裕がなかった。

　爆発が生じる。炎と破片がデコイを粉砕して、逃げゆくドーターをもとらえた。

「……っ！」

　機体が分解したかと思った。そのくらい激しい衝撃に襲われる。モニターが明滅して数え切れない警告表示が現れた。やられた。エンジンは？　翼は無事なのか？　被害状況を訊たずねかけて息を吞のむ。

　後席の少女はぐったりとしていた。ほつれた髪の間から血が流れている。白い顔に生気はない。力なく開いた唇が青ざめていた。

「おい……」

　頭上に火球が生まれた。バラバラになったガラス細工の合間をクロームオレンジの機体が駆け抜けていく。

「おい、グリペン！」

『お兄さん、何もたもたしてんだ！　次が来るぞ！』

　はっとなって視線を巡らす。左手から敵が二機、接近していた。もう何度目かのレーダーアラートが響き始める。あと何秒もなくミサイルが発射されるだろう。

　逃げなければ。

　押しこんだ操縦桿かんに手応えはなかった。スロットルレバーもラダーペダルも利きかない。

　機体が……動かない。

『聞こえないのかよ！　とっとと逃げろ！』

「だめだ、アンコントローラブル」

『なんだと？　ピンク色はどうした！』

「返事がない……怪け我がしているみたいで、目も開けてくれなくて」

『冗談じゃねぇぞ』

　毒づきながらもジュラーヴリクは旋回した。エンジン出力を上げて迫る敵機に向かっていく。

『ラーストチュカ！　戻れ！　ピンク色を離脱させる！』

『了解』

　ＢＡ02のマーカーが反転してくる。ジュラーヴリクのミサイルが敵一番機を破砕、続けてラーストチュカの攻撃で敵二番機が吹き飛ばされた。

　だがアラートは鳴り止やまない。右手に新たな敵機が現れていた。バーバチカ隊は……遠い。ファントム、イーグルも敵集団の向こうだ。パクファ、バイパーゼロ、だめだ。援護可能な味方はいない。

「くそっ！　動け、動けったら！」

　必死で操縦桿かんを動かす。動翼は反応しない。速度もまったく上がらなかった。

　ノイズ混じりのモニタの奥で敵機が浮き上がった。ミサイルを撃ったのだ。全部で四発。陽光を反射しながら迫ってくる。デコイ、チャフ、発射不可。ＥＣＭ、使用不能。

　ジュラーヴリクが何か叫んでる。鼓動の音に搔かき消けされてまったく聞こえない。肩が揺れているのは過呼吸気味になっているせいか。恐怖が身体からだを満たすも目は閉じられない。バックミラーのグリペンも静止している。

　だめだ。

（だめだ、やられる）

　全身の毛が逆立ち手足の感覚をなくした瞬間だった。

　光がミサイルを貫いた。

　爆発。

　一拍おいて次のミサイルが弾はじけ飛ぶ。

　天頂から光の筋が伸びていた。蜘く蛛もの糸を思わせる虹色の煌きらめき。まるでそれ自体が意思を持つように敵弾を追い破砕する。

（なんだ）

　轟ごうっ、と巨大なシルエットが頭上を横切った。逆光の中、特異な機体形状が浮かび上がる。

　前進翼。

　カナード。

　双発・双垂直尾翼。

　逆光でもなお眩まばゆいスノーホワイトの固有色。

『間に合ったか！』

　ジュラーヴリクの叫びと同時に新たなレーダー反応が現れる。マーカーに付与された識別子は……ＢＡ04。バーバチカ隊四番機。

「ベルクト!?」

　急降下したドーターは翼下のミサイルをリリースして敵機に叩たたきつけた。飛来する敵弾を先ほどの光で粉砕する。胴体下にガンポッドらしきものが見えた。レーザー兵器か？　よく見ると他にも随所に改修が加えられている。

『慧けいさん、聞こえますか？　飛行Ｆ管理ＭシステムＳへのアクセス要求を承認してください。こちらで操縦システムに介入します』
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　無線から流れてきた声は確かに彼女のものだった。星へ行く船に乗り空の彼方かなたに消えた少女の。

「あ、ああ」

　震える手でコンソールを操作する。現れたメッセージを承認、続けていくつかボタンを押すとエンジン音が高鳴った。浮遊感とともに平衡が戻る。操縦桿かんの感覚も復活していた。

『気をつけてください、右主翼が半壊しています。急な機動をすると機体が分解する恐れがあります。なるべく水平を保って戦場から離脱しましょう』

「分かった……おまえは？」

『一緒についていきます。姉様方、後ろはお願いします』

『任せろ。ラーストチュカ、ここはもういい。クソ緑のフォローに戻れ。あたしはあたりの敵を一掃する』

『了解』

　きびきびとしたやりとりでロシア機達が戦闘に戻っていく。彼方かなたの山頂では炎が噴き上がっていた。バイパーゼロ・パクファの攻撃が成功したのか。目標破壊、敵圧力減少。己の不ふ甲が斐いなさに歯がみしつつも今は好意に甘えるほかない。機体の外装はまだ辛かろうじてクリムゾンを保っている。グリペンの命が途切れていない証拠だが、いつまでもつか分かったものではない。とにかく早急に基地までたどりつかなければ。

　隣にスノーホワイトの機影が並ぶのを確認して、後席を振り返る。

　アニマの少女は死んだように冷たく押し黙っていた。




　帰還地はモンゴル西部、アルタイ空港だった。

　ウルムチからさほど離れていないのが幸いと言えば幸いだった。不安定なエンジンをなだめすかして飛び続けること約三十分、山と砂漠の向こうにわずかだが緑が見えてくる。乾燥した風が砂すな埃ぼこりを巻き上げて周囲の町並をぼやけさせていた。

　高度を落とす。空気抵抗が増すにつれて機体の動揺は耐えがたいものになってきた。ベルクトのサポートももはや焼け石に水だ。突き上げる震動が手から操縦桿かんをもぎとろうとする。全力で進入角度を保持しながらランディングギアを降ろそうとした。反応がない。レバーを操作してもステータスランプが点灯してくれない。

　滑走路が猛スピードで迫ってくる。やり直すかゴーアラウンドと思った途端、がくんと高度が落ちる。だめだ、機体が限界を迎えている。

「ＢＡＲＢＩＥ01よりタワー、降着装置がいかれた。胴体着陸になるかもしれない。消防の準備を頼む」

　スロットル閉塞。スピードブレーキを全開にして地上に突入した。一いち縷るの望みを託して尻から接地すると想像よりも穏やかな衝撃が返ってくる。しめた、主脚は出ているのか。このまま行ければ、と思った途端、身体からだが傾いた。

　アンバランスな荷重で左主脚が折れたのだ、そう気づいた時にはもう機体が独こ楽まのように振り回されている。金属の裂ける嫌な音とともに身体からだがシェイクされた。ヘルメットがキャノピーに何度も打ちつけられる。食いこむハーネスが呼吸を困難にした。

　今度ばかりは本当にダメだと思った。次の瞬間にもキャノピーが割れて押し潰されるのでは、噴き上がる炎に巻かれるのでは。

　……。

　意識が絶望に侵されていたせいだろう、震動が収まったと気づくまでにわずかなラグがあった。電源が飛んで全ての灯あかりが落ちている。全周モニタも暗転。上下がどちらかも分からない。ただ、とりあえず四肢の感覚はあった。

　無線のノイズがやかましいと思ったら自分の息遣いだった。吸気ホースの酸素供給が止まっている。バイザーを上げて酸素マスクを引き剝がした。どうやら左後方に傾いて止まっているらしい。拘束具解除、非常用の開閉レバーを探り当てて手前に引く。

　ボウっと蒸気が機外に噴出された。わずかに開いたキャノピーを力任せに押し開ける。冷えた外気と陽光が同時に侵入してきた。

「おい、無事か！」

　聞き慣れた声は舟ふな戸とのものだった。なまずひげを揺らして走り寄ってくる。背後に消防車両が続いていた。

　コクピットの縁をつかみ立ち上がる。転げ落ちるようにして降り立つと舟ふな戸とに抱き起こされた。

「俺は……大丈夫です。それよりグリペンを」

　皆まで言わせず技本整備員が機体に取りついた。タラップを横づけしてコクピットを完全に開放する。続けて到着した担架にグリペンが乗せられた。そのまま猛スピードで走り去っていく。

　追いかけようとしたところを舟ふな戸とに止められた。

「心配するな。バイタルはベルクト経由で受信している。命に別状はない。被弾のショックで失神しただけだ」

「でも」

「いいから任せておけ。精密検査が必要なのはおまえさんも同じだ。Ｆ１のクラッシュみたいな勢いで振り回されてたんだぞ。見ろよ、機体の有あり様さまを」

　はっとなって振り返る。

　絶句した。

　流麗な赤い翼はどこにもなかった。かつて戦闘機だったものの残骸が横たわっている。主翼は折れてカナードは吹き飛んでいた。エンジン部分には無む惨ざんな破口が開いている。ロービジ迷彩は灰と煤すすで汚れて、摩擦熱によるものと思おぼしき炎が生じていた。

　消防隊員が消火剤を放射する。胴体下、インテーク、コクピット、白い泡が繊細なアビオニクスを侵していく。整備員でなくとも取り返しのつかないことが起きているのは分かった。世界を救う決戦兵器がスクラップと化していく。

（噓うそ……だろ）

　幸いにも火災自体はすぐに消し止められた。整備員が端末片手にメンテナンスハッチを開ける。切迫した表情でステータスをチェックし出した。

　舟ふな戸とは盛大な溜ため息いきをついた。

「ったく、到着早々とんでもないものを見せてくれるな。室長からはドーター大編隊の凱がい旋せんを出迎えろって言われてたんだが、まさかいきなりオーバーホールとは。小こ松まつからノンストップで付いてきてくれた連中になんと言うか」

「直るんですよね」

「やってはみるが……ううむ」

　渋面が事態の深刻さを示していた。死体を蘇そ生せいしろと言われた医者は、おそらくこんな顔になるのだろう。だが今はすがる他ない。グリペンが飛べなくなったが最後、あらゆる可能性が潰ついえるのだ。

「お願いします！」

　必死に一礼すると肩を叩たたかれた。

「分かったから、とにかく休め。機体が直ってもおまえさんがダウンしていたら仕方ないだろう。人に任せるのも立派な勇気だ。な」

　優しさが胸に突き刺さる。

　うつむいたまま「はい」とつぶやいた。

　嚙かみしめた唇からは血の味がした。




　　　　＊




　舟ふな戸との気遣いにもかかわらず、軍医の診断は「異常なし」だった。

　機体が徐々に壊れることでクッションになったんでしょう。主脚が破損して左回転のモーメントが働いたことも幸いですね。あのスピードで着地していたら間違いなくオーバーランしていましたよ。ええ、スピンと摩擦によるブレーキが勢いを殺したんでしょう。他のどんな着陸の仕方でも乗員は無事じゃすまなかったと思います。本当に運がよかったですね。お大事に。

　ああ、はいと阿あ呆ほうのように相づちを打っていた。

　まだなんらかの後遺症が残っていれば救われただろう。事実としては機体を身代わりに自分が助かっただけだ。〈彼女〉は己の身を削ってパイロットを守った。その結果があの惨状、無む惨ざんに失われた翼と装備。

　作戦は成功したらしい。ドーター隊を含めた各国空軍機はアルタイに移動中で、その中には八や代しろ通どおり達、ドクヒの司令部陣もいるとのことだった。

　安心して養生してくださいと言われたが、どうにも気が乗らなかった。何が悪かったのか、なぜこんなことになってしまったのか、自然と考え始めてしまう。頭が不安と後悔で埋め尽くされていた。立ち止まった瞬間、足が不可視の沼に沈んでいきそうだ。

　宿舎に赴く途中、ふと思いついてスタッフを呼び止めた。グリペンの所在を訊たずねると、予想外にあっさり答えをもらえた。既に検査は終わり安静にしているらしい。医療棟の二階、病室フロアにいるとのことだった。

　フライトスーツのまま階段を上る。人気のない廊下を進んでいくとほどなくそれらしい部屋を見つけた。扉が開放されて、プレートには『ＪＰＮ ＡＶＩＡＴＯＲ』の記載がある。細い通路の奥に大きな窓とベッドが見えた。

　足音を忍ばせて病室に入る。白んだ光に桃色髪の少女が浮かび上がっていた。素朴な寝具をかけられて横たわっている。頭の傷はガーゼで覆われて血も綺き麗れいにぬぐい去られていた。静かな寝息を聞いている限り特段異常はなさそうだ。だが小さな顔は青白く、今にも空気に溶けてしまいそうに思える。

　手近な椅子を引き寄せてベッド脇に腰かけた。力なく伸びた手をつかむも反応はない。ほつれた髪を額から払ってやる。

「俺のせい……だよな」

　一緒にアンフィジカルレイヤーに行くなんて言ったから、肉体を捨てて〈本質〉になると宣言したから。

　だから混乱した。頭で「作戦を遂行しなければ」と割り切っても身体からだがついていかなくなるくらい激げき昂こうした。

　強引だったのは事実だ。誰しも黙って自分の中身をいじられたら嫌だろう。それが意に反した結果を招くとなればなおさらだ。

　ただ、こちらもただのわがままでことに及んだのではない。悩みに悩み抜いた末の決断だ。

　ずっと一緒にいよう。

　同じ時間を過ごそう。

　二人で交わした約束、誓いを守るための。

「寿命も身体からだも関係なくなって、ずっとそばにいられるんだぞ。何が気に入らないんだよ、おまえ……」

　背後で風が動いた。振り返るとスノーホワイトの輝きが見えた。白髪の少女が室内をのぞきこんでいる。

「慧けいさん？」

「ベルクト」

　静かに椅子を引き、立ち上がる。眠っているグリペンを目で示して廊下に出た。

　ベルクトは申し訳なさそうに頭を下げた。

「すみません、まだ起きていないんですね。お見舞いにうかがったんですが」

「悪い。今はそっとしておきたい。大分ひどくやられたから」

「はい」

「ていうか、こっちこそすまなかったな。礼も言えていなくて」

　彼女がいなければ今頃、自分達はウルムチ上空で散さん華げしていただろう。着陸時のゴタゴタがあったとは言え恩知らずも甚だしかった。

　ただこうして間近で相対していてもリアリティがない。透き通るようなアルビノの肌が非現実感を増していた。

「ベルクト……だよな？」

　探るように見下ろすと微笑が返ってきた。

「幽霊にでも見えますか」

「いや、そうは言わないけど」

　死んだはずがない、また会えると信じてきた。だが今日の今日まで衛星軌道にいると思っていたのだ。突然目の前に現れて「やぁ久しぶり」とはいかなかった。

　だいいち、そう。

「〈誘ゆう蛾が灯とう〉は大丈夫なのか」

　彼女を宇宙へ送ることになった元凶、制御不能なザイの誘引機構。

「正直言えばまだ騙だまし騙だましといったところですね」

　ベルクトは肩をすくめた。

「ヤリックの制御プログラムと〈誘ゆう蛾が灯とう〉の機能が融合して分離困難になっているそうです。今はそのモジュールに擬似的な攻撃を仕掛けて処理を飽和させている感じですね。あくまで応急措置でしかない、決戦が終わったらきちんと処理すると八や代しろ通どおりさんは言っていましたが」

「八や代しろ通どおり？」

　まばたきして見返す。

「え？　待てよ、おまえ、いつ地上に戻ってきたんだ」

「一ヶ月ほど前でしょうか。日米露共同でサルベージ作戦が行われたと聞いています。軌道上で機体を分解して再突入船に乗せて持ち帰ったんだとか。私が目を覚ましたのは二週間ほど前です。ノヴォシビルスクで機体の修繕と再調整を行っていました、技本の方々と一緒に」

「ノヴォシビルスク」

「スホーイ社の工場です」

　出撃前のジュラーヴリクの言葉が蘇よみがえった。『ノヴォシビルスクの話は聞いてるか？』ああ、ああそういうことか。

　天を仰いだ様子に不審を覚えたのだろう。ベルクトは戸惑いがちに首をひねった。

「あの……ひょっとして聞いていませんでしたか？　私のこと」

「聞いてない、全然、まったく」

「ＪＡＳ39には一報を入れていたんですが」

「……」

　周囲からのけ者にされている気がした。いや、八や代しろ通どおりやジュラーヴリクは未確定の情報を伏せていただけだろうが、グリペンは。

「あいつとは、ちょっと色々あってさ」

「みたいですね」

　苦笑気味に肩をすくめられる。

「ＥＧＧの様子が普通ではありませんでした」

「どんな感じだったんだ」

「怒りと悲しみ、戸惑い、それに不安」

　予想通りの言葉に嘆息する。救いようのない断絶が自分達の間にあることを再認識させられた。

「何があったか、うかがってもいいですか？」

「いいけど、長くなるぜ」

「構いません。私がここにいられるのは慧けいさんとＪＡＳ39のおかげですから、お話を聞いて少しでも手助けができれば」

「そうか」

　張り詰めていた気持ちが緩む。心が支えを欲ほつしていたことに今更ながら気づいた。

　ぽつぽつとここ半年の出来事を話していく。彼女が宙そらに消えてから何があったか、何を知ったか、そして今どうしようとしているのか。

　全て聞き終えてもベルクトの表情は変わらなかった。顎に手を当ててうなずいている。さすがに訝いぶかしくなってのぞきこんだ。

「ひょっとして事前に話を聞いていたのか？　ジュラーヴリクあたりから」

「いいえ？」

「にしては随分平然としてるな。未来人の襲来とかタイムループとか、驚きそうなものだけど」

「言われてみれば……そうですね」

　微笑して首をひねった。

「なんでしょう？　ずっと夢見心地でしたから、今もどこかふわふわした気分なんです。現実と記憶の区別がついていないというか、時間も空間もない交ぜな感じで」

「〈本質〉になっていたのか」

「かもしれません。仮死状態になって、身体からだの束縛が緩んで、アンフィジカルレイヤーに落ちこんでいたのかも」

「そういや、パクファがおまえと繫つながったみたいな話をしてたな」

　小こ松まつの町を歩いて既視感に襲われていた。ベルクトの過ごした景色を我が物のようにとらえていた。

　ベルクトはうなずいた。

「いつも誰かがそばにいた感じだったんです。知っている人も知らない人も、過去に出会った人もこれから出会う人も。記憶と思いが全部繫つながって、すごく不思議な体験でした」

「怖くなかったのか」

「怖くはなかったですね、そう、ただただ自然体な感じで」

　よく分からない。どうにも想像しがたい世界だった。

　迷った末につぶやく。

「俺もさ、この戦いが終わったらそっちに行こうと思ったんだ」

「ええ」

「グリペンとずっと一緒にいられるから、世界もちゃんと救えるから、一番いい方法だと思ったんだ。でも」

「ＪＡＳ39は拒否した」

「ああ」

　拳を握りしめる。伸びた爪が掌てのひらに突き刺さった。

「わけ分かんねぇよ。あれだけ二人で生きていこうって話して、自分は〈本質〉になっても変わらないとか言っておいて、なのに俺が同じになるのは許せないとか、変だろう。理屈が通らない。無茶苦茶だ」

「私は……なんとなく分かる気がします」

　え、と顔を上げた。赤い瞳に思慮深げな輝きが宿っていた。

「ど、どういうことだよ」

「私、先ほど言いましたよね。眠っている間に色々な人と繫つながっている気がしたって」

「ああ」

「その中に、多分ですけど〈彼〉もいたんです」

　彼。

「まさか」

　ベルクトはうなずいてみせた。

「ヤリックです」

　ヤロスラフ・ギンツブルク。彼女の開発者の一人であり恋人だった男性。非人道的な〈誘ゆう蛾が灯とう〉の実験に反対して、命と引き替えに彼女を逃がした人物。

「幸せな時間でした。穏やかで静かで何一つ迷いのない世界。でも振り返ってみると何かが決定的に違っていたんです」

「違う？」

「完全すぎた、とでも言うんでしょうか。手を伸ばせばいつでも触れられて意識を向ければ必ず向け返してくれる。感情のすれ違いもコミュニケーションの壁もない。ただ当たり前にそこにあり続ける──」

「それの何が悪いんだよ」

「うまく説明できません。ただすごく大事なものをなくしてしまったようで。こうして現実世界にいれば普通に持ち続けられるものを手放してしまった感覚」

「完全なのにか？」

「完全なのにです」

「変だろう」

「確かに、矛盾していますね」

　ベルクトは苦笑した。

「なんでしょう。完璧な存在はそれ自体で完結しているんです。足す必要も引く必要もない。永遠に始まった時のまま、あるべき姿でたたずんでいる。そういう状態が続けばどうなるか分かりますか？」

　首をひねる。想像を巡らしてみる。

「うんざりする……退屈で耐えられなくなるとか？」

「いいえ、そんな感情さえ持ちません。なぜなら〈本質〉は完全なんですから、揺らぎや迷いなど感じようがありません。ただただ、そこにあり続けるだけです。穏やかなまどろみの中で、ずっと」

　まったく理解できなかった。完璧だから満ち足りて不満を感じることもない。だけど何かをなくした気がする。禅問答みたいだ。

「悪い」とこうべを垂れた。

「正直よく分からない」

　ベルクトは申し訳なさそうに目礼した。

「すみません、感覚的な話ばかりで」

「でもそれがグリペンの気持ちに近いかもって話だよな？　あいつが不安に感じていること、恐れていること、心配していること」

「はい」

　小さく顎を引かれた。

「ＪＡＳ39は〈概念〉と〈実体〉の間を何度も行き来していますから、本能的にあなたがどうなるか理解しているのかもしれません。二人の関係が変質するのを見過ごせないと」

「……」

　首を振ったのと、悲鳴が上がったのはほぼ同時だった。

　病室で何かが落ちる。ベッドの軋きしみ声と重い衝突音があとに続いた。

　室内に駆けこむ。グリペンがベッドの脇で膝を突いていた。下りようとして失敗したのか、後ろ手につかんだシーツが激しい皺しわになっている。

「おい、何してるんだ。寝てなきゃだめだろ」

「私のドーター」

　かすれ声で叫ぶ。ガラス玉のような目をいっぱいに見開いて、

「私の身体からだ、慧けいの翼」

　壁につかまろうとして崩れ落ちる。震えながらもう一度、立ち上がりかけた。

「おい、危ないってば」

　慌てて助け起こす。二の腕と胸に、火のような熱が伝わってきた。焦燥が炎と化して燃えさかっている。

　憔しよう悴すいした身体からだのどこにこれほどの力が残っていたのか。気を抜くと引きずっていかれそうになる。仕方なく一緒に立ち上がった。肩を支えて歩き始める。ベルクトが心配そうに近づいてきたが目で制した。

「俺が連れていく、おまえは病院の人にこいつの行き先を話してくれ。すぐ戻るから」

「はい」

「悪い」

　ぐい、と引っ張られる。足が前に押し出される。待ち受ける光景とグリペンの反応に不安を覚えながら、今はただ進むしかなかった。




　わずかな希望は抱いていた。

　既に交換パーツの取りつけが始まっているのでは、破損箇所が選より分わけられているのでは、いやそこまでいかなくても有識者が集まって修繕計画を練っているのでは。

　だから誰もいないハンガーにたどりついた時、しばし呆ぼう然ぜんとなった。

　ＪＡＳ39Ｄのドーターは着陸時と同じ惨状で格納庫の隅に退避されていた。修理待ちというよりは、滑走路を空けるために厄介払いされた印象だ。立ち入り禁止の仕切りもなく虚うつろなコクピットをさらしている。もはや誰もこの残骸に興味など持たないだろうと言わんばかりだった。

　グリペンがへなっと崩れ落ちる。魂の抜けた様子で機体を見上げた。

「おい、何してるんだ」

　振り向くと技本の整備員が近づいてきていた。舟ふな戸との部下だ。こちらの顔を認めると怪け訝げんそうになる。

「君か。病院に行ったんじゃなかったのか？　アニマまで連れて」

　瞬間、桃色髪が広がった。グリペンが整備員にすがりつく。

「直るの？」

　目だけで己の分身を示す。

「いつまた飛べるようになるの」

　整備員は露骨に困り果てた顔をした。「いつって言われてもな」と鼻の頭を搔かく。

「ここまでぶっ壊れると前線修理じゃ無理だ。フレームも歪ゆがんでるし、ほとんど全ての部品を交換しないと」

「どういう意味」

「一から作り直した方が早いって話だ。多分こいつはもう無理だな」

　そんな、とグリペンが囁ささやいた。後ろに下がる。薄い唇が凍えたように戦慄わなないていた。

「噓うそ、噓うそ」

「あ、あの！　フナさんもそう言ってたんですか？　修理はできないって。こいつのことは諦めるって」

「ああ」

「いや、でも」

　決戦はどうするんだ。戦力が一機減りました、ですむ問題じゃないんだぞ。ことの深刻さが伝わっていないのか？　そもそも八や代しろ通どおりから現場にどのくらい情報が共有されているのだ。グリペンが必要不可欠な存在だと知らされていないのか？

　山ほどの質問は車両のエンジン音に遮られた。ハンガーの出口に牽けん引いん車両が止まっている。運転席の技本隊員が苛いら立だたしげに手招きした。

「おい、また一編隊降りてくるぞ！　急げ！」

「了解、悪いな」

　呼び止める間もなく走り去ってしまう。靴音が高い天井に反響して消える。あとには風の音だけが残された。

（冗談だろ）

　頭がくらくらした。希望が潰ついえたことを認められない。認めたくない。ぞっとするような冷気が足下にわだかまっていた。身体からだ中の血液が凍りついていく。酸素が足りない。胸が苦しい。

　苦しい。

　耐えきれずに息を吸った時だった。

　嗚お咽えつが響いた。

　グリペンの膝が落ちる。人形のような顔がくしゃくしゃに歪ゆがんでいた。流れた涙がコンクリートの床に一つ、二つと染しみを作っていく。

「私が、私がぼんやりしていたせいで」
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　悲痛な叫び。

「取り返しのつかないことになってしまった。慧けいとの絆きずなをなくしてしまった」

「何言ってるんだ、おまえ」

　崩れそうな身体からだを支える。グリペンはひきつけを起こしたようにしゃくりあげた。

「私の……私のせいで」

「落ち着けって」

　尋常ならざる取り乱し様だった。あたかも世界が終わったようにうろたえ混乱している。

「俺達はまだ生きている。取り返しのつかないことなんかない。どうればいいか一緒に考えようぜ。空を飛べなくても、まだできることはあるはずだ」

　グリペンは大きくかぶりを振った。

「私は慧けいの翼、慧けいの矛、あなたの意思を実現するために産まれてきた。なのにもうそれが叶かなわない。ともに歩む資格をなくしてしまった」

「資格って」

　そんなものないだろうと言いかけたがグリペンは泣なき止やまない。普段の無表情をかなぐりすてて嘆き悲しんでいる。どうしていいか分からなかった。ドーターの消滅が途方もない衝撃を彼女に与えている。人類の敗北が決まったから？　いや、違う。もっと根本的な存在意義の危機に襲われている。

（俺の翼、俺の矛）

　飛べるから、敵を墜おとせるから一緒にいたと思われているのか？　戦闘力や機動性を期待されてパートナーになっていると。違う。彼女が言いたいのはもっと大きな。

　──あなたの意思を実現するために産まれてきた。

　意思。

　不意に思考が固まった。単語が棘とげのように心に引っかかっている。

『俺達はアニマを作り出せた、だがあいつらは多分人間を作れない、作ろうとも思わないだろう』

『単純な話ですよ。ただそれは第三者から教えられるものではありません』

『完璧な存在はそれ自体で完結しているんです。足す必要も引く必要もない。永遠に始まった時のまま、あるべき姿でたたずんでいる』

　八や代しろ通どおりの、ファントムの、ベルクトの言葉が続け様に脳裏を過よぎる。禅問答のようなやりとりに一本、筋が通ったように思えた。

（ひょっとして）

　意思。

　何かをなしとげようとする思い。

　それを実現できなくなったことで目の前の少女は嘆いている。実現するべき「意思」が消えるのは、その裏返しではないのか？　もし自分が完璧な存在──〈本質〉と化して変化を止めたら彼女に与える思いも失われてしまう。飛ぶことも戦うことも叶かなわなくなる。だからああも強硬に拒絶し続けた。鳴なる谷たに慧けいを人のまま留とどめようとした。

（あぁ）

　夢から覚めた思いでドーターの残骸を見上げる。

（そういう……話だったのか？）

　喘あえぐような声が喉の奥から漏れた。

　今の推測が真実かどうかはグリペン本人に訊きいてみなければ分からない。だがいずれにせよ遅すぎる気づきだった。問題点を分かった上で話していれば打開策も練られただろうに。いたずらに反目し合った結果、最悪の展開になってしまった。

（俺のせいだ）

　強攻手段を採る前にもっと話しておけばよかった。グリペンが気にしていることを丁寧に確かめればよかった。

　絶望に打ちひしがれてうつむいた時だった。

　凄すさまじい爆音が響いた。

　爆撃かと思うくらい獰どう猛もうな唸うなり声だった。サイレンが響く。エプロンの整備員が驚きよう愕がくして空を見上げていた。

「敵か!?」

　反射的にグリペンを立ち上がらせて外に出た。熱風が吹き寄せる。滑走路は大騒ぎになっていた。着陸したばかりの機体が手近な誘導路に駆けこんでいる。

「ダイレクトベース！　ランウェイ空けろ！　燃料警告ビンゴ・フユーエル、消火準備もしておけ！」

　ランプコーディネーターが無線機にがなっている。マーシャラーが血相を変えて誘導路に走っていっていた。

　どうやら緊急着陸の機体が来ているらしい。周囲の視線に誘われるまま空を見上げた。近づく機影を認めて呆ぼう然ぜんとする。

　クロースカップルドデルタの翼配置、装甲キャノピー、主翼後方に突き出したエンジン。鏃やじりを思わせる流麗なシルエットは見間違えようもない、ＪＡＳ39Ｄ‐ＡＮＭだ。だが機体が大きい、兵装ステーションも心なし増えていた。

　グリペンはと見ると、同じく呆あつ気けに取とられている。涙に濡ぬれた目が見開かれていた。

「どういうことだよ」

　ハンガー内のドーターは先ほどと変わらず鎮座している。ひょっとして亡霊か？　使命を果たせなかった戦鳥の無念が化けて出たのか。

　だが機体はタクシーライトを点灯して下りてくる。カナードを直立させて、通常の物理法則に従い減速、着地した。

　混乱が身体からだを縛っている。石のようにたたずんでいるとＪＡＳ39が向きを変えた。後背に陽炎かげろうを生みながら誘導路に入ってくる。

　こっちに来ると気づくまでにわずかな間があった。小山のようなシルエットが大きくなる。ややあって垂直尾翼が陽光を遮りエプロンに停止した。エンジン音が低くなり、キャノピーから蒸気が噴き出す。

　開放されたコクピットから大柄なパイロットが降りてくる。技本整備員と会話して、こちらに歩いてきた。

　パイロットは顎に手を当てると、ぞんざいにヘルメットを取った。不機嫌そうな眼まな差ざしが日差しの下に現れる。

「確かに届けたぞ」

　え。

　浅黒の肌、太い眉、無骨な面持ちが記憶を呼び覚ます。

　グリペンと出会ってまだ間もない頃、食堂でトラブルになった空自隊員だ。アニマのことを「怪物」と呼び、撥はねのけた人物。

　なぜ彼がここに。

　だが訊たずねる間もなくパイロットは歩き去ってしまった。

「おう、来たな」

　野太い声とともに巨体が並んできた。白衣の裾が風になびく。視線の先に謎のドーターがあった。

「や、八や代しろ通どおりさん？」

「まったく手間をかけさせてくれるな、空自と統幕に余計な借りを作っちまった。こんな奇跡は二度と起こらんから注意してくれよ」

　奇跡。

　夢でも幻覚でもなく奇跡。

　弾はじかれたように機体を見つめる。

「あれは……一体」

「ＪＡＳ39Ｆ‐ＡＮＭ、グリペンＮＧ、Ｆ型のドーターだ」

　とてつもない台詞せりふがさらりと出てきた。

「以前、同一アニマによるドーター換装の試験をしていてな。機体の進化にアニマを追いつかせる一手段として、ＪＡＳ39の発展向上型をスウェーデンから購入していた。ま、当時の試験結果はボロボロだったがな。こうなった以上、背に腹は代えられん」

「ボロボロっていうのは」

「ＥＧＧの同調負荷が高すぎるんだ。アンプとセパレータで整流しまくったが、一フライトでアビオニクスがおしゃかになっちまう。多分、お互いを異物として認識しあっちまうんだな。人間でいう拒絶反応みたいなものが常時起こっていると考えてもらっていい」

「だめじゃないですか」

　顔色を変えると八や代しろ通どおりは鼻を鳴らした。

「言っただろう、一フライトでおしゃかになる、と。つまり一戦交えるくらいならどうとでもなるってことだ。〈球殻〉に行って帰るまでは力業で機体をもたせる。あとのことは追々考えていけばいい」

　豪胆なのか行き当たりばったりなのか、よく分からない発言だった。だが奇跡が起こったのは確かだ。失われたはずの翼が目の前に蘇よみがえっている。

「あ」

　喘あえぎ声とともにグリペンが前に出る。覚おぼ束つかない足取りでドーターに寄りそった。

「私の……身体からだ」

　安あん堵どの囁ささやきが全ての答えになっていた。希望は消えていない。俺達の戦いはまだ続いている。

「さてと」

　八や代しろ通どおりが大儀そうに首を鳴らした。底意地の悪い目で見下ろしてくる。

「作戦までもう間がない。突貫で調整するぞ。一両日中にＦ型の特性を身体からだに覚えこませてもらう。まさか機体が合わせてくれるなんて思うなよ。数千億の切り札をおしゃかにした責任はきっちり取ってもらうからな」
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　整備の音がハンガーに木霊こだましている。

　広い構内に様々な言語が飛び交っていた。各国空軍機が一堂に会す様は、まるで博覧会でも開かれているかのようだ。朝一番に来た時はさほど混んでいなかったが、時間がたつにつれて市場のような賑にぎわいを見せている。すぐ後ろを牽けん引いん車両が通り過ぎていった。

「次、ええっとシークエンスＦ７、レーダー・ＥＣＭオフ、ＩＲ‐ＯＴＩＳ起動」

　マニュアルを確認しながら赤外線・光学識別装置を作動させる。コクピット内のディスプレイが複雑怪奇な表示を返してきた。テストモードなので表記は簡略化されているはずだが、さっぱり分からない。

「グリペン、これどうなんだ。合ってるのか」

　後席の少女は渋面でまばたきした。コントロールパネルに掌てのひらを這はわせて唸うなる。

「合ってる、と思う。多分」

「多分って、おまえなぁ」

　分厚いマニュアルはまだ半分以上、未読のままだ。読み進めば進むほど疑問点が増えていく。付箋の在庫が減っていく。正直読破できる気がしなかった。

「てか、これ本当にＪＡＳ39なのかよ。外見は似てるけど全然操作性が違うぞ。わけの分からない装備も増えてるし」

　そもそも前面ディスプレイの形からして違う。三枚の液晶で構成されていたＭＦＤは一枚のワイドパネルになっていた。挙げ句に操作はタッチディスプレイに変わっている。敵機のポインティングや地図のスケール変更も指のジェスチャで行う仕組みだった。

（ゲームみたいだ）

　人差し指で画面を弾はじいていると後ろで電子音が響いた。グリペンが全周モニターの表示を直している。

「Ｅ／Ｆ型のＪＡＳ39はそれ以前の機体と設計思想を異にしている。軽量コンパクトという基本は押えつつ第一に性能向上を図っている。エンジン出力は二割増し、航続距離は三割増し、兵装搭載量は一トン向上。代わりに機体サイズは大型化してほぼバイパーゼロ並」

「別物じゃねぇか」

　どこが軽量コンパクトだ。Ｆ１の車両を軽自動車と言い張るようなものだ。

　マニュアルをめくる。現れてくる単語は超音速巡航スーパークルーズだのＡＥＳＡレーダーだの得体のしれないものばかりだ。まるで使いこなせる気がしない。

「というか、その……アニマのルールには抵触しないのか？　おまえはＪＡＳ39の〈本質〉で、それ以外の機体とはリンクできないんだろう？　ラファールの件はあくまで例外で……ほら、言ってたじゃないか。Ｆ‐15もストライクイーグル？　くらい別物になると他のアニマが生まれてくるって」

「さすがにそこまでかけ離れてはいない。スウェーデンという専守防衛国家を守るために産まれたのがＪＡＳ39だから。その目的を果たすためにＦ型も作られている。飲むヨーグルト・プレーンとプルーン入り飲むヨーグルトくらいの違い」

「そのたとえは……どうなんだ」

「ただ、舌がプレーンヨーグルトを求めていたのに、プルーンを買ってこられるとちょっとモヤモヤする。今の私達はそんな状態、実戦で違和感を覚えないよう念入りに調整しておく必要がある」

「ヨーグルトの話はもういいよ。とにかく、その大げさな服も新機体に慣れるための手段ってことか」

「うん」

　グリペンの服は魔法使いのローブのようだった。幅広の袖に大量のケーブルが接続されている。動く度に表面がきらきらと輝いた。ビロードめいた質感は、まるで星明かりでも纏まとっているかのようだ。

　グリペンは服をつまんだ。

「ＮＦＩ一体型のフライトスーツ、機体側のＮＦＩだけでは処理しきれない齟そ齬ごを強制補正する。アビオニクスへの負荷はひどいけど改善していけばなんとかなるって」

「改善、ね」

　待ち受ける結末を思うとどうしても苦笑してしまう。ザイなき世界にはアニマもまた存在しないというのに。

（結末……か）

　しばらく無言の時間が続いた。互いに定められた手順を淡々とこなしていく。めくる紙の音と電子音が不ふ揃ぞろいに響いた。

「なぁ、グリペン」

「ん？」

「悪かったな」

「？」

「おまえの了解も得ずに変なプログラム入れちまって」

　電子音が止まった。桃色髪の輝きが不規則になる。反発されるかと思ったが返ってきたのは弱々しい声だった。

「私も……悪かったと思う」

　うつむきがちにつぶやいた。

「慧けいの望んでいることを私はちゃんと理解できていなかった。しようとしていなかった。今回だけじゃない、今までのどの〈繰り返し〉でも。私は私の思いだけで話を進めてしまった」

「どっちも身勝手だな。似たもの同士だ」

「うん……」

「ファントムにはそのへんを見透かされていたのかな」

　前面ディスプレイには『ＮＯＮ─ＭＡＳＫＡＢＬＥ　ＩＮＴＥＲＲＵＰＴ（緊急割りこみ）』の文字が浮かんでいる。ここからＲＵＮ（実行）を２タップでもすれば、ファントムの仕こんだプログラムが発動するだろう。時空のほつれを見つけ出して搭乗者ごとダイブする。グリペンが何をしようと止められない、凶暴かつ公平な救済手段。

　皮肉な話だった。二人が二人とも生殺与奪の権を握ったことで、ようやく正面から話せるようになった。逆に言えばここまでお膳立てしてもらわないと相談一つできなかったということだ。情けない、永遠の誓いが聞いて呆あきれる。

「慧けいは、どうしたらいいと思うの？」

　気づけばグリペンが立ち上がっていた。座席の背もたれをつかんでのぞきこんできている。

「やっぱり二人でアンフィジカルレイヤーに行くべき？」

　鼻から息を抜いた。マニュアルを閉じて座席にもたれかかる。

「なんだかな、もうよく分からなくなってきたよ」

　片手を挙げてグリペンの手に触れる。細い指をそっと包みこんだ。

「おまえと一緒にいたい、二人で中国の空を自由に飛びたい、そう思ってただけなんだけどな」

　シンプル極まりない願いがこうもややこしくなるとは。ザイを倒せばアニマも消える。アンフィジカルレイヤーに飛びこめば、自分達の関係が変わってしまう。

　ひょっとして正しいのはアニマ達の方なのだろうか？　ザイと道連れになり世界を元の姿に戻す。歴史から不純物を一掃する。残された人間は彼女達への感謝を胸に、新たな時代を切り開いていけばいい──

（いや）

　グリペンと離れたくない、自分の決心はそこから始まっているのだろう。この手を離せばそれこそなんのために戦ってきたか分からなくなる。この一年の苦闘が別れで終わるなどどうしても認められなかった。

　関係が変質する。だからなんだ？　鳴なる谷たに慧けいが八や代しろ通どおりや舟ふな戸とに変わるわけじゃないだろう。自分とグリペンは、どことも知れぬ〈本質〉の海で永遠に寄りそうのだ。変わることなく、穏やかに、あるがままの姿で。その結末の何が悪い。

「私は……慧けいの選択を尊重する」

　絞り出すようにグリペンが言った。細い指が手に絡からんでくる。

「翼を失いかけて分かった。私には何もせず死を待つ選択肢はない。決戦に赴いてザイを倒すのは確定事項。そのあとどうするかは……慧けいに決めてほしい」

「いいのかよ」

「うん、慧けいと離れたくないのは私も同じだから」

　心から納得していないのは明らかだった。多分自分と同じ煩はん悶もんを彼女も抱えているのだろう。だが答えは出さなければならない。もう二度とウルムチ陽動作戦のような過あやまちは許されないのだから。

（ったく）

　意見を違えれば意固地になって、寄りそおうとすれば遠慮がちになる。お互い、面倒なことこの上ない。

「ああもう、やめだ、やめだ」

　ディスプレイを切って立ち上がる。きょとんとするグリペンを見下ろした。

「休憩しようぜ、根詰めてやってもどうせ調整しきれねぇよ。同じＪＡＳ39なんだから、飛べばなんとかなるって」

「え、で、でも」

「おまえもこれで食い納めなんだぞ。最後の食事が基地の戦闘糧食でいいのかよ。あとであれが食べたい、これが食べたいとか言っても知らないからな」

　う、と呻うめいたのは失念していたからだろう。ガラス玉のような目が狼ろう狽ばいする。

　先にタラップを下りると彼女は慌てた様子でケーブルを抜き始めた。絡からまりそうになりながらスーツを脱ぎ、手元のコートを羽織って追いついてくる。

「どこに行くの？」

「そうだなぁ」

　空港近くにそこそこの規模の町があった。他国の軍人も買い出しに行っているから、便乗して悪い理由はない。幸い現地通貨もいくらか支給されている。食事とお茶くらいはできるはずだ。

　ただ技本に許可をもらえるかは不透明だった。旧機体を全壊させて代替機の調整中なことは知れ渡っている。吞のん気きに外出など申請したら「何言っているんだ」と詰なじられるだろう。

「抜け出すか」

「え？」

「エスケープだ。監視の目をかいくぐって町に行くぞ」

　目を白黒させる彼女の手をつかみ歩を速める。巨大な猛もう禽きん達の合間を縫いハンガーの外に出た時だった。

「おい、こら」

　しまったと立ちすくむ。恐る恐る振り返ったが、壁沿いにいたのは技本のスタッフではなかった。

　ウシャンカをかぶった人影が三つ並んでいる。クロームオレンジ、アクアマリン、フレンチベージュの少女達。バーバチカだった。

　中央のジュラーヴリクがにやりとする。

「二人でふけようなんて随分、元気じゃねぇか。散々心配させといてよ。喉元過ぎたら早速腹ごしらえってか？　ああ？」

「なんの話だ」

「しらばっくれても無駄ですよ。あなた方が思っていたより、みんな、お二人の一挙手一投足を気にしていたんです」

　ハンガーからファントムが出てくる。後ろにイーグル・バイパーゼロが続いていた。金髪の少女は元気よくピースサインを作った。

「丸聞こえなんだよ！」

　すまなそうなベルクトが現れるにつれて全てを察する。渋面でファントムを見つめた。

「また盗聴したのか」

「人聞きの悪い。モニタリングです」

「同じだろう」

　苦々しい思いでいると「さて」とジュラーヴリクが壁から離れた。

「行くか、時間がもったいない」

「どこへだ？」

　ぞろぞろ歩き出すアニマ達にまばたきする。ラーストチュカが不機嫌そうに振り返ってきた。

「食事に行くんだろう。ジュラが直々に付き合ってやると言っているんだ。ありがたく思え」

「はぁ？」

　立ち止まったバイパーゼロが携帯端末をさらしてくる。液晶には『最後くらい、みんなで』と書かれていた。

　グリペンと顔を見合わす。

　どうにもバツが悪かった。二人だけで悩んでいると思っていて実は多数の人に見守られていたというのは。

　だが悪い気分ではない。戦って、和解して、反目して、協力して、その積み重ねがこの光景かと思えばなんとも感慨深かった。

　溜ため息いきを一回、グリペンの手を取る。

「そうだな、盛大に行こう」

　顔を上げて歩き出す。後ろからイーグルがしがみついてきた。ファントムが静かに並んでくる。バイパーゼロが姫袖をくるくると回していた。肩で風を切るジュラーヴリク、方々を眼光で威嚇するラーストチュカ。困り顔で付き従うベルクト。パクファが奏かなでる調子外れの鼻歌に包まれながら、一団は大脱走グレート・エスケープを開始した。
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　アルタイ市街での時間は夢のようだった。

　広い空の下、砂まみれのアスファルトをあてどもなく散策する。

　レストランに入っては見慣れぬメニューと格闘し、映画館に入っては聞き慣れぬ言葉に首を傾かしげた。

　使う予定もない雑貨を商店で買いこみ、怪しげな食材を罰ゲームで押しつけ合った。

　店の人に「学生旅行かい」と訊たずねられたが、まさしくそんな雰囲気だったのだろう。やんちゃに髪を染めたインターナショナルスクールの少年少女達、初めての外国ではしゃぎ、騒ぎ、思い出作りに勤いそしんでいる。

　今日ばかりは人類の危機も待ち受ける運命も関係なかった。

　楽しもう、今を。人と自然の作り上げたこの素晴らしき世界を。

　グリペンはいつも通り、何を出されてもうまそうに完食した。お店の人が冗談で持ってきた調理用の焼き石を食べかけたので慌てて押おし止とどめた。

　イーグルはモンゴリアン・ウォッカをがぶ飲みして、通常の四割増しで陽気になっていた。正直あそこからまだテンションが上がるのかと驚かされた。

　バイパーゼロは人目を認めると待避、周囲の視線が離れるなり出現という器用な真ま似ねを繰り返していた。

　ファントムとジュラーヴリクは憎まれ口を叩たたき合いながら、立ち寄ったゲームセンターで共同プレイをしていた。見たこともないハイスコアを出していたから意外と馬が合うのかもしれない。

　手持ちぶさたなラーストチュカがいちいち絡からんでくるので閉口した。途中からどうやら寂しがっているだけだと分かったので一緒に服を見て回る。スカート姿とリボンが結構似合っていた。

　パクファは比喩ではなくよく消えていた。ただ単に迷っているだけのこともあったので、そういう時は血相を変えてベルクトと探し回った。

　よく笑った。

　よく喋しやべった。

　よく楽しんだ。

　色鮮やかな時間はあっという間に過ぎ去り、気づけば夕刻になっていた。アニマ達は自然自然と口をつぐみ基地への道を戻り始めた。斜陽が彼女達の影を濃く、長く引き伸ばす。もはや語るべき言葉はなく、晴らすべき未練もなかった。




　そして、最後の一日が始まった。
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モンゴル　アルタイ空港




一月十一日午前六時　ＫＲＡＴ






『クランベリーコントロール、インフォーメーション・エコー、２３００。ウィンド２２０・デグリーズ10ノット、スカイ・クリアー』

『パロット、クウェイル、ストーク。バヤンホンゴル基地よりテイクオフ。ジュニパー、トリヤ。オボート基地よりテイクオフ、デルタ04に向かって集結中。続けてカクタス、オーキッド、テイクオフ』

『タンカー隊、チャーリー06に進出。オルターへの給油完了後、ホテル03に移動する。グリモア、タンカーは他機へ給油中だ。チックス・イン・タウ、待機せよ』

　飛び交う情報が大気を満たしている。

　早朝の冬空は雲一つなかった。冷気を含んだ朝あさ陽ひが滑走路を照らしている。剝離した霜が風に煽あおられて無数の煌きらめきと化していた。

　凄すさまじい爆音だ。奇襲作戦という単語がジョークに思えるくらい、飛行場は騒音に満ちている。だが同じ光景は今頃大陸の全域で繰り広げられているはずだ。事前攻撃済みの敵前線に、同時多発の陽動が仕掛けられる。方々から上がる狼煙のろしのどれが本命か、敵が見抜くのは困難だろう。

　次々に発進していく飛行隊を横目にエプロンを歩いていった。踏みしめるコンクリートが妙に心こころ許もとなく思える。気を抜くと現実への足がかりをなくしてしまいそうだ。魂が肉体から遊離して朧おぼろになっていく感じ。

（気が早いな、おい）

　もう〈本質〉になりかけているのか。

　苦笑が漏れる。頭より先に身体からだがどうするか決めているようだ。

「おおい」

　整備員達の間から、見慣れたなまずひげが駆け寄ってくる。舟ふな戸とだ。

　さすがに緊張した様子だが表向きはいつもの笑顔を保っている。口角をもたげて気安い口調で話しかけてきた。

「いよいよだな、昨日はよく眠れたか？」

「ええ、ぐっすりですよ。体調もいい感じです」

「そいつは何よりだ。帰ってからの打ち上げにも体力がいるしな」

　曖昧な笑みしか返せなかった。同じように緊張していると思われたのだろう、舟ふな戸とは肩を叩たたいてきた。

「とにかくベストを尽くすこった。なるようになるし、なるようにしかならん。気負いすぎず、周りを信じて、あとは天命を待てばいい。結果は後ろからついてくる」

「はい」

「よーし、行ってこい」

　背中を押された。余韻もへったくれもない。最後に一度、今までのお礼をと思ったが舟ふな戸とはもう整備員の輪に戻っていた。空自の戦闘機が轟ごう音おんとともに牽けん引いんされてくる。

　鼻から息を抜いて歩き出す。クロースカップルドデルタのドーターは静かに主を待ち続けていた。開いたコクピットに少女の姿はない。視線を巡らすとグリペンがハンガーから走ってきた。

「何してたんだよ」と言いかけて胸に抱えた荷物に気づく。オレンジ色の表紙にアルファベット・漢字交じりのタイトル。中国自家用操縦士、学科試験問題集。

「また持ってきたのか、それ」

　蛍ほたる橋ばし三尉との最終決戦でもコクピットに持ちこんでいた。出撃前に探して遅くなるのはお約束らしい。

　呆あきれ気味な視線にグリペンは冊子を抱えこんだ。

「だってこれで最後だし、今までも必ず持っていったし」

「でも、それ、俺のじゃないだろう？　おまえがネットで買ったやつで」

「そう……だけど」

　警戒も露あらわに距離を取られる。慧けいは嘆息してメットバックを探った。

「ほらよ」

　渡された冊子にグリペンが目を丸くする。同じタイトルの参考書が二冊、動揺した様子で見比べる。

「日本から持ってきたんだよ、おまえがいるかと思って。新しい方がよければ置いてくけど」

「！」

　激しく首を振られる。両方の冊子を抱きしめ、じりじりと後じさり始めた。

「ああ、もう、取らねぇよ。取らねぇから」

　肩を引き寄せて機体に押し出す。先にタラップを上らせて、あとから続いた。

　コクピットに収まるのとアビオニクスに火が点ともるのはほぼ同時だった。広いディスプレイに自己診断メッセージが流れていく。ＡＣＳ、ＩＮＳ、ＥＣＭ、ＭＬＷＳ、全て問題なし。ヘルメットとベルトを装着していると耳元の無線が鳴った。

『例の件、答えは出ましたか？』

　ファントムだった。バックミラーのグリペンは気づいていない。直接通話か。酸素マスクのマイクをオンにする。

「出てないよ。選択肢が増えたせいでかえって迷ってる。ひどい話だよな、自分でも無様だなと思ってる」

『自由には責任が伴いますからね。誰かに強いられた結末であれば、他人ひと事ごとのように論評もできますが、己が選択の結果なら誰を責めることもできない』

「自己責任ってやつか」

　天を仰ぐ。まったく、そういうことは先に言ってほしい。施す処方箋が更なる煩はん悶もんの入り口になるとは。まぁ説明しても無駄だと考えたから省かれたのだろうが。

「分かってるよ。答えは出す。なし崩し的に最後の瞬間を迎えてグダグダ言ったりしない。おまえの気遣いを無駄にはしないよ」

『だといいのですけど』

「それに……色々考えた結果さ。一つだけ確かなことがあるんだ。俺はグリペンと離れたくない。ずっと同じ時間を過ごしていきたい。そこはもう変わらない」

　一瞬無線の向こうの空気が固まった。微かすかだが息を吞のむ音がしたように思える。

　ややあってファントムは『そう……ですか』とつぶやいた。

『であればもう私から言うことはありません。互いの望む結末に向けて走り抜けましょう。最後まで悔いのないように』

「ああ、了解」

　接続が切れる。グリペンが不思議そうに見下ろしてきた。「なんでもないよ」と首を振る。

「よし、行こう。ラストフライトだ」

　車輪止めが払われる。スロットルを開いて前進、誘導員の指示に従い滑走路に進入する。ブレーキング。視線を落として回転計・油圧計・燃料流入計をチェックした。グリペンがうなずく。レディー・フォー・ディパーチャー。エンジン出力をいつものようにミリタリーまで上昇させる。

（うぉ）

　暴力的なＧに身体からだが押えつけられた。背中で爆弾でも弾はじけたようだ。記憶にあるものとはまったく異次元の推力が機体を押し出す。

　あっという間にローテーション速度に達していた。急いで操縦桿かんを引く。ふわりというよりは突き上げられるような勢いで翼が浮いた。そのまま一直線に天頂を目指していく。気づけば周囲には蒼そう空くうが広がっていた。うっかりすると宇宙に飛び出してしまいそうだ。

（とんだじゃじゃ馬だ）

　息を整えながら降着装置を収納する。なんだろう、操縦系に遊びがない。スティックを倒すと弾はじかれたように機体が動く。ラダーの反応も敏感すぎた。

「グリペン、どうだ、ちゃんと扱えてるか？」

「なん……とか、あ」

　ガクンと高度が落ちる。すぐに持ち直すも翼端から洗濯機のような震動が伝わってきた。

「たまに何考えてるか分からないことがあって……今きちんと言い聞かせてるから、少し待って」

「頼むぜ、おい」

　決戦前に墜落したら目も当てられない。予想外の結末もいいところだ。

　前方に色鮮やかな翼達が集ってくる。独飛とバーバチカだ。南西に向かってエシュロン編隊を組んでいる。

　エメラルドグリーンの機体、ファントムが高度を上げた。

『ＢＡＲＢＩＥ03より編隊各機、方位を２４０に固定してください。高度は三万三千を維持、速度４６０ノット』

『ちまちました指示はいいからよ、作戦の全体像を教えやがれ。直前まで変更々々でどれが最新の情報か分かりやしねぇ』

　クロームオレンジの機体が急せかすようにバンクする。ファントムは忌いま々いましげに舌打ちした。

『今説明しようとしていたところです。やかましい山猿ですね。いちいち茶々を入れないでください』

　作戦情報が転送されてきた。ディスプレイに広域の戦術マップが映し出される。

　中国西部の国境線に味方マーカーが到達している。ブータン、ネパール、タジキスタン、カザフスタン、そしてウルムチ。〈球殻〉のいるタクラマカン砂漠を取り囲むように二千機の戦力が展開していた。

　事情を知らなければ全周からの総攻撃かと思っただろう。だが戦力配置は異常に偏っている。まばらに散開したマーカーの中に一ひと際きわ密集したポイントがあった。モンゴル南西部。すなわち自分達、アニマ隊の所属する主力部隊。

『事前にお父様から説明があった通り、本作戦は中国全土に対する陽動と、モンゴル南部の主攻から成り立ちます。既に三十六の攻勢点で戦闘が開始、敵を引きつけています。我々はこの隙に少しでも奥地まで進み〈球殻〉を急襲します。制限時間は今より一時間、そこを越えれば攪かく乱らんの効果がなくなり、敵が取って返してきます。彼我の戦力差は絶望的なレベルに広がり作戦は失敗するでしょう』

「淡々と言うなよ、そういうこと」

『事実ですから。とはいえ事前のＳＥＡＤが効いて敵はかなり混乱しています。これに今回の陽動を足せば、我々への圧力は最小化されるはずです。そうですね、ざっと数千機抜けばいいだけですよ』

「……」

　地図がズームアップして本隊の陣形・侵攻ルートが表示される。こうして見るとまるでタマネギの皮のように部隊が連なっていた。最さい奥おう部にいるのが自分達か？　各国の戦闘機がアニマ達を何十層にも渡って防御している。

『進軍スピードを保つために、迫る敵はいちいち駆逐していきません。攻撃を受けたら最外周の部隊が引きつけて別の方面に誘導します。残りの戦力は最大速度で前進、次の襲撃を受けたらまた最外周の部隊が対応します』

　一枚、一枚、部隊のマーカーが剝がれていく。本当にタマネギみたいだ。全てむき終わる寸前にアニマ隊が〈球殻〉に突入する。電子攻撃を示す矢印が敵マーカーに突き刺さっていた。

『予定通り、形状変更プログラムが機能すればこの時点で敵の圧力はなくなります。ザイは時間遡そ行こうして二度と復活しません。敵陣深くに突っこんだ味方も無事離脱できるわけです』

「簡単に言うけどさ」

　改めて綱渡りな作戦だった。退路という概念がまったく存在しない。不測の事態が起きても立ち止まることさえ許されなかった。

　そして、何より問題なのは敵の物量だ。ファントム達は知らないのだろう。かつての最終決戦で人類が感じた絶望を。大地を、空を埋め尽くすガラス細工の悪意を。

『大丈夫ですよ』

　スノーホワイトの前進翼機が横に並ぶ。装甲キャノピーのカメラがお辞儀するように上下した。

『あなた方に接近する敵弾は全て私が撃ち落としてみせます』

「ベルクト」

　白いイヌワシは翼を翻ひるがえしてバーバチカ隊に合流した。胴体下の大型ポッドが陽光に煌きらめく。ウルムチ攻撃の記憶が蘇よみがえった。回避不能の自分達を救った光の矢。

「あの装備……」

「近接防御用レーザー、米軍で研究されていたＳＨｉＥＬＤに似ている」

　グリペンの答えにまばたきする。

「レーザー？　戦闘機用の？　そんなの実用化されてたのか」

「限定的な用途であればＹＥＳ、あの兵器も自己防御・敵ミサイルの迎撃に特化している。現状の出力では遠距離の敵機を墜おとすような使い方は無理だから」

「盾がわりってことか」

　まさにシールドだ。光の速さで繰り出されるエネルギーの防壁。

　へぇと感心してシートにもたれる。

「俺達の機体にもつけてくれればいいのにな。そうしたらいちいちチャフだのフレアだの、ばらまかなくてよくなる」

「それは無理」

「？　なんでだ」

「使用電力が大きすぎる。サイズも規格外だし、他の兵装をある程度諦めないと積みこめない。ベルクトは多分、あのレーザーを装備するために全面改修されている。個体の戦闘能力を捨てて僚機の防御に徹するため」

　息を吞のんでベルクトを見つめる。かつて忌いむべき存在と見なされていた翼は、今や誰かを守るために飛ひ翔しようしていた。敵を墜おとすのでも施設を破壊するのでもなく、本当に仲間を救うためだけに。

「そうか、まぁあいつらしいっちゃ、あいつらしいな」

　自爆のために飛んでいた頃より、よほど活いき活いきしている。大地と空、宇宙を行き来した末にあるべき姿を得た感じだ。

　少し明るい気持ちになって視線を戻す。瞬間、電子音が響いた。

『こちらパペットマスター、デルタ24で前衛がボギーに接触した。戦闘開始。後続の敵編隊も複数確認している。全機警戒隊形』

　早期警戒管制機ＡＷＡＣＳの報告とともに戦術マップに赤い輝点が現れる。徐々に数を増しながら先頭部隊と混ざり合っていった。

『おいおい、随分気が早くねぇか』

　ジュラーヴリクの唸うなりはこちらの心情を代弁するものだった。まだ全行程の二割も踏破していない。陽動の効果が薄れるには早すぎた。

『まとまった戦力ではありません。哨しよう戒かい網の一つに引っかかった感じでしょう。本格的な迎撃にしては散発的すぎます』

　ファントムの答えにジュラーヴリクは乾いた笑いを返した。『で、この数かよ』と毒づく。

『タフな展開になりそうだぜ』

　会話が途切れた。しばらく戦術マップの更新音だけが響く。周囲の景色は変わらない。茫ぼう漠ばくたる空と大地がどこまでも広がっている。落ち着いたエンジン音はまるで旅客機にでも乗っているようだ。

　だが地図上の戦況はめまぐるしく変化している。ザイの数は増えて次々と防衛部隊が引き剝がされていた。前方ばかりではない、左右からも敵が接近している。離脱した味方同士が交錯して混乱に陥っていた。

　ラーストチュカが呻うめいた。

『管制が間に合ってない。敵の集結が早すぎる』

　ええっと。

「予定通りにさばけてないってことか？」

『見れば分かるだろう。陣形がぐしゃぐしゃだ。圧力の逃がし先がなくなっている』

　やがて彼方かなたの空に光が煌きらめき始める。火線と煙が染しみのように浮かび上がった。

「もう突破されたのか」

　ぞくりとした瞬間、左手でエンジン音が高鳴る。山吹色の機体が加速していた。風を切り裂き前方の戦場に向かっていく。

「おい、イーグル！」

　何をしているんだ。敵が迫っているなら、むしろ味方の奥に退避しなければならないのに。

「戻れ！　突出すると狙い撃たれるぞ！」

『ううん』

　迷いのない否定が返ってきた。

『ここで前に出ないと多分だめだよ。みんなまとめて潰されちゃう。いっぱいにはいっぱいで返さないと』

「ああ？」

『バラバラだとねー、ぐわーっと来られてばーんとやられて、次の人もばーんっとなっちゃうんだよ』

「何を言っているんだ、おまえは……」

　あいかわらずよく分からない。混乱しているとファントムが口を挟んできた。

『遊兵になっているということですか？　こちらの多層防御が』

　イーグルはううんと唸うなった。

『よく分かんないけどぉ、なんか嫌な感じがする！』

「なんかって、おまえなぁ」

『いえ、多分あってます、その勘』

　ベルクトがデータを転送してきた。彼我の陣形の変化がプレイバックされる。

『散発的な攻撃をさばくなら今のプランで問題ありません。ですがこのスピードで敵に集結されると、正面戦力の数が戦闘の帰き趨すうを決します。今の状態では薄く分割された防衛線が敵の圧力を受けて各個撃破されています。押し返すにはこちらも戦力を集結しないと』

「俺達も含めてか」

『ＥＰＣＭ下での作戦行動はアニマのサポートが必須です。私達がハブとなって敵を押し戻す。それ以外に状況を改善する方法はない……ですよね？』

『そう！　イーグル、そんな感じのことが言いたかったの！』

「本当かよ」

　どうにも疑わしいがベルクトが適当なことを言うはずもない。ファントムはしばらく沈黙していたが覚悟を決めたように深呼吸した。

『いいでしょう、戦闘に加わります。ここまで乱戦になると下手な理屈より本能の方が信じられるかもしれません。バーバチカ隊は？』

『訊きくだけ野暮だ。獲物を前にお預け食らって苛いら々いらしてたんだよ。だんまり決めこむならこっちから尻を蹴飛ばすところだったぜ』

『山猿』

　つぶやきは決して不快げではなかった。ファントムの排気炎が明るくなる。

『編隊全機、イーグルに続きます。目標、前方の敵集団』

　緑、紫、それを追い抜くようにオレンジ、アクアマリン、フレンチベージュ、スノーホワイトの光が増速する。

　早期警戒管制機ＡＷＡＣＳが慌てた様子で回線を開いてきた。

『ＢＡＲＢＩＥ、バーバチカ、そっちは前線だ。速度を落とせ、味方のカバーが間に合わない』

『カバーの必要はありません。敵ＥＰＣＭに最大出力のカウンターを仕掛けます。一時的にレーダーが復帰しますから陣形を立て直してください。新しい管制プランを送ります』

『何を』

『説明している余裕はありません。バイパーゼロ、手伝ってください。ＥＰＣＣＭ、オーバーブースト』

　ラベンダーパープルの機体が発光した。暴力的な波動が空気を震わす。レーダーが波打ち、次いで全てのノイズが消えた。

『前進フペリヨート！』

　ジュラーヴリクが咆ほう哮こうする。弾はじかれたようにロシア機達が飛び出した。光の軌跡を残しながら敵集団に突進、爆炎を生み出し始める。

　先行したイーグルも既に戦闘に入っていた。混乱したザイを追い回しては味方の離脱を助けている。ほとばしる火線が敵機を爆散させた。

「慧けい、二時の方向、敵機」

　グリペンの声に視線を向ける。前衛を突破した敵編隊が接近していた。自衛隊機が迎撃に向かっているが間に合いそうにない。

　深呼吸してスロットルレバーを握りしめた。グリップの感触を確かめる。

「初うい陣じんだな。よろしく頼むぞ」

　凶暴なエンジン音が呼びかけに答えた。操縦桿かんを倒した途端、突風でも食らったように機体が横転する。激しい衝撃波を生み出しながら音速突破、敵機側面に回りこんだ。

　全周モニタのターゲット指示器が敵影をとらえる。ロックオン。が、次の瞬間にはもうその姿がフレイムアウトしていた。機体の制動が利きかない。風切り音とともに彼我の航跡が交錯する。

「くそっ」

　パワーがありすぎる。Ｄ型とはまったく違う操縦特性だ。小回りの利きく短剣ではなく大剣を振り回している感じ。安易にエンジン出力を上げるととんでもないことになる。

（もう一度）

　十分に距離を取ってから百八十度ターン、慎重にスロットルを開き目標を目指した。ターゲットマーカーの距離表示が急減していく。あと五、三、一。

「ロックオン」

　グリペンの報告と同時にリリースボタンを押していた。翼下のミサイルが放たれる。反転する敵機がチャフ・フレアを放出するも狙い過あやまたず胴体中央を射い貫ぬいた。

「キル」

　肩の力が抜ける。だが接近中の敵はまだ存在していた。脅威認識を改めたのか、別のザイも集まってきている。

（こいつはちょっと厳しいな）

　いちいちパワー補正していたら戦闘にならない。馬鹿力で素振りし続けるようなものだ。もう少しなんとかしなければと思ったが、

「慧けい、少し戦い方を変えてみてほしい」

　唐突な提案にまばたきする。グリペンは虚こ空くうを眺めていた。

「というと？」

「敵を正面からとらえる必要はない。エンジンパワーを活いかして急接近、ミサイル発射して離脱。この繰り返しで多分戦果は上げられる。レーダー探知範囲と誘導能力も向上してるから」

「ええっと」

「突っこんで撃ってもらえれば、あとはこちらでなんとかするということ」

「目標指示はどうするんだよ、どの敵を撃つかって、俺の判断は」

「レーダーマップ上での照準を可能にしておく。事前にターゲットを選択して射程に入り次第撃ってもらえればいい」

「そんなことできるのかよ」

　半信半疑でうかがうも、グリペンの顔に迷いはなかった。ガクンと衝撃が突き上げる。スロットルとレバーの手応えがなくなった。

「おい」

「イメージを見せる。二度は無理だからしっかり覚えて」

　それ以上訊たずねる間もなくシートに叩たたきつけられた。大気が壁と化して全身にのしかかってくる。

　アニマ制御のドーターはロケットのような勢いで上昇した。大Ｒで旋回、速度を保ったまま敵編隊に突っこんだ。

　え、と思った時にはもう敵機が複数、爆発していた。背後の炎が猛速で遠ざかっていく。

　残りの敵は……追随できない。辻つじ斬りのような暴力にただただ右往左往している。

「あ、ああ？」

「ユー・ハブ・コントロール」

　操縦桿かんの感触が戻った。レクチャー終了ということか。舌打ちして空を見渡す。慌ただしすぎていまいちつかめない。だが、これ以上グリペンに負荷をかけるわけにもいかなかった。あとは実践あるのみ。

　左手向こうで味方機がザイの追撃を受けている。仕方ない、あれをやろう。

（要は恐こわがるなって話か）

　ラダーペダルを踏みこむ。敵の進行方向を見据えて加速した。

（短剣での攻撃を急所狙いとするならば、大剣は大振りでの範囲攻撃。いちいち点を見据えなくても空間丸ごと撫なで切ぎりにすればいい。だから思い切って最大速度で接近・攻撃・離脱）

　レーダー上のターゲットを選択しておく。激しいＧに耐えながら針路を維持、ロックオンの音とともにウェポンリリースボタンを押しこんだ。

　一瞬、時間の流れが遅くなったように思えた。

　自機の進路からミサイルが離れる。遠ざかる敵と弾道が吸いつけられたように近づく。二つのシルエットが重なり、弾頭が膨れ上がる。フラッシュ、破片のあとに煙と炎が生じて撃墜を報しらせた。

（やった）

　機体の動きとイメージがピタリと合った。鳥肌が立つ。そうか、こいつは今みたいな戦い方を望んでいるのか。

　分かってしまえば話は早い。スロットルを開いたまま次の戦場に向かう。残弾と敵の数を確認しながら攻撃を反復した。

　突入して攪かく乱らん。

　砲撃して離脱。

　次のターゲットを選定、再突入、攻撃、離脱。

　──。

『おっしゃ、あと少しで押し返せるぞ！』

　ジュラーヴリクの勝ちどきが響く。気づけば敵影は大分まばらになっていた。味方の被害も最小限に留とどまっている。このままいけば予定の進行速度を保てると思った時だった。

　電子音とともにＡＷＡＣＳの報告が飛びこんできた。

『前方に新たな敵集団を発見、距離５７、数……』

　絶句の呻うめきが聞こえた。レーダーに無数の輝点が生まれている。密集した反応が雲のようになっていた。

『はっ』

　ジュラーヴリクが乾いた笑いを漏らした。

『随分、豪勢なもてなしじゃねぇか』

　フリップが増殖する。百、二百、三百。気づけば彼方かなたの空に帯のような煌きらめきが生じていた。重なり合った光が個々の輪郭を滲にじませている。

『全部で千機はいますね』

　ファントムの声は静かだった。感情を極度に排した口調で続ける。

『相撃ち覚悟で突っこめば二割は抜けられるでしょう』

「やり合う気か、真正面から」

　いくらなんでも無謀すぎる。片道切符の特攻作戦ではなかったはずだ。

「避ければいいだろう、この距離ならまだ迂う回かいして振り切ることもできるはずだ」

『そして敵本隊に集結の時間を与えるんですか？　何度でも言いますが、目の前の敵は哨しよう戒かいラインの一部に過ぎません。本隊とぶつかったが最後、私達の勝機はなくなります。今は時間が全てに優先するんですよ』

「だからって」

『よーし、お喋しやべりはそこまでだ』

　ジュラーヴリクが無線に割りこんでくる。ＢＡ03──パクファからの管制プランがディスプレイに転送されてきた。

『あのお客さんはあたし達が引き受ける。味方の半分はもらうぞ。残りの行程が少し大変だろうが、そのへんはクソ緑の機転でなんとかしろ』

『何を、馬鹿なことを』

　ファントムが語気を荒らげた。

『全力で挑んでようやく抜けるかという数ですよ。半減した戦力でどう対処するつもりですか。目の前の敵もまだ潰し終わっていないのに』

　まさか──と押し殺した声音が続く。カメラアイでクロームオレンジの機体を睨にらみつけながら。

『死ぬ気ですか』

『はっ、誰に物言っていやがる』

　嘲りも露あらわに笑い飛ばされた。

『あたし達の命と身体からだは全て祖国、ロシアのものだ。おまえらなんかのために死んでたまるもんか。安心しろ、馬鹿正直にやりあったりしない。要はピンク色が敵の親玉にたどりつくまで持ちこたえりゃいいんだろ。三十分かそこらだ、十分勝算はある』

『……』

『信じろよ。その程度の働きは見せてきただろ』

　盛大な溜ため息いきが漏れた。

『イワンの約束に期待するとは、私も焼きが回ったものですね』

『らしくねぇのはお互い様だろ。全部終わったらご期待通り、つかみあいの喧けん嘩かでもしてやるよ。今はとにかく作戦の成功が第一だ。──ベルクト』

『はい、姉様』

『おまえはピンク色についていけ、最後の最後まで離れるんじゃねぇぞ、絶対に守り切れ』

『了解しました』

「おい、おい、マジかよ。本気であの群れに突っこむ気か」

　なぜ議論がスムーズに進んでいるのか分からなかった。千機以上のザイに分散した軍で当たろうとは、正気の沙汰とは思えない。

　だがファントム、イーグル、バイパーゼロはもう離脱し始めていた。味方の陣形も二つに分かれている。

「ファントム！」

『私達がさっさと片をつければいいだけです。迷っていればその分、彼女達の窮地が長引きますよ』

「そうかもしれないけど」

　レーダーアラートが響き渡る。右手からザイが接近していた。機首の砲口が煌きらめく。歯がみして回避しかけた途端、直上からの火線がザイを射い貫ぬいた。割れた翼から炎が噴き出して爆発。その上空をアクアマリンの双発機が飛び過ぎていった。

『さっさと行け、イポーシュカ！　邪魔だ！』

「ラーストチュカ」

　操縦桿かんを握りしめる。スロットルレバーを押しこみファントム達に続いた。背後の戦闘が遠ざかる。バーバチカ達の光も無数の黒点に紛れて見えなくなった。

『達者でな、お兄さん、ピンク色』

　ノイズ混じりの無線が伝わってくる。ジュラーヴリクの声は奇妙に優しかった。

『緑色も墜おちるなよ』

　通信が途切れた。なんとも言えない沈黙が満ちる。ファントムは軋きしるように唸うなった。

『最後の最後に……忌いま々いましい』

　──DON'T WORRY,WE'LL MEET AGAIN SOON（大丈夫、またすぐ会えるから）

　バイパーゼロのメッセージに溜ため息いきが答える。ややあってファントムは『そうですね』とつぶやいた。

『先を急ぎましょう、あと五百キロです』

「待って」

　グリペンが声を上げた。

「前方に変な波がある。あとから出た揺らぎが先に出たものを打ち消している感じ。すごくたくさん……何？」

『打ち消し？』

「せめぎ合って、お互い溶けてなくなっている。……また。ざわざわする」

　はっと息を吞のむ気配がした。ファントムが速度を上げる。

『赤外線を計測してください。感度を最大にして、個体識別は必要ありません。背景輻ふく射しやはこちらで除去します』

　索敵モード変更。暗転したスクリーンにぽつんと染しみが生じた。それが増殖し進路上の空を埋め尽くすのに大して時間はかからなかった。

　未確認機多数。同高度で接近中。

『なんでー!?』

　イーグルの悲鳴にファントムの唸うなりが重なった。

『アクティブステルスです。スマートスキン装備の新型でしょう』

『あく……う？』

『超小型の電波輻ふく射しや器を全体にまとって、相手のレーダー波を打ち消す仕組みです。ＥＰＣＭも抑止しているからおそらく伏兵として待機していたのでしょう。もし私達が何も考えずに先の大軍を避けていたら、この場で待ち伏せ、追っ手にも挟撃されていたはずです』

　ぞっとする。ジュラーヴリク達が防壁を買って出なければ大混乱に陥っていたはずだ。混濁した戦況で最適な判断を下した彼女には感謝しかない。

　だが危機的状況であることに変わりはなかった。先ほどより小勢だが、前方にはかなりの数が展開している。まともにやりあえば大損害を受けるだろう。

　──ANOTHER BANDITS 5O'CLOCK（新たな敵編隊、五時方向）

「何!?」

　バイパーゼロの報告に目を剝むく。

　気づけば後方から新手が接近してきていた。二個飛行隊規模。慌てて護衛部隊が迎撃に向かうも陣形は大いに乱されていた。前衛集団も迫る圧力に混乱している。

『ベクター２００に進んでください！　全速力！　包囲される前に！』

　左手前方に部隊が移動し始める。だが鈍い。戦術マップ上の味方マーカーは苛いら立だたしいほど遅々としか動かなかった。縮尺が小さいからだ、と分かっているが敵は自部隊を上回る勢いで活路を塞ぎかけている。

　スロットル全開、燃料消費が跳ね上がるのも構わずに距離を稼ぐ。陣形外周で小こ競ぜり合あいの炎が上がり始めた。飛来したミサイルをベルクトのレーザーが叩たたき落おとす。プレス機から逃れようとする鼠ねずみのようだ。あるいは巨人の掌てのひらに追われる羽虫か。なんとかもう少し、速度を上げて。喘あえぎつつ正面を見据えた時だった。

　警報が鳴った。

　進路上に第三の不明機集団、反応多数。

　レーダーに大量の輝点が現れていた。こちらの前進を阻はばむように高速で接近してくる。

　更なる敵の増援？　数百機規模？

　血の気が引く。呼吸が止まる。

　だめだ、ぶつかるしかない。突破できるのか？　後ろのザイは、残り時間は。

　半ばパニックに陥りかけた瞬間だった。

　敵第三波が変針した。

　鋭角を描いて左旋回、敵伏兵部隊の脇腹に突入する。予想外の攻撃を受けたステルス型ザイはにわかに壊乱した。圧力を受け流すことができず、陣形をたわませる。被撃墜の炎と煙が彼方かなたの空にあふれた。

「な……」

　仲間割れ？　誤射？　なんで。

　前方をデルタ翼の編隊が駆け抜けていった。グリペン？　いや違う。大柄で曲線的、双発の機体は、まさか。

「ラファール!?」

『遅くなった。無事か、ムッシュ』

　落ち着いた声は聞き違えようもない、黒髪のアニマのものだ。編隊先頭の黒鳥はオニキスのような翼を煌きらめかせた。

『電波封止して進んでいたら思いの外、時間がかかってな。合流に予期せぬロスが生まれてしまった。すまない、ＥＵ上層部がもう少し決断を早めていれば作戦開始に間に合ったんだが』

「ＥＵ……」

　よく見れば出現した増援は欧州機ばかりだった。ＥＦ‐２０００タイフーン、トーネード、ミラージュ、紅白のラウンデルをつけたＦ‐16。

（そういえば）

　ベラヤで起きた作戦崩壊の危機。あの時に退出した士官はＥＵの所属だった。結局復帰することなく、本国で喧けん々けん諤がく々がくの議論を繰り返してきたのか？　で、全てが動き出したのを見て慌てて兵を出してきた？

（なんとまぁ）

　呆あきれると同時によくこのタイミングでという驚きがある。絶体絶命な状況での支援、戦況を変える一撃。

　感無量の視線を感じたのか、ラファールは愉快そうに告げた。

『言っただろう、来たるべき時に私は君達の盾になると』

　ロシア国境、パクファを護衛する時に交わした誓い。確かに彼女は言った。身命を賭として味方の命を守ってみせると。

（ああ）

　鳥肌が立った。身体からだの奥底から震えが込み上げてくる。

「格好よすぎです、惚ほれてしまいそうですよ」

『大変光栄だが君、そういうことは思い人の前で言うものじゃない。グリペンのＥＧＧが一瞬殺気を孕はらんだぞ』

「え」

『冗談だ。多少不安定になったのは確かだがな。ふふん、色々あったようだな。以前よりも強い絆きずなが感じられる』

「……」

『事情は諸もろ々もろ承知している。よい答えを出せることを祈っているよ。我々アニマにとって君達の関係は理想なのだから』

　よい旅をボン・ボヤージ。

　告げてオニキスの機体が輝きを増す。上昇とともに速度を上げた。

『欧州連合軍、十二個航空団！　これよりドクヒの道を切り開く。続け、古き大陸の民よ！　彼らの前に我らが武威を示せ！』

　デルタ翼の編隊が突進した。先ほどに倍する火力が敵陣で弾はじける。ガラス細工の翼が方々で砕け散った。

　反撃も凄すさまじかったがＥＵ機は怯ひるまなかった。味方の爆炎を切り裂いて敵機に食らいついていく。飛び交うミサイルと機関砲弾が花火のように煌きらめいた。

　轟ごうっと音を立ててイーグル・バイパーゼロが上昇した。数回バンクしてＥＵ機を目指していく。

『イーグル達もここで戦うよ！　後ろの敵もやっつけたいし、多分それが一番いいと思う！』

　──ＧＯ　ＡＨＥＡＤ　01（01は前へ）

　止める間もなく二機は戦場に向かっていった。もはや別れを惜しんでいる暇もない。残り時間は少なく目的地も近づいていた。

　乱戦の合間を縫って前進、雲と陽光を切り裂きながらひたすら大陸最さい奥おう部に向かっていく。いつしか大地の起伏は消えて波紋のような砂が眼下の世界を覆っていた。

　静かだった。

　ザイの姿はない。大陸中で生起している戦闘が台風の目を生み出しているのか。ＥＰＣＭのノイズもレーダーの警告音もぷっつりと失うせていた。

　残った味方はファントム、ベルクト。人ならざる少女の駆る機体だけが、無人の野を飛び続けている。

『高度を落としましょう、ここまで来ると速度よりレーダーの回避を優先したいです』

　ファントムの指示に従い降下する。風の抵抗が強まり地平線が迫ってきた。茫ぼう洋ようとした砂漠がどこまでも広がっている。右を見ても左を見ても尽きることのないカーキ色のカーペット。

「何もないな、死の大地って感じだ」

『そう思いますか？』

　ベルクトからの通信が入ってきた。

『意外と生き物がいるんですよ、このあたり。ラクダとかオオミミトビネズミとか、あと植物ならコヨウとかも』

「へぇ、物知りだな」

『本で読んだ知識ですけどね。ずっと来てみたいと思ってたんです。タクラマカン砂漠。楼ろう蘭らん・西域・東西の世界を結ぶオアシスの道』

『シルクロードですか』

　ファントムの相づちに心が揺れる。遠い記憶が呼び覚まされた。まだ全てが平和で穏やかで希望に満ちあふれていた頃、セスナの操縦席で母と交わした会話。

　──シルクロードの空に天国があるんだってさ。

　──慧けいが大きくなって免許取ったら一緒に見にいこうか。

（このあたりなのか）

　そう言えばエアショーをやった空港もタクラマカン砂漠のすぐ近くだった。ショーの寸前、一緒に飛んでみるかと誘われたっけ。悠久の地平を見に、天国を探しに。

（天国）

　結局なんのことか分からずじまいだった。言った本人も『どういうものかは分からない』と付け加えていた気がする。適当な人だから小耳に挟んだ噂うわさを拡大解釈していたのかも。

　苦笑気味に口元を歪ゆがめた時だった。




　地平線が輝いた。




「なっ」

　一面の青が広がる。砂の色が消える。上下左右どこを見ても大地がない。ただ澄んだスカイブルーの光だけが視界の限り続いていた。

「空間異常!?」

『違います、これは！』

　ファントムが喘あえぐ。エメラルドグリーンの機体が動揺していた。

『塩湖です。広大な塩原に水が溜たまって鏡のようになっているんです。でも、どうしてこんな、地図には湖なんて』

『ロプノール』

　ベルクトの声はかすれていた。震えた吐息が無線を揺らす。

『さまよえる湖、本当にあったんですね』

「え？」

『都市国家楼ろう蘭らんの東にあった巨大な湖です。強風や浸食の作用で地形が削られ移動するので、〈さまよえる湖〉と呼ばれていました。二十世紀に入ってからダム建設や乾燥化で消滅したと言われていましたが』

『周辺のインフラがザイに破壊されたから……タリム川のダムや塩田がなくなって……だから湖が戻ってきた』

　逆さ雲が眼下を流れていく。大地の奥に太陽の輝きが見えた。光の悪戯いたずらだと分かっても、なお心揺さぶられる。やがて湖が途切れて砂漠の大地が戻ってきたが、今見た景色は目ま蓋ぶたに焼きついていた。

（天国だ）

　母親の夢見た景色は、約束の場所は確かに存在していた。十年近くの時を経て自分の前に現れてくれた。

「よく……ここまで」

　刹那、走そう馬ま灯とうのように今までの出来事が駆け巡った。カラマイ空港の悪夢、上海シヤンハイ脱出、赤い翼との出会い、小こ松まつ基地での日々、ハンボグドの絶望、そして再起。

　どれ一つ欠けてもここには来られなかった。上海シヤンハイ沖で救命艇に閉じこもっていたら、小こ松まつの生活に安住していたら、〈繰り返し〉の真実に耐えられなかったら、母との約束は一生果たされなかっただろう。ザイを倒したい、グリペンを救いたい、ただ必死に意思を持って歩み続けたから。

（意思）

　喘あえぎが漏れる。

　言葉が、気づきが身体からだを貫いた。

（意思を持っていたから俺はグリペンに出会えた。ここまでやってこられた。じゃあそれがなかったら？）

『前方！　空が！』

　ベルクトの声に顔を上げる。光が降ってきていた。十、二十、三十。数え切れないほどの輝きが大地に注いでいる。流星雨のようだ。真っ青な空を満たす炎の雨。

『通常弾頭型ＩＣＢＭの支援攻撃です。だとしたらあの下に』

　ファントムの説明を最後まで聞く必要はなかった。天の底に巨大な構造物が見える。墜落した月を思わせる歪いびつな球体。何層にも及ぶ外殻が複雑に絡からみ合あい鳴動している。もはや姿を隠す必要もなくなったのか、黒鉄色の外観を陽光にさらしている。

　砲火が上がった。無数の近接防御兵器が起動して、迫る弾頭を狙い撃つ。垂直上昇型のザイも次々と発射されては空に光の華を咲かせていた。

　警告音が鳴り響く。

　敵のマーカーがこちらに向かい始めていた。

「察知された。インターセプタ、来る」

　グリペンの報告に視線を落とす。

「あとどのくらいだ、距離」

「１２、プログラムの有効射程まで１１」

「よし、もう匍ほ匐ふく前進はいいだろう。高度上げるぞ、最大速度！」

　操縦桿かんを引く。突き上げるような浮遊感とＧが同時に襲いかかってきた。視界が広がり〈球殻〉の全景が露あらわになった。砂漠に黒々とした影を落とす、未来人の妄執・後悔。

　向かってきた敵機を狙い撃つ。ミサイルと機関砲弾を交互にぶつけて道を切り開いていく。側面から大量のミサイルが飛来するも、ベルクトのレーザーが瞬時になぎ払った。肉薄する敵はファントムの砲撃が打ち砕く。

　有効射程まであと８ノーティカルマイル。

「二時の方向、敵機多数！　上空からも！」

「このままいけるか!?」

「全弾撃たれたら捌さばききれない！　ベルクトのレーザーでも」

『任せてください！』

　イヌワシが増速した。白い翼をはためかせて右手前方に昇っていく。

『〈誘ゆう蛾が灯とう〉を解放します。編隊リンクにＥＰＣＭが流れますからシールドしてください。展開五秒前』

　爆音のあとに激しいノイズが続いた。虹色の波動が放射状に広がっていく。光に打たれたザイが弾はじかれたように進路を変更する。

『今のうちに！』

「了解！」

　ぽっかりと開いた空くう隙げきに赤と緑の稲妻が突っこむ。駆けつけてきたザイにファントムのミサイルが突き刺さった。爆発。かぶせるように砲撃、斉射。粉砕。その向こうに見える敵集団に空自最古参の機体は残弾の全てを叩たたきこんだ。

　黒煙と炎が晴れて空色の道が生まれる。もはや遮るものはない。正面前方に黒々とした影をとらえる。ターゲットコンテナが自動で立ち上がり目標を照準した。有効射程まであと四、三、二──

「アクセス・スタート」

　グリペンの声とともにコンテナが赤く染まる。大量のデータがディスプレイを流れ始めた。〈球殻〉へのクラックコード。再生システムを破壊して時間遡そ行こうを行わせる仕掛け。注入されたウィルスが増殖し、構造物の中身を書き換えていく。

　ＢＥＥＰ。

　ディスプレイに追加のウィンドウが開いている。

〈ＮＯＮ─ＭＡＳＫＡＢＬＥ　ＩＮＴＥＲＲＵＰＴ（緊急割りこみ）〉

　メッセージに続けて〈ＲＵＮ（実行）〉と〈ＣＡＮＣＥＬ〉のボタンが現れていた。

　カウントダウンが始まっている。おそらくクラックコードが目的を果たすまでの時間だろう。残り三十秒、追加の処理を行うならタイムリミットまでに選択する必要がある。

　二十六、二十五、二十四、二十三。

　スロットルから手を離し深呼吸した。画面に向けてゆっくりと指を伸ばす。

「慧けい」

　グリペンは不安そうだった。訴えかけるような眼まな差ざしでこちらを見ている。強い不安が瞳の奥にあった。

　苦笑が漏れた。まったく、何が「選択を尊重する」だよ。全然納得していないじゃないか。

　十九、十八、十七、十六。

　嘆息して目を閉じる。再度己の心に問いかける。

　アンフィジカルレイヤーへの道を開くか、現実世界に留とどまるか。彼女とともに行く〈ＲＵＮ〉か、彼女を見送る〈ＣＡＮＣＥＬ〉か。

　七、六、五。

（ああ、分かってる。もう迷わない）

　自分の意識と感情に向き合いながら、指先を〈ＣＡＮＣＥＬ〉に当てた。

　一瞬の間があった。ややあって「え？」とグリペンがまばたきする。信じられないものを見たようにディスプレイを眺めて、それからもう一度向き直ってきた。

「いい……の？」

「まぁな、回り道したけどようやく分かったんだ。二人で〈本質〉に還元されても同じ関係じゃいられない。今の続きにはならないんだって」

　ロプノールの湖を見て確信した。

　人は何かを求めるからこそ、あがき、もがき、進み続ける。最初から完璧な〈本質〉にはそれが叶かなわない。

　仮に人類全てが概念の欠片かけらに分解されたとしよう。彼らは穏やかな眠りにつき、進歩も思考も止めてしまうだろう。課題がなければ解決もない。敵を倒す武器、生活を豊かにする道具、飢えや寒さを防ぐ仕組み、全てが失われる。もちろん空を飛ぶ欲求もなくなるはずだ。飛行機という道具は不要になり、アニマの存在意義もまた失われる。

　だからこそ、グリペンは鳴なる谷たに慧けいに人のまま居続けてほしかった。アニマを、自分達を使いこなし世界を前進させていくことを願った。

「俺が引っ張っておまえが飛ぶ。最初からそうだったもんな。二人でだんまりのまま眠り続けるなんて想像もつかない」

「慧けい……」

「人の形はなくしても俺のために飛んでくれるんだろう？　操縦桿かんを動かせば、スロットルを開けば、ちゃんと答えてくれる」

　グリペンはしばらく沈黙して、うなずいた。もう一度力強く「うん」と肯定する。

『……ようやく理解したみたいですね』

　ファントムが語りかけてきた。普段の毒舌が噓うそのように爽やかな口調になっている。

『人間とは〈変革への意思〉と、それを叶かなえるための〈肉体〉を持った存在。どちらが欠けてもなりたたないんですよ。他者の意思を実現するために生まれた私達とは違います』

「だったら最初からそう言えよ」

『自分で気づくのが大切なんですよ。無自覚な〈意思〉などないも同然です。あなたがこのあとも世界を動かしていくのなら、それが何によるものか知っておかないと』

「……理想に向かう……〈思い〉か」

　現実を変えようとあがき続けたからグリペンに出会えた。こんなところまでたどりつけた。結局、自分はどうしようもないくらい〈人間〉だったということだ。そしてグリペンはそんな〈人間〉を好きになりここまで付き合ってくれた。

「ありがとうな、今まで」

　バックミラーのグリペンを、空に舞う白と緑の翼を見渡す。

「ファントムも、ベルクトも」

〈球殻〉の表面に無数の光が浮かんでいた。まるで止まっていた蛍の群が飛び立つように外壁が崩れていく。輝きを失ったガラス細工の翼が次々と墜おちていった。空からは相変わらず火の雨が降り注いでいる。幻想的な光景だった。あたかも長い劇のフィナーレが催されているかのように、大地と空が灯あかりで満たされている。

　ベルクトが笑った。

『礼を言うのはこちらの方です。ありがとうございました。自爆兵器だった私を仲間として扱ってくれて。最後の瞬間に立ち会わせてくれて。おかげでこんな安らかな気持ちで眠りにつけます』

　ファントムが微笑した。

『私のレクチャーはここまでです。次からはもう少し自分で考えて、スマートにことを進めていってくださいね。人付き合いも、飛行機の操縦も、あと世界の救済も』

　背後のグリペンは唇を結んでいた。鼻の頭を赤く染めて泣き笑いの表情になっている。

　彼女は戦慄わななくように口元を震わせた。

「大好きだから」

「ああ」

「ずっとずっと好きだから」

「ああ、ああ」

　ディスプレイの味方マーカーにＡＵＴＯ ＰＩＬＯＴの文字が点ともり始める。最初はベルクト、ファントム、次いで他のアニマ達。

　グリペンもまた輪郭を朧おぼろにしていた。桃色髪が無数の光を孕はらんでいる。ダイレクトリンクにエラーが発生していた。少女の肉体から魂が抜け落ちていく。

〈球殻〉はもはや半分以上姿を消していた。終幕だ。時間遡そ行こうした先でザイが再構成されることはなく、その対抗手段であるアニマが出現することもない。

　非日常が終わる。

　歴史が修正される。

　伸ばした手を彼女は弱々しくつかみ返してきた。絡からみ合あった指が体温を伝えてくる。込み上げる思いを察したように彼女は「大丈夫」と言った。
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「私達はいつでもあなたと一緒にいるから」

　最後に一度、朗らかな笑みを浮かべる。涙に滲にじんだ目を緩めてグリペンは告げた。




　新たなノヴア……時代をエラ。
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モルディブ・ガン空港・ＰＫＦ空軍基地




二〇二八年一月十一日午前十一時　ＭＶＴ






　狭い待機スペースにベルの音が響き渡る。

　バネ仕じ掛かけの人形のようにパイロット達が立ち上がった。アラートハンガーに続く扉を押し開けて慌ただしく走り出ていく。

　スクランブルだ。

　基地内無線が切迫した指示を流している。

『国籍不明機二機、〈鐘楼〉に接近中。ＭＬＯの機体と思われる。プライマリＳＣは直ちに発進、セカンダリＳＣもコクピットスタンバイ』

「マジかよ」

　疲労のたまった身体からだを無理矢理起き上がらせる。セカンダリＳＣ、即すなわち二次スクランブル要員たる自分達のことだ。不測の事態に備えてコクピットでスタンバイ待機するよう命じられている。

（まったく）

　ここのところどうにも引きが強い。三日くらい連続で緊急出撃している気がする。幸い実弾戦闘には至っていないが、一度飛べば体力の半ばを奪われる。せめて予備の時くらい気を休めたかったが、

「ＭＬＯが一エレメントで来ることってまずないですからね。上も学習したんじゃないですか、どうせ増援を出すなら早いうちに準備しておけって」

　バディのブラジル人士官が悪戯いたずらっぽい笑みを向けてくる。浅黒の肌と白い歯。童顔で幼く見えるが実はかなりのベテランだ。先の北阿動乱では随分星を稼いだと聞く。まぁ、そもそも古参以外がこんなきな臭い土地に派遣されることもないだろうが。

　グローブをつかんで手に塡はめる。士官に並んで歩き出しながら舌打ちした。

「学習するなら、むしろ戦力不足を学んでほしいけどな。毎度毎度綱渡りでロクに休みも取れやしない」

「確かに、危険手当だけで家が建ちそうですからね」

「ＭＬＯの連中はどうなんだ？　あいつらだって戦力が潤沢なわけじゃないだろう、なのに毎日毎日元気いっぱいで」

「まぁ、あれ、実態がどこの国か分かったもんじゃないですから」

　ハンガーに出る。開いた扉の向こうに南国の空が見えた。冬でもなお鮮やかな紺こん碧ぺきの大気、刷は毛けで刷はいたような白い雲。

　果てしなく続く蒼そう空くうに一筋、銀色の線が浮かび上がっていた。広がった基部が徐々にすぼまり宇宙に吸いこまれている。天と地を貫く巨大な柱、全長十万キロの軌道塔、通称〈鐘楼〉。

　国際共同で建設中の宇宙輸送設備トランスポータだ。遠心力でケーブルを固定することで低コストな軌道輸送を実現できる。もはや打ち上げの度に莫ばく大だいな燃料を消費することはない。完成の暁には、星の海へのアクセスが一気に改善するはずだ。

　だが。

「使い方次第ですからねぇ、あいつも。軍事用途に使おうと思ったらいくらでも使えますし」

「たとえば？」

「核弾頭をたくさん低軌道に運んで待機させておく。一命あれば眼下の国にドッカン。攻撃の兆候もつかみづらいし何より費用対効果がよすぎます。装甲サイロや戦略潜水艦を持つコストもなくなりますし」

「国際共同の設備だぞ、そんなの許されるわけないだろ」

「全世界がこのプロジェクトに参加してるわけじゃないですし」

「ああ」

　確かに、モルディブへの施設誘致を巡ってはかなりのゴタゴタがあった。構造体への張力を最小化するために、赤道直下に建設することこそ決まっていたが、実際の候補地選びは難航した。議論の途中で去ってしまった国もたくさんある。何よりアメリカが未参加というのが状況の混迷を示していた。

「我々みたいな非核保有国にはどうってことないですけどね、いわゆる核クラブの国々は気が気じゃないと思いますよ。目の前でルール・チェンジャーが建築されているのは」

「だから反政府軍に手を貸しているっていうのか？」

「だとすれば、さっきの疑問にも答えがつきますよね。たかだか人口四十万の島国の反乱軍がなんで装備も人員も充実しているのか」

「めんどくせぇ話だな」

　ＭＬＯ──モルディブ解放機構の要求は漠然としている。外国資本の搾さく取しゆを許すな、国土の破壊を防げ、宇宙開発よりも温暖化対策を、ｅｔｃｅｔｃ。

　一見青臭い主張が実は大国のパワーゲームの隠かくれ蓑みのだとすればこれほど気鬱なことはない。一体人類はザイとの戦争から何を学んだのか、悩みたくもなる。

　ブラジル人士官は片目をすがめて〈鐘楼〉を眺めた。

「いっそ、こんなプロジェクトやめてしまえばとも思いますよね。ポストコールドウォーの時代はまがりなりにも安定していたわけですし、もとの状況に戻れば」

「いや、いやそいつはだめだ」

　意外そうな視線を感じながら天を仰いだ。

「この地上で右往左往している限り、いつか俺達は行き詰まる。資源やエネルギーを使い尽くしてどこにも行けなくなるんだ。そうなってから『ああしていればよかった』、『こうしていればよかった』と言っても遅いだろう？　だから早めに手を打つんだ。宇宙への道を切り開いて使える資源の量自体を増やす」

「はぁ」

　ブラジル人士官はきょとんとしていた。国際情勢に無頓着な男が一体何を語り出したのか訝いぶかしんでいるのだろう。構うものか。今の言葉は真実で、そして俺の行動の柱だ。

　ハンガーに互いの乗機が引き出されてくる。

　ブラジル人士官の機体はラファールＭＫ２＋だった。もともと流麗だったシルエットはコンフォーマルタンクや無尾翼化の影響でひどくのっぺりとしている。フランス政府の必死なセールスもあり、かつてのミラージュ戦闘機の運用国に広く普及しているようだ。ＰＫＦ、国際連合平和維持軍の中でも頻繁に見かける機体だった。

　そしてもう一機。

「今更ですけど三尉、どうしてこんな旧型機に乗ってるんですか。日本国航空自衛隊ＪＡＳＤＦにはＦ‐３があるでしょう」

　肩をすくめて乗機の機首を叩たたく。クロースカップルドデルタの機体を眺めながら苦笑した。

「こいつとは昔なじみでね。他の機体に乗ると拗すねるんだ。機嫌を損ねてしばらく整備に迷惑をかけることになる」

「はぁ？」

「相性ってやつだよ。お互い、相手が一番いいと思うから付き合っている。他の機体に浮うわ気きしている暇なんてない。俺もこいつに別のパイロットが乗るのは嫌だしな」

　あからさまに面食らわれた。ブラジル人士官はどう返してよいか分からないという風に口元を歪ゆがめた。

「なんというかその、恋人みたいですね」

「当たらずとも遠からずってやつかな。いいよ、変人扱いされることには慣れている」

「いえ」

　士官は直立した。表情を引きしめると色気のある敬礼を寄こす。

「対ザイ戦の英雄、鳴なる谷たに三尉を変人扱いなんてしませんよ。あなたのその乗機に対する思いがかつての決戦を勝利に導いたんでしょう。一緒に戦えて光栄ですよ。ＢＡＲＢＩＥ01」

　よせよ、と手を振ってコクピットに乗りこんだ。

　既にエンジンは起動していた。自動診断プログラムが機体のステータスをモニタしている。手早くハーネスを繫つなぎヘルメットを装着、マイクのスイッチをオンにすると気き忙ぜわしい無線が響いてくる。

『新たな不明機が接近、編隊数ピクチヤー２、セカンダリＳＣ、スクランブル』

「あいよ」

　整備員が車輪止めを蹴飛ばしていく。キャノピー閉鎖、誘導員が滑走路への道を示した。

　スロットルを開き前進する。

　ＪＡＳ39グリペンは回転灯の光を浴びながら陽光の下に出ていった。

　右手に軌道塔の姿が見える。宇宙への道、十年かかってようやくここまで築き上げた人類の希望。

　国連平和維持軍・日本国航空自衛隊三等空尉、鳴なる谷たに慧けいはバイザーの奥の目をすがめた。

　そう、ザイがいなくなっても未来の環境危機が消滅したわけではない。逆に圧倒的な強制力が消滅した今だからこそ、自分達で解決策を練る必要があった。

　八や代しろ通どおりやシャンケル、他の人々とも散々議論した。同じ過あやまちを繰り返さないために何ができるか、どのような選択肢がありうるのか。

　全地球規模の産業縮退、人口コントロール、生活圏の限定。数ある方向性の中で、だが人類は外への拡大を選んだ。

　人という存在が進歩を目指すなら、それに見合う場所をこそ準備するべきだ。内向きに縮小均衡など不毛すぎる。あらゆる資源と叡えい智ちを結集してフロンティアを創出する、その先にこそ理想の未来があるはずだと。

　だが全ての人が同じ方向を向いているわけではない。明日よりも今日、全体よりも部分最適を目指す者はいつの時代にも存在する。ある者は悪意で、ある者は善意で、ある者はまったき無意識のうちに可能性の目を潰そうとする。丁度今のＭＬＯのように。

（だから誰かが守っていかなきゃいけない）

　欲得から、憎ぞう悪おから、無知から。

　世界を、そこに生きる人々全ての未来を。

　誘導路から滑走路に機体を運ぶ。プリフライトチェックを行っていると奇妙な脈動を感じた。エンジンの出力がおかしい。カナードやエレボンにも微かすかな抵抗が感じられる。

　視線を落とすとディスプレイに乱れがあった。ノイズめいたざらつきが現れている。

「他の機体には乗らないって言ってるだろ、怒るなよ」

　一瞬むずかるように機体が唸うなった。先ほどの会話を気にしているらしい。十年以上一緒に飛んできて心配性なことだ。まぁ旧型機呼ばわりされて面白くないのは分かるが。

　操縦桿かんから手を離して計器に触れる。あやすようになでていると、ややあって動揺が鎮しずまった。レディー・フォー・ディパーチャー。ブレーキ解除、スロットルを開放して空に続く道を見据える。

「さぁ、行くぞ」

　ＢＡＲＢＩＥ01、クリアード・フォー・テイクオフ。

　風の音が強まる。左右の景色が飛ぶように去っていった。慣れ親しんだ翼は、滑走路の半ばを過ぎることなく天へと羽ばたいた。

　視界を満たすのは一面の青だった。透き通った大気が小こ松まつの情景を思い起こさせる。高度を上げるうちに、いつしか思考が十代の日々に飛んでいた。海岸線で振り向くポンチョブラウスの少女、風になびく桃色髪。

『私はあなたの翼、あなたの矛。そうあれと命じてもらえればどこまでも進み敵を墜おとしてみせる』

　耳元で響く声に「ああ」とうなずいてみせる。

　分かってるさ、俺はおまえの翼に〈意思〉をこめる。進むべき道を示し続ける。この不完全な世界で、不完全な存在のまま、ずっと。

　クロースカップルドデルタの機体が上昇する。航跡雲がたなびく。鏃やじりのようなフォルムを煌きらめかせて、ＪＡＳ39と鳴なる谷たに慧けいは天頂へと突き進んでいった。
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　あとがき




　夢を叶かなえるって結構乱暴な言葉だと思うんです。

　たとえば「百万円稼ぐぞ」って夢を持っていたとして、九十八万円しか稼げなかったら「夢破れた」になるんでしょうか。あるいは百一万稼いだとして、代わりにとてつもない犠牲を払ったら「結果ＯＫ」になるんでしょうか。多分違いますよね。

　幸福の閾しきい値ちは人それぞれで、明確な夢・目標とはリンクしていません。結局、そのゴールを追い求めた先に個人の満足があるかどうかで、ゴールそのものにはあまり意味がないというのが最近の感覚です。

　いやいや、夢を持たなきゃ人間大きくなれない。背伸びあっての成長だ、という意見はあるでしょう。仰おつしやる通りです。ただ必要以上に大きな夢を持って、達成できないから自己嫌けん悪おに陥るとかもったいないですよね。目標は目標としてありつつ、その周辺のどこに着地しても幸せを見み出いだすのが賢明ではないでしょうか。




　先日、小学校の文集が出てきまして、お決まりのように「将来の夢」というコーナーがあったのですが、中身を見てちょっと驚きました。

　十歳の僕の投稿は──「パイロットになりたい」

　もちろん実現はできませんでしたが、数十年後の僕はパイロットの話を書いて航空に関わる色々な方とお会いできています。空を愛する者として、これ以上幸せなことはありません。夢を見続けた結果、夢の周辺にたどりついて、更なる夢を生み出している。なんと満ち足りた人生でしょう。だから心配せず、思うがままに生きていけよと、かつての自分に伝えてあげたくなります。色々あるけどきっとよい道にたどりつけるからさ、と。




　さて、おかげさまでガーリー・エアフォース、本編エピソード、無事完走できました。

　シリーズ自体はもう少し続きます。サイドストーリーになるか前日譚たんになるかは検討中ですが、慧けいやアニマ達の活躍を楽しみにしていただければ幸いです。

　最後になりますが、前作に引き続き美麗なイラストで本を彩いろどってくださったイラストの遠とお坂さかあさぎ様、ロシア語の翻訳にご協力いただいた株式会社ロゼッタ様、多大なインスピレーションと作品への情熱を与えてくださったアニメスタッフの皆様、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編集の湯ゆ浅あさ様・小お野の寺でら様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。





二〇一八年十一月　夏なつ海み公こう司じ


















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「夏海公司先生」係

「遠坂あさぎ先生」係
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